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　　　　　プロローグ







　朝顔の花弁にも似た金こん色じきのトランペットから勇ゆう壮そうなメロディーが疾しつ走そうする。

　壮そう烈れつな物語の開幕を告げるファンファーレ。

　まるで交こう響きよう曲第五番『運命』のように、出だしで俺はド肝ぎもを抜ぬかれた。だって、それを東とう京きようフィルの楽員──日本屈くつ指しの交響楽団──が演奏をしているならまだしも、目の前の少女は俺と同じ高校一年生で、しかもたった独ひとりで演奏を始めたわけなんだが。

　金管楽器の花形、トランペットの真しん骨こつ頂ちよう。

　オーケストラの中にあって、調和の中にも激しく自己を主張する柔やわらかな、音。

　恐おそろしいほど情じよう緒しよ豊かに。

　目を閉じた俺に広大な大地を──新しい『世界』を幻げん視しさせる。

　反転、動から静へと穏やかに、静かにクイエート。

　夜、それは一ひと時ときの平へい穏おん。

　ゆったりとした悠ゆう久きゆうの息吹いぶきが耳元を通り過ぎ、全身の緊きん張ちようを優やさしくほぐす。

　徐じよ々じよに徐々に。

　少しずつ少しずつ。

　メロディーが──物語がまた本来の勇ゆう壮そうさを取り戻もどしてゆく。

　この感情は、なんだ？

　血肉が滾たぎる。

　わけも判わからず、ただ飛び込みたくなってくる。

　英えい雄ゆうが英雄である証あかし。

　巨きよ大だいな武器を振ふりかざし、今直すぐあのフィールドの真まっ只ただ中なかへと───

「──って、なんでモ●ハンなの!?」

　危あやうく「さぁ！　狩かりの時間だ！」とか叫さけぶところだったよ！

　額に浮かんだ汗あせを拭ぬぐい、俺はトランペットから口を離はなした少女を見やった。

　育ちの良さを感じさせる穏おだやかな目元。ふわりと香かおる柔やわらかそうな髪かみも、きっと丹たん念ねんな手入れの賜たま物ものに違ちがいない。けれどそこには一片の嫌いや味みもなくて、むしろ癒いやし系けいという言葉がそのまましっくり入ってくる。そして真新しい紺こん色いろのブレザーに隠かくされた──否いな、隠そうとしても隠し切れない大きな胸。こんな所にも育ちの良さが溢あふれ出している。

「えっと……」

　ちょこんと小こ首くびを傾かしげ、彼女──秋あき築づき律夢りずむは言った。

「もしかしてこの曲、ご存知でしたか？」

「そりゃ、まぁ……俺も持ってるゲームだし」

「じゃあじゃあ、この曲を一いつ緒しよに練習しませんか!?」

　一緒にちょっとレアモンスターでもシバキに行きませんか、的な感覚で。

　彼女は瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて、顔をグッと近づける。

　か、可か愛わいい……。

　突とつ然ぜんのことに俺の心臓が勢いよく跳はねた。

　初めて彼女を見た時は、どちらかといえば大人しくてお淑しとやかなイメージが先行していたんだけど、そのギャップってヤツだろう。

　ふっ。やれやれ、仕方ない。

　せっかくのお誘さそいなわけだし、ここは親しん睦ぼくを深める意味も含ふくめて軽く一曲───。

「そうじゃないよね!?　それ練習曲じゃないよね!?　ってか楽がく譜ふもないよね!?」

「でも良い曲だと思うんです」

「そりゃ悪い曲じゃないのは判るけど」

「あ、もしかして３ｒｄサードより２ｎｄセカンドの方が良かったですか？」

「だからそういう問題じゃなくって！」

　注意するけど彼女は小首を傾げるだけだった。あれれ～？　なんでかな～、どうして判って貰もらえないのかな～、って。そんな不思議そうな顔をされても困る。

『……ったく、何やってんのよアンタたちは』

　と、その呆あきれた口調に振ふり返る。

　机の上に行ぎよう儀ぎ悪く腰こしを下ろした、とびきり綺き麗れいなセーラー服の女の子を。

　律夢りずむが温室育ちの可か憐れんな百合ゆりだとしたら、こっちは同じ温室育ちでもトゲ付きの薔薇ばらだ。薄うすい眉まゆに整った鼻び梁りようは女王様の美び貌ぼうと品格を完かん璧ぺきに兼かね備えている。長い髪かみをリボンでまとめたサイドポニーのヘアースタイルも、すごく似合っていると思う。

　でも、コイツはコイツ。

　どんなに綺麗になったところで、俺にとってはお隣となりに住んでいる幼おさな馴な染じみの南みなみ里ざと桜乃音かのん以外の何者でもない。

　──いや、今はお隣に住んでいた幼馴染みになるのかな。

『全く。遊んでないでさっさと練習に戻もどりなさい。それから律夢も』

「わたしも、ですか？」

『当たり前でしょ。息いき抜ぬきならともかく、そういうのは練習曲をきちんと演奏出来るようになってからにしなさい。それにさっきの曲、編曲がメチャクチャ。ただ主しゆ旋せん律りつを追っかければ良いってもんじゃないわよ。強弱の抑よく揚ようも全然なってないし』

　え～、そうかなぁ～。今の演奏なんて俺からすれば完璧にプロレベルなんだけど。桜乃音ってば音楽に関する限り、果てしなく評価が厳しくなるんだよなぁ～。

「そこをなんとか。あと一曲、あと一曲だけでいいですから」

　それなのに引き下がらないというか、食い下がろうとする律夢も相当大したもんだ。大物なのか怖こわいもの知らずな天然さんなのか。もしくはその両方か。

　でもこれって実はかなりスゴイことなんじゃないかと思う。

　桜乃音の眼力で睨にらまれたら、女子どころか男子だって全身を竦すくませるというのに。

　ましてや今の桜乃音は───。

「お願いします。幽霊さん」

『幽ゆう霊れいさんじゃない！』

　桜乃音は肩かたをそびやかした。怖いもの知らずとはこのことか。

「いや、でも実際幽霊なわけだし」

　──そう。

　正しよう真しん正しよう銘めい、本物の幽霊なのだから。

　だけどそんなことなどお構いなしに。

「もう一曲だけ。今度はきっと桜乃音ちゃんも気に入ると思いますから」

『だからそういう問題じゃないって言ってるでしょ！　ってか誰だれが桜乃音ちゃんよ!?』

「まぁまぁ、桜乃音。お前が幽霊なのも桜乃音ちゃんなのも事実なわけだし」

『う、うるさいわよ正まさ輝き！　正輝もさっさと練習に戻もどりなさい！』

「はいはい、判わかってます判ってます。練習は──明日から、ちゃんと頑がん張ばる」

『何そのダメ人間の回答は!?　目を逸そらさないで今練習しなさいよ、今！』

「はぁー。やっぱりお二人はすっごく仲良しさんなんですねぇー」

『違ちがうわよ！』

　もうずっと前から友達だったかのように接する彼女は、本当に凄すごいヤツだと思う。

　きっとこの子にとって、桜乃音かのんが幽ゆう霊れいであることも帰国子女の天才トランペット奏者という肩かた書がきも大した意味はないのだろう。自分の演奏を聴きいてくれて、ホメてくれたりアドバイスをくれたりする、ただそれだけのことが嬉うれしくて仕方がないって顔をしているから。




　秋あき築づき律夢りずむと南みなみ里ざと桜乃音───。




　俺の──日ひ野の正輝の高校生活は、この奇き妙みような二人（で、いいのか？）の天才トランペット奏者に挟はさまれて、なんだかおかしな方向へと流れ始めているようだった。
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「ここで良いんだよな……？」

　呟つぶやいて、古びたドアのプレートを俺は見上げた。

　四階建て校舎の最上階の、その一番隅すみっこに追いやられてしまったかのように、その部屋はポツリと寂さびしげに存在していた。

『なんで疑問形なのよ』

　いや、疑問形にもなるって。

　年季の入ったと言えば聞こえは良いけど、実際にはガタガタの壊こわれそうなボロドアと正面から向き合えば、不安や不信感の一つや二つくらい湧わいてくると思う。




　音楽準備室───。




　簡素に記されたその部屋の中身は、果たして。

『見た目なんて関係ないわよ。肝かん心じんなのは中身よ中身』

　その中身に期待出来そうにないから途と方ほうに暮れているワケなんだけどね～。

　四月初旬。

　私立乙おと歌が南みなみ高校に入学して、ようやく始まった俺の高校生活最初の日。

　同じ新入生の大半が部活の勧かん誘ゆう騒さわぎに巻き込まれている中で、俺は誰だれに勧誘されるでもなくこの場所に立っていた。右手にトランペットの入った重厚なハードケースを握にぎって。

「でもホラ。いざ入るとなると緊きん張ちようしない？」

『しない』

「扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、怖こわい先せん輩ぱいたちに目を付けられたらどうしようかな～、とか」

『知らない。いいからさっさと行きなさい』

　にべもないとはこのことか。

　俺は嘆たん息そくと一いつ緒しよに肩かたを落とした。

　こんな時間（放課後）に音楽準備室にやって来たのは他ほかでもない。ここが乙歌南高校吹すい奏そう楽がく部の部室になっているからだ。でも、顔も知らない先輩たちが居る部室に入るのって緊張するのが普ふ通つうだよね。例えるなら上級生の教室に踏み込む独特の緊張感、みたいな感じで。

　それになんか妙みように廃すたれている感じがするし。

　部活紹しよう介かいも部長さんらしき女子生徒がマイク一つで挨あい拶さつしたダケだったし。

　そもそも入学式で校歌すら吹奏しない吹奏楽部って、どうなんだろ。

「あの～？」

　もっとも入試の段階で吹奏楽部の名門を選ばなかったのは俺だし、ここがどんな吹奏楽部でも俺自身がしっかりしてれば問題ないはずだ。

「あの～、もしかして日ひ野のさんですか？」

　ただ、ちょっとだけ覚かく悟ごを決めるための深呼吸をしたいダケで。

「あの……えっと、日野さん？　日野正まさ輝きさん？」

「はいはい、判わかってるから桜乃音かのん」

「いえ、わたしは『かのん』って人じゃないですけど？」

「なんだそのボケは？　全然面おも白しろくな───」

　クルリと振ふり返り、俺はそこで言葉を詰まらせた。

　パチクリと目を瞬しばたたかせる。

　ふわふわの長い髪かみをストレートに流した見知らぬ女の子がそこに居た。

　学年を表すブレザーのリボンは赤。俺と同じ新入生の色。けれども、違ちがう。なんていうか纏まとっているオーラが違ちがう。触ふれることすら躊躇ためらってしまいそうな細い手足。この学校のＯＢデザイナーが手て掛がけたという制服も、まるで彼女の為ためだけにオーダーメイドしたんじゃないかってくらい隙すきなく着こなしている。

「あ、あの……」

　おずおずと俺を見上げてくる大きな瞳ひとみ。

　コチラの様子を窺うかがうような、困ったような。

「えっと、秋あき築づき律夢りずむといいます。一応、日ひ野のさんと同じクラスなんですけど」

　……え、あ、あれ？　クラスに居たっけ、こんな可か愛わいい子？

「自己紹しよう介かい、ちゃんとしましたよ？」

　くすくすと秋築さんは上品な笑えみを浮かべた。

　笑われたのに嫌いやな感じが全くしない、不思議な笑みだった。

「日野さんも、ひょっとして吹すい奏そう楽がく部ですか？」

「もしかして秋築さんも？」

「はい」

　秋築さんは両手に抱かかえていた鞄かばんみたいなセミハードトランペットケースを掲かかげてみせた。

『ふ～ん。ＹＡＭＡＨＡのスチューデントモデルみたいね』

　だな。ＹＡＭＡＨＡはトランペットみたいな管楽器はもちろん、ピアノにギターにドラムセットまで色々な楽器を製造している国内大手メーカー。そこの入門スチユーデントモデルとはお嬢じよう様っぽい雰ふん囲い気きの割に随ずい分ぶんとリーズナブルな機種を選んでいるんだ。

「日野さんのそれも、トランペットですよね？」

「うん。そうだよ」

　ただし厳密には俺のトランペットじゃないけどね。

　これはワケあって、幼おさな馴な染じみから預かっている米国製プロモデルのトランペットだ。本当は俺みたいな素人しろうとがホイホイ持ち歩くような代しろ物ものじゃない。でも、持ち主が「使いなさい！」って押し付けてくるもんだから、ありがたく使わせて貰もらっているけど。

「やっぱり！　クラスも一いつ緒しよ、入ろうとしている部活も一緒、それに楽器まで一緒だなんて偶ぐう然ぜんにしても凄すごいですね」

「確かにね。じゃあこれも何かの縁えんだし、一緒に入部届けを出しに行かない？」

「はい。ご一緒します。実は一人だとちょっとだけ心細かったんですよ」

　うんうん。判わかる、判るよその気持ち。名前も知らない上級生が待ち構えている部屋に踏ふみ込むんだから、ちょっとくらい緊きん張ちようするのが普ふ通つうだよね。誰だれかさんと違って。

『……なによその目は』

　いいえ。なんでもございません。

　不満そうな声と目に、俺はおどけて肩かたを竦すくめてみせた。

「？　どうかしたのですか？」

「あ～、なんでもない、なんでもないから気にしないで」

「？」

　秋あき築づきさんは怪け訝げんそうな表情を浮かべて、俺が見ていた方向──正確には、廊ろう下かの天てん井じよう斜ななめ上うえへと視線を送った。

　そこは何もない空間だった。少なくとも、俺以外の人間にとっては。

「ま、こんな所で立ち話もなんだし部室に入ってみようよ。何はともあれ入部しないと何も始まらないわけだし」

「あ、日ひ野のさん───」

　誤ご魔ま化かすというにはちょっと強引すぎたような気もするけれど、俺は秋築さんの声を無視して音楽準備室のドアを一息に開けた。

　ガチャリ。

「失礼しまぁ～す」

　そして勢いのままに部屋の中へと足を踏ふみ入れる。

　まず目に飛び込んできたのは子供くらいもある巨きよ大だいな楽器だった。細かな傷を無数に刻んだ見るからに年代物のソレが、パイプ椅い子すに座った男子生徒に抱かかえられている。

　金管楽器の中では最も大きくて、最も低い音域を奏かなでる──チューバだ。

「………」

　と、チューバを抱えた男子生徒と目が合った。「誰だれだ、お前は？」と言わんばかりの無ぶ遠えん慮りよかつ無言の目つきが、俺の顔に突つき刺ささってくる。

「おい……」

　チューバを抱え、立ち上がったその人の身長はびっくりするくらい大きかった。

　頭上から、軽く見下ろしてくる視線。俺の身長は一七五センチだから──ってことは一九〇センチ以上はあるのか？　しかも何故なぜか髪かみは灰色で、両耳には十じゆう字じ架かピアスが輝かがやいていて、おまけにはだけた胸むな元もとにはジャラジャラとロザリオやらネックレスの類たぐいが二個、三個。

　突っ込みどころ満まん載さいっていうか、まずはどこから突っ込むべきなんだ？

　それ以前に、ここは本当に吹すい奏そう楽がく部の部室なのか？？？

「わ、凄すごいです。まるでアニメとかゲームに出てきそうな人みたいです」

　いやいやいやいや。そういう問題じゃないから秋築さん。そこは厨ちゆう二に病びよう臭しゆうの漂ただようＶ系バンドの人みたい、って表現にしておこうよ。

「……入部希望者か？」

　長身から見下ろす不ふ機き嫌げんそうな三さん白ぱく眼がん＆低い声。その圧あつ倒とう的な迫はく力りよくは、厨二系と言うよりむしろヤ●ザさんと言うかなんと言うか……。

　正直に言うと──滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわいです！

「ちょっと関せき島しまセンパイ！　入部希望者を怯おびえさせてどうするんですか！」

　と、横から女の人の声が飛び込んできた。

「……そんなつもりは、ないのだが」

「センパイにそのつもりがなくても、普ふ通つうの人には充じゆう分ぶんに怖こわいんです！」

　声を張り上げるその女子生徒は丸顔で、ちょっとふくよかで優やさしそうな感じの人だった。胸むな元もとのリボンは青──ってことは、つまり二年生。

「……ダメよ京きよう香か。大きな声を出したら」

　そこへ更さらに横から別の声。

「……初めまして入部希望者さん。吹すい奏そう楽がく部は貴方あなたたちを歓かん迎げいするわ」

　長い黒くろ髪かみを姫ひめカットに切り揃そろえた女子生徒──この人も二年生らしい──は、歓迎の「か」の字も浮かべていないような湿しめった目をして、淡たん々たんとした口調で言った。

「……取とり敢あえず、表面上は」

「表面上なんですか!?」

　新入部員を表面上しか歓迎しないクラブって初めて見たわ！

「こらこら凪なぎ砂さ。変な言い方はしないの。え～と。あんまり気にしないでね？　それよりも自己紹しよう介かい──そう、自己紹介よね。あなたたちの名前と出身学校を教えて貰もらえるかな？」

　ふくよかな先せん輩ぱいが引き攣つった笑え顔がおでその場を仕切り始めた。

「ではでは、そちらの女の子の方からお願い出来るかな？」

「わたしですか？　わたしは一年Ｃ組の秋あき築づき律夢りずむといいます。松しよう院いん大学付属中学校の吹奏楽部でトランペットをやっていました。よろしくお願いします」

　ペコリと大きなお辞じ儀ぎ。ふわふわの髪が大きく揺ゆれる。

　そうか～。秋築さんは松院付属中からやって来たのか～。お嬢じよう様っぽいと思ったら、本当に凄すごいお嬢様学校じゃないか──ん？

「松院大学付属中学校……？」

　ふくよかな先輩がキョトンと目を瞬しばたたかせた。

　その反応は、判わかる。多分、俺も同じような顔をしていると思うから。

「松院付属中って、もしかしてあの松院付属中、かな？」

「は、はい。多分。その松院付属中だと思いますけど……」

　秋築さんは恐きよう縮しゆくしたように肩かたを小さくさせて頷うなずいた。

　松院付属中っていえば地元じゃ有名な超ちようお嬢様学校だ。

　幼よう稚ち園えんから大学までエスカレータ式で、乙おと歌がの街を一望できる一等地の高台に広大な敷しき地ちを有している。そこは他府県からの入学希望者も集まってくる禁断の薗その──いや、禁断は余計かもだけど、とにかくそういうミッション系の学校だったはずなんだけど。

「……松院付属中に通っていた子が、ウチになんの御ご用ようかしら？」

　黒くろ髪かみ姫ひめカットの先せん輩ぱいが訊たずねる。俺もそこはちょっと気になる。

「え[image: ～][image: ～][image: ～]と。それは、あの……い、色々とありまして……」

　目が泳いでいる。口調もなんかたどたどしい。

　どこから見ても……怪あやしい。

「松しよう院いん付属中で三年間トランペットをやっていたのか？」

　俺が首をひねっていると、横から灰色頭の先輩が秋あき築づきさんに訊ねた。

「は、はい！　三年間ずっとトランペットでした」

「そうか。松院付属中のトランペットなら少しは使えそうだな」

　興味があるのかないのか、まるで独ひとり言ごとみたいに呟つぶやく。だけど、なるほど。思わずお嬢じよう様学校って部分に反応しちゃったけど、吹すい奏そう楽がく部目線ならこの反応は正しいかも。松院付属中の吹奏楽部は全国的にも有名で、コンクールでも上位入選の常連校なのだ。運動部で例えるなら全国大会の常連選手が思いもかけずに入ってきた、ってところだ。

「はいはい。じゃあ、次。そっちのキミね。そのケースもトランペットだよね？　あなたはどこの中学から入ってきたのかな？」

　ふくよかな先輩が今度は俺の方に顔を向けてきた。黒髪姫カットの先輩は、その隣となりでじっとこちらの様子を窺うかがっている。注視されるのは苦手なんだけど、訊ねられた以上は名乗らねばなるまい。

「同じく一年Ｃ組の日ひ野の正まさ輝きです」

　注視してくる先輩方の目。

　うう、ちょっと緊きん張ちようするけど、小さく深呼吸して────よし。

「市立乙おと歌が岬みさき中学で三年間トランペットをやってました。よろしくお願いします」

　三人の先輩に向かって、俺は深く頭を下げた。
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「え……？」

　ポカンと、ふくよかな先輩の目が丸くなった。

　それもまた乙歌の吹奏楽部に身を置く人間なら、ごく自然な反応。

「市立乙歌岬中学校の吹奏楽部って……」

　信じられないと言った風に。

「ええ、っと。もしかしてあの南みなみ里ざと桜乃音かのんさんが居た市立乙歌岬中学吹奏楽部、かな？」

「はい」

　肯こう定ていする。すると再び息を吞のむような気配。

『ま、ある意味、当[image: ～][image: ～][image: ～]然の反応よね。あたしってば超ちよう有名人だし』

　言ってろ。

　と、言いたいところだけど、悔くやしいが実際その通りだ。

「するとお前は、南みなみ里ざと桜乃音かのんとずっと一いつ緒しよにトランペットをやっていたのか？」

　灰色頭の先せん輩ぱいですら、三さん白ぱく眼がんを少し丸くして当たり前のことを訊たずねてくる。

「イエスです。俺は中学校で三年間、南里桜乃音と一緒にトランペットをやってました」

　それがどれだけ凄すごいことなのか───。

　この街に住んでいる吹すい奏そう楽がく部の人間で、少なくとも南里桜乃音の名前を知らない人間は確実にモグリだ。

「え、あの……え？」

　パチパチと、よく判わからないといった感じに目を瞬しばたたかせる秋あき築づきさん。

　居たよモグリが。思いのほか直すぐ近くに。

「皆みなさん、どうかしたのですか？」

「あ、あれ？　秋築さんは松しよう院いん付属中で三年間、吹奏楽部をやっていたんだよね？」

　戸と惑まどいを隠かくせない様子でふくよかな先輩が秋築さんに訊ねた。

「はい。そうですけど？」

「松院付属中じゃ市立乙歌岬中学の噂うわさとか、少しは聞いたことがないのかな？」

「えっと、すみません。わたし、他ほかの学校の噂話とかは余り記き憶おくしていなくて……」

「じゃあじゃあ、南里桜乃音さんの名前も聞いたことがないのかな？」

「？？？」

　あー、うん。実に判りやすい反応だ。全く判ってないことが、よく判りました。

『……なんだろう。微び妙みように負けた気がしてなんか悔くやしいんだけど』

　俺は小さく苦笑を浮かべ、心の中で語り掛かけた。

〝まぁまぁ、世の中そんなもんだって。吹奏楽関係者であの反応は意外だけど、仮に一いつ般ぱん人じんなら今の反応がデフォだよデフォ。所しよ詮せんは井いの中なかの蛙かわずってことで気にする必要はないから背後から喉のどを締しめ上げるは止やめグェェェ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！〟

「どうかしたのかな、日ひ野のくん？　急に喉なんか押さえたりして？」

「ハァハァハァ、な、なんでもないです。なんでも。ただの発作みたいなものです」

　本当は普通の人には見えない手が、俺の喉に喰くい込んだダケです。

　なんて、言えるわけがないので。

「そうなの？　苦しそうだったから、ちょっとびっくりしたんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶです。後でちゃんと言い聞かせますから」

「？」

　不思議そうな顔をされたけど、取とり敢あえず先輩は納なつ得とくしてくれたようだ。

『……ふんっ』

　それなのにガッデム。上手うまく誤ご魔ま化かしてやったのに感謝どころか、その態度かよ。そっちがその気なら、後でマウスピース（楽器を吹ふく時、口を付ける部品）をデロンデロンに舐なめてやるから覚かく悟ごしておけよ。くく、くくく。

「あの、どうかしたんですか日ひ野のさん？　急に笑い出したりして。……もしかして、その人を知らないって、そんなおかしいことだったんですか？」

「え、や、そうじゃくて！」

　うわ、やべぇ！　秋あき築づきさん、なんか泣きそうな顔してるんですけど!?

「べ、別に知らなくても全然問題ないよ。うん。南みなみ里ざと桜乃音かのんなんて名前、インパクトもなにもないし。なんていうか、ホラ。ＴＶに出てくる売れてないアイドルみたいだし」




　ゴツンッ───！




『誰だれが売れてないアイドルですって？』

「っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　今、もの凄すごい衝しよう撃げきが後頭部に入りました。

　目から火花が飛び出るくらいの、握あく力りよく×体重＝破は壊かい力的に強きよう烈れつなグーのパンチが。

「ちょっと日野くん？　突とつ然ぜん頭を押さえて、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「……発ほつ作さです」

「そ、そう」

　うう、変な目で見られてる。絶対に先せん輩ぱいから変な目で見られていますよ、初日から。

「それで、あの……その南里桜乃音って人は、どんな人なんでしょうか？」

「え？　あ、そうね。気にしないでもいいかな。知らなくても大した問題じゃないから」

「？？？」

「えっとえっと。二人の自己紹しよう介かいが終わったようなので、次は私たちね。私が乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部部長の二年大おお室むろ京きよう香かです。担当している楽器はアルトサックスです。どうかよろしくお願いしますね、秋築さん。日野くん」

　誤魔化すように微笑ほほえむふくよかな先輩改め部長さん。空気を読んだ大人の対応だった。出来ればその大人の対応で俺の奇き行こう（？）も流して欲しかったんだけど……流石さすがに無理か。

　でも、なるほど。この人が部長さんか。

　確か部活紹介で挨あい拶さつしていたのもこの先輩だ。雰ふん囲い気き的にも面めん倒どう見みが良さそうだし、大所帯の吹奏楽部のまとめ役としてはうってつけのような気がする。

　後は肝かん心じんの楽器の腕うで前まえだけど、これは演奏を聴きくまでの楽しみにしておこう。

「そしてそして、そこのチューバを抱かかえているのが三年の関せき島しま一い吹すいセンパイ」

「………」

　無言。

「……あの」

「…………………」

　やっぱり無言。と、いうかまるで無視。

「関せき島しまセンパイ？　せめて一言くらい、何か挨あい拶さつとかは……？」

　促うながすように部長さんが声を掛かけると、関島さんは面めん倒どうくさそうに立ち上がる。

「……関島だ」

「………」

「………………」

　え、マジでそれで終わり？　本当に一言だけで？

「見ての通り無愛想でいい加減でヤル気に欠ける上に存在するだけで吹すい奏そう楽がく部の品位品性品格全すべてを問われそうな人ですけれど、これでも最上級生です。センパイなんです。最低限……ええ、最低限で構いません。それなりの敬意を持って接して欲しい、かな。以上です」

　そんな握にぎった拳こぶしに血管でも浮かんでいそうな苦々しい声で言われても。

　……ん？　三年生？

「あの、なんで部長さんが部長なんですか？　三年の関島さんがいるのに」

「はい、良い質問ですね。では、少し考えてみましょうね。冬とう眠みんから目覚めたばかりの灰色熊ぐまみたいなセンパイが吹奏楽部の代表になった光景を……っ」

　………。

「シュール、ですね」

「それが答え、かな」

　納なつ得とく。

「……そして私が二年生の工く藤どう凪なぎ砂さ」

　と、最後に自己紹しよう介かいを始めたのが黒くろ髪かみ姫ひめカットの女子生徒。

「……楽器はフルート。好きな曲は交こう響きよう曲第六番『悲ひ愴そう』第一楽章。チャームポイントはどんな時にも動どう揺ようしない……古ふる井い戸どのように深く澱よどんだ瞳ひとみかしら」

　ギャグのつもりなんだろうか。それとも本気の発言なんだろうか。ニコリともしない表情で言われても、正直リアクションに困るんですけど。それに先せん輩ぱいの場合、井戸は井戸でも貞さだ子こさんが出てきそうな井戸です。怖こわいです。

「……そうね。『F●ELS LIKE HEA●EN』も、もっとしっとりと演奏すればいい曲だわ」

「え、なんでしたっけその曲は？」

「……邦ほう画が版『リ●グ』の主題歌よ」

「………」

　あ、あれ？　おかしいなぁ～。俺、口に出して何か言ったかなぁ～。

「それにしても、貴方あなた……」

「な、なんですか？」

「………」

　沈ちん黙もく。

　そして視線が俺の顔からツツッと流れて右肩かたへ、右肩から左肩、頭の上へ───。

「あの……」

　一体、どこを視みているのでしょうか？

「……別に、なんでもないわ（クス）」

　笑いましたよね!?　今、なんでもないとか言いながら唇くちびるだけで笑いましたよね、目は相変わらず無表情のままなのに！

『ねぇ。この人ってさぁ、ちょっとやばくない？』

　うん。やばいと思う。ついでに言うと、ちょっとどころじゃないと思うんだ。

「はいはい。自己紹しよう介かいはここまでにしましょうね」

　パンッ、と唐とう突とつに打った部長さんの柏かしわ手でが俺の思考を遮さえぎった。

　もしくは助けられたのか。

　深く考えるのは止やめておこう。うん。そうしよう。

　部長さんの柏手に救われたような心持ちで、俺は肺に溜たまった空気を吐はき出した。

「以上が我が乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部のメンバーです」

　──へ？

「え、以上って？　まだ三人しか紹介してもらってないんですけど……？」

「はい。三人ですね。でも、以上です」

　ま、まさか───。

「三人しかいないんですか、ここの吹奏楽部って？」

「ええ、まぁ……。他ほかの学校に比べると、ちょっと少ないかな～、って思う……かな」

「いやいやいやいや！　それちょっとじゃないですから、どう考えても。明らかにゼロが一つほど足りてないですから！」

　普ふ通つうは二十人、いや三十人くらいは部員が居ますよね吹奏楽部って!?

「でも、助かったわ。今のままだとアンサンブル編成でも流石さすがにきつかったの」

　聞いてないよこの人!?　ってか、チューバとサックスとフルートが一本ずつで今までどんな演奏をやってたんだ!?

「うんうん。でも、トランペットが二本も増えればきっと色々と選せん択たく肢しが広がるかな」

「……戦力倍増。廃はい部ぶの危機も、今は昔の物語」

「は、廃部!?」

　オゥ、ガッデム。廃部の危機だったのか、ここの吹奏楽部は。多少レベルが低いことくらいは覚かく悟ごしていたけど、それ以前の問題を抱かかえていたとはビックリだ。

「危ないところでしたね日ひ野のさん。もしわたしたちが入部していなかったら、入部する吹すい奏そう楽がく部がなくなっちゃうところでした」

　いや、その発想は問題がズレているような、いないような……。

「おい、一年」

「は、はい！　なんでしょうか、え～と……関せき島しまさん？」

「見ての通り金管パートの上級生は俺一人だ。が、俺は楽器の違ちがう一年の面めん倒どうなんて見る気はない。練習は自分たちで勝手にやっておけ。以上だ」

「ちょっとちょっと関島センパイ！　なんなんですかその清すが々すがしいまでの責任放ほう棄きは！」

「大おお室むろ。お前には俺が、真面目まじめに後こう輩はいの指導が出来るように見えるのか？」

　真顔で言う関島さんに、しばし沈ちん黙もくする部長さん。

「──と、いうことなので、トランペットの二人は各自で練習をして欲しい、かな」

　切きり替かえ早ッ！

「それからそれから、来らい週しゆうの週末なんだけど、駅前で路上演奏会を行います」

「それはまた急な話ですね」

「我が校の吹奏楽部の恒こう例れい行事みたいなものなので、新入生のお披ひ露ろ目め演奏を兼かねたようなものだと思ってくれれば」

「お披露目……一週間後……」

　呟つぶやいた秋あき築づきさんの横顔に、不安げな曇くもりがちょっとだけ浮かんだ。無理もない。一週間後ってのは結構な無茶ぶりだし。

「でもでも、誰だれでも知っているような簡単な曲を二、三曲ほど演奏するだけだから」

「はぁ、それなら、まぁ……」

「うんうん。それから一曲は一年生が演奏したい曲を選んで欲しいかな」

　え[image: ～][image: ～][image: ～]。突とつ然ぜんそんなことを言われても結構困ります。

　演奏会まで時間がないから一年生の都合にも合わす、って配はい慮りよなんだろうけど。

　どこの部活だってそうだと思うけど、高校の場合は新入生と言ったって大半が中学校での経験者だ。新入生全員が未経験者ってケースは考えにくい。それは吹奏楽部も同じこと。高校で初めて楽器を触さわりました──って部員が何人か交じっていたとしても、普ふ通つうは大多数を占しめる経験者の数でカバー出来るってワケだ。

　実際、俺も秋築さんも楽器持ちの経験者だしね。

　ただこの人数だからなぁ～。

　自分以外の演奏者の実力が未知数のこの状じよう況きようで、どんな曲を選べばいいんだろう。

　打楽器パーカツシヨンが居ないのも、かなり厳しいんじゃないのかな、これって。

「練習場所は他ほかの生徒に邪じや魔まにならない場所なら何処どこを使ってくれても構わないです。取とり敢あえず日ひ野のくんがパートリーダーってことで、お願いしていいかな？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　パートリーダー、ね。面めん倒どうくさいけど、ご指名とあれば仕方がない。

「サボるなよ、一年」

「関せき島しまセンパイが言わないで下さい！」

　え～と。

「取とり敢あえず練習に行こうか、秋あき築づきさん」

「はい」

　俺と秋築さんは練習場所を求めて、にわかに騒さわがしくなった部室を後にした。
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　練習場所は直すぐに決まった。

　決まったというか、入学したてのこの学校で少しでも馴な染じみがあって、遠えん慮りよの要いらない場所なんて一ヶ所しか知らないから。

「やっぱりこういうのは自分の教室に限りますよね」

　自分の席に座った秋築さんはゆっくりと大きな伸のびをした。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]。落ち着きます[image: ～][image: ～][image: ～]」

『……まだ入学してから一日も過ぎてないのに、随ずい分ぶんとまぁ』

　うん。まるでもう半年くらいはこの教室に通っているような馴染みっぷりだね。

　旅行から帰って「やっぱり一番落ち着くのは我が家だねぇ」的なアレ。そういうのって入学初日に得られるもんじゃないと思うんだけど、普ふ通つうは。この抜ばつ群ぐんの適応力、大らかなのか大物なのか、それとも何も考えていないただの天然なのか──さて。

　ま、今はそれより先にだ。

〝しかし、まさかトランペットが俺たち二人だけとは思わなかったよ〟

　半ばぼやくように俺は心の中で語り掛かける。

　本当に。

　これで吹すい奏そう楽がく部として成り立っていたんだから、呆あきれを通り越こしていっそ感心するよ。

『なに情けない顔してるのよ。吹奏楽部はトランペットこそ花形。それが二本も揃っているのなら、他ほかの楽器なんてただの付け合わせみたいなものじゃない』

〝謝れ。全国のトランペット以外の吹奏楽部員に謝れ。他のパートをカレーの付け合せのラッキョみたいに言いやがって。因ちなみに俺はラッキョよりも福ふく神じん漬づけが好きだけどね！〟

『じゃあラッキョか福神漬けみたいなものよね、他の楽器って』

〝だからそういうトランペット以外の楽器全部を敵に回すような発言は───〟

「何か言いましたか？」

「いいえ？　特に、何も、言って、ナイデスヨ？」

　とか言いながら内心では冷ひや汗あせダラダラ。思わず変な片かた言ことの日本語まで喋しやべっちゃった。

　見かけによらず秋あき築づきさんって勘かんが鋭するどいのかもしれない。

「でも、参ったよ。部員が俺たち込みで五人しか居ないって、あり得ないよね。ウチの中学だって四十人くらいは居たし、松しよう院いん付属中の部員はもっと多くなかったっけ？」

「そうですね。わたしの学校は多い年で九十人くらいは居ましたよ。でも人数が多くて一度に演奏をするとレベルの差がありすぎて、一軍と二軍に分けていました」

　きゅ、きゅうじゅうにんですか……。

　流石さすがは全国コンクール常連の吹すい奏そう楽がく部。啞あ然ぜんとする数がサラリと出てきたよ。部員の数も半はん端ぱないけど、きっと投資されている金額も半端ないんだろうなぁ～。羨うらやましい。

　──ん、でも待てよ。

　そんな環かん境きようの吹奏楽部から見れば、乙おと歌が南みなみに進学するだなんて都みやこ落おちもいいところだ。それなのに秋築さんには落らく胆たんの色が微み塵じんもない。コッチの学校に来た事情とか理由とかがあるんだろうけど、普ふ通つうはもうちょっとショックを受けたりしないかな？

　話が戻もどるけど、そもそも松院付属中の子がこんな学校に来るのがおかしいし。

『ひょっとしたらこの子ってばすっごく下手クソで、名門吹奏楽部から落ち零こぼれちゃって居場所がなくなって転入してきたんじゃないの？』

「………」

　う～ん。確かにその可能性は……いやいや。まだ実際の演奏も聴きいていないのに、勝手に結論付けるなんてしちゃダメだ。

「あの、そろそろ練習を始めませんか？」

「そ、そうだね……」

「？」

　イカン。変な言葉が頭に入ってきたから声が微び妙みように裏返ってしまったじゃないか。

　でも、練習。練習か。

「そうだな。時間もないし、練習しないとな」

　うだうだ考えたってしょうがない。練習を始めれば彼女の実力は直すぐに判るし、考えないといけないことは他ほかにも沢たく山さんあるんだから。

「そういえば秋築さんは演やりたい曲とかってある？　先せん輩ぱいたちが言ってた路上演奏の曲で」

「あります！」

　お、食いついてきた。

「なに？　どうせやるならトランペット主体の曲を選ぼうよ」

　現状の楽器編成ならどう考えたってトランペットが主役だしね。仮に秋築さんの実力が多少残念だったとしても、少しくらいなら俺がカバー出来ると思うし。

　いそいそとセミハードカバーのケースからトランペットを取り出す秋あき築づきさん。

　初心者向けのスチューデントモデル。

　もし本当にド素人しろうとに近い腕うで前まえだったら──いや、その時はその時だ。

「じゃあ、吹ふきますね」

　トランペットを構え、秋築さんは目を閉じ、そして───、

「───」

　金こん色じきのベルから柔やわらかな音ね色いろが躍おどり出た。

　ちょっと耳慣れない６／８拍びよう子しの変則的なリズムで繰くり出す軽かろやかな響ひびき。

　そしてＢベーからＧゲーへ唐とう突とつな高音域への変化。決して難易度が高いってわけじゃない。でも、こんなにも楽しい気持にさせてくれる音の響かせ方は、並なみ大たい抵ていのレベルじゃない。

　音が生きている──弾はずんでいるんだ。

　そして目を閉じれば視みえてくる。朝あさ陽ひを浴びた渓けい谷こくを飛び回るハトと、一人の少年が。

　炭鉱の渓谷。そこで働く炭鉱夫たちと主人公の少年。唐突に始まる冒ぼう険けんへの誘いざない。そんなことはあり得ないと判わかっても、俺も一度は出くわしてみたい──言ってみたいものだ。

　親おや方かた！　空から女の子が───。

「って、なんでラ●ュタなの!?」

　そう。秋築さんが吹いた曲は天空の城を巡めぐる大冒険活劇アニメで、主人公が屋根の上で吹いていたトランペットの曲だった。

「この曲なんてどうでしょうか？」

「いや、どうでしょうかって言われても、絶対にダメだと思うけど」

「でも打楽器は必要ありませんよ？」

「そういうところはしっかりと考えていたんだ……。でも却きやつ下かだよ却下。確かに打楽器は必要ないけど、他ほかの楽器も必要ないよねその曲だと！」

　っていうか、トランペットも一本しか要いらないし！

「そうですか……」

　だからそんなシュンとした顔をされてもだな。

「じゃあ、名めい探たん偵ていコ●ンのテーマ曲とか」

「あれはメインがトランペットじゃなくて、サックスじゃなかったっけ？」

「編曲すればなんとかなると思うんです」

「サックスパートを全部トランペットで吹く気なの、秋築さんは!?」

「じゃあ『鳥●詩うた』なんてどうでしょうか？　もの凄すごい神アニメのＯＰ曲なんですけど、ファンの間では『国歌』って呼ばれているほどの名曲で───」

「いやそれもトランペットの曲じゃないし。もうトランペットとか完全に関係ないし。ひょっとして何も考えず、自分が好きな曲を挙げてるダケじゃないの、もしかして？」

　そのキラキラと輝かがやかせた瞳ひとみで「違ちがいます」とは言わせない。
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　それになんでさっきからアニメ系ばっかり選曲するんだ？　吹すい奏そう楽がく部なら他ほかに幾いくらでも演やりたい曲が──ハッ!?　ま、まさかヲタクか!?　ひょっとしてアニメヲタクなのか!?

「あの、もしかしてゲーム系の方が良かったですか？　ド●ゴンクエストとかファ●ナルファンタジーとか、もしくはエルシャ●イとか」

「そんな選曲で大だい丈じよう夫ぶか!?」

　神は言っている。まだその曲を選ぶ時ではないと。

「えーと、じゅあ必殺仕●人のテーマ曲とか」

「急に渋しぶくなったね……」

　いや、確かにあれの出だしのトランペットのカッコよさは異常だけど。そこは吹奏楽部らしくロッ●ーのテーマ曲とかス●ーウォーズのテーマ曲とか。どうしてＡＫＢとか流行はやりのポップスとかを出さずに、そんな偏かたよった選曲ばかりを……！

　──いや、だからこそ。だからこそ、その答えは一つしかないんだ。

　この子はヲタクだ。それも重度の。

　見た感じが爽さわやかなお嬢じよう様っぽいから、なかなかその現実を俺の脳のう味み噌そが受け入れてくれなかったけど。でも、間ま違ちがいない。そうでもなければ『鳥●詩うた』を国歌とか言わない。

　……じゃあ、それを知ってる俺はどうなんだとかそういう話は置いといて。

「やっぱり無難にコナ●くんでしょうか」

　問題は、本当に●ナンを一人で勝手に吹ふき始めたコッチのヲタクっ娘この方だ。

　吹いているのは初期の頃ころのテーマ曲。

　そして上手うまい。小こ癪しやくに上手い。もしかして下手クソなのかも──とか勝手に心配をしていた過去の自分が恥はずかしいくらいに。とても即そつ興きようの演奏とは思えない。どう考えたって、過去に何度も練習を重ねてないと他ほかの楽器の主しゆ旋せん律りつを拾えないはずだ。

　だけど松しよう院いん付属の吹すい奏そう楽がく部って、アニソンを練習曲にしたりするのか？

　そりゃ市し販はんされている吹奏楽部用の楽がく譜ふの中にはアニソンだってちゃんとあるし、中には定番と言っていいほどの曲だって存在するんだけど……。

　けれど。

　秋あき築づきさんの演奏はそういうレベルの話じゃない。

　さっきのラインナップといい、トランペットの曲を練習しているんじゃなくて。

　吹きたい曲をトランペットで練習してきた──そんな感じにしか思えない。

〝そうは思わない？〟

　心の中でそっと囁ささやく。

『ふん。まぁまぁのレベル、ってところね』

〝ったく、可か愛わいくないなぁ～。少しは褒ほめるって言葉を知らないの？　あ、もしかして嫉しつ妬とですか～そうですか～〟

『バカ。そういうのじゃないわよ！……確かに上手なのかもしれないけれど、さっきからテンポがデタラメじゃない』

　……え？

　指し摘てきされ、俺は秋築さんの演奏にジックリと耳を傾かたむけてみた。

　主旋律。いわゆるメロディーライン。一番自分に酔よいしれて、目を閉じ悶もだえながら演奏できるパートが──おおぉ。加速している。どんどんどんどん加速していくぞ!?

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　と、思ったらいきなり急ブレーキ。

　慌あわててテンポを取り戻もどそうとして──あ、また速くなった。

　……確かに全然安定していない。

『それに所々変な音も混じっている。無理矢理全部の主旋律をカバーしようとするから意味不明の音が混ざるのよ。……それにしてもテンポの乱れが酷ひどいわね。目眩めまいがしそうだわ。仮にも吹奏楽部なんだから、いついかなる時でも正確なテンポを刻めるように、体内にメトロノームを内蔵してないでどうするのよ』

　無茶言うでねだ。

『他ほかにも、なんていうか……なにか違ちがうわ。明るい感じの曲なのに「寂さびしそう」っていうのかしら？　すごくマイナスのイメージが伝わってくるんだけど』

　え、そうか？

「俺はむしろその逆で、すっごく楽しそうに聴きこえるんだけどなぁ～」

「何がその逆なのですか？」

「いや、だから桜乃音かのんの言う寂しそう──って、おわ!?」

　いつの間にか真正面から、ドアップで秋あき築づきさんに顔を覗のぞき込まれていた。これが可か愛わいい女の子だから良かったけれど──いや、可愛い女の子だから余計に心臓が破は裂れつしそうだよ！

「あの、日ひ野のさん。ちょっといいでしょうか？」

「な、何かな？」

　まだ心臓がドキドキいっている。

「さっきからどなたかとお話をしていますか？」

　ギクッ───。

「そ、そんなワケないじゃないか。変なことを訊きくなぁ、秋築さんは。あははは」

「……ですよね。気のせい、ですよね」

「そうそう。気のせい気のせい。そんなことよりも練習を───」

「あの、練習の前にちょっとだけ、日野さんの持っているトランペットを見せては頂けないでしょうか？」

　ギクギクッ───。

「と、突とつ然ぜんどうしたのかなぁ～？」

　やべぇ～。顔面からだらだらと汗あせが噴ふき出してきた～。

「いえ、なんとなく気になっていたのです。とても雰ふん囲い気きがあると言いますか、カッコイイと言いますか……。外国のメーカーさん、でしょうか？」

「……Vincentヴインセント Bachバツクだよ」

「ヴぃんせ……バ……鞄かばん、ですか？？？」

　え？　なんでそんな不思議そうな顔になるの？

「もしかして知らない、とか？」

「す、すみません。わたしって、その、そういうのに詳くわしくなくって……」

　詳しいとか詳しくないとかじゃなくって、トランペット奏者なら普ふ通つうに知っているアメリカのメーカーだと思うんだけど。自動車に例えるならフェラーリとかベンツとか、ラノベで言うなら電でん撃げき文庫みたいな感じの……って、え？　マジで知らないの？

「……（コクリ）」

　恐きよう縮しゆくするように赤面した顔を俯うつむかせる秋築さん。マジですか……。

「と、とにかく凄すごいトランペットなんですね！」

「ま、まぁ、そうだけど」

　今、満面の笑えみを使って全力で誤ご魔ま化かそうとしたよね。

「それで、あの……見せて頂けますか？」

「え、え[image: ～][image: ～]と」

　こ、断っちゃダメかなぁ～。でも、ここで断るってのも不自然だよなぁ～。それに今日から三年間、彼女とは同じトランペットとして曲を奏かなでる仲間なわけだし。

「ちょっとだけ、なら……」

　大だい丈じよう夫ぶ、ですよね？

『………』

　うう、両肩かたに今までに感じたことのないくらい怖おぞ気けとプレッシャーが……。

「取とり敢あえず、あんまり乱暴に扱あつかわないでね。後で機き嫌げんが悪くなるから」

「？　悪くなるって、楽器の機嫌がですか？」

「……悪くなるんだよ。この楽器は」

　それもとてつもなく凶きよう暴ぼうに。

　秋あき築づきさんは小こ首くびを傾かしげた。漫まん画がなら「？」が浮かんでいるみたいな表情で。きっと頭の中ではアメリカの楽器って凄すごいんですね～、とか思っているんだろうなぁ。だけど安心してくれ秋築さん。世界中どこを探したって機嫌が悪くなるトランペットはこの一本だけだから。

　カパッ───。

　俺は重じゆう厚こうなハードケースの蓋ふたを開けた。

　革かわとグリスオイル、そして金属の入り混じった独特の匂においが鼻び腔こうに流れ込んでくる。

　けれど。

　そんな異い臭しゆうの中央に鎮ちん座ざするのは、息を吞のむほど眩まばゆい銀の光こう沢たく。

　白銀のベルに刻まれた名器Stradivariusストラデイヴアリウスの刻印。

　手に持てばズシリと重い。

　それは多分、楽器と、それ以上の重みがこのトランペットにはあるから。

「はい」

「ありがとうございます」

　取り出したトランペットを慎しん重ちように秋築さんに差し出す。秋築さんもこのトランペットが持つ凄すごみが判わかるのか、面おも持もちがやや硬かたい。

　あの日───。

　コイツが俺の手元に届けられた時、俺には蓋を開ける勇気がずっとなくて。

　やっと蓋を開ける気になって、初めて触ふれたその瞬しゆん間かんから、今の時間が動き出した。

　でも。

「凄いです……。なんだか宝石みたいに綺き麗れいなトランペットですね」

　トランペットを手にした秋あき築づきさんは、その美しさに感かん嘆たんしたけど──それだけだった。

　ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～]。

　ドッと溢あふれ出す疲ひ労ろう感に、俺は心の中で盛大な安あん堵どの吐と息いきを吐はき出した。

　なんにも起こらなかったか。まぁ、そうだよな。そんなもんだよな。

　緊きん張ちようして損したっていうか、拍ひよう子し抜ぬけしたっていうか──まぁ、この際なんでもいいや。

「このベルの刻印なんかも、なんだかすごく素す敵てきな感じです」

　つぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

『ひっ───』
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「うわぉ!?」

「どうかしましたか？」

「えっ、あっ、なんでもない！　なんでもないから気にしないで！」

　とか秋築さんには言いつつも。

〝いきなり変な声を出さないでよ！　こっちがビックリするじゃないか！〟

『だ、だってあの娘こが！』

〝トランペットを吹ふく人間がトランペットを触さわっただけだろ。なんの問題があるんだよ〟

『それはそうだけど！　そういう問題じゃないのよ、バカ！』

　じゃあ、どんな問題なんだよ。──あ、もしかしてアレか？　飼かい主ぬしになら抱だっこされてもいいけど、それ以外の人間に抱だっこされると途と端たんにむずがる犬とか猫ねこの感覚なのか？

「手入れもすごく行き届いているのですね。管の中もすごく綺き麗れいです」

『ちょ、やだ！　変なとこ覗のぞき込まないでよぉ！』

「……後ご生しようだから秋あき築づきさん。管を抜ぬいたり挿いれたり、奥まで覗き込むのはＮＧらしいから」

「？？？」

「よ、よく判わからないけど仮にトランペットを同じ人間だと考えた場合、そんな風に色々と覗き込まれたりするのは、きっと恥はずかしいんじゃないかなぁ～、って。あは、あははは……」

　言っててかなり苦しい。俺はアホか。

『ないかな、じゃなくて死ぬほど恥ずかしいのよバカァ！』

　言葉に出して言う俺の方がその数十倍は恥ずかしいよ！

「なるほど。ちょっと納なつ得とくかもです。だってこのトランペット、すっごく触さわり心地ごこちがいいですから。なんだかとっても美人さん、って感じがするのですよ」

　納なつ得とくしてくれた──と、思ったら、ベルの部分に指をツツッと這はわす秋築さん。

『だ、だからそういう触り方は──ひっ』

　だからまたそういう声を……でも、確かに美人ではあった。スタイルはちょっと残念だったけど、雑誌の取材で写真撮とった時なんかもうどこの芸能人かって思うくらいに。

「コホン。でも、その楽器が凄すごいのは見てくれだけじゃないよ。見た目も良いけど、音の抜ぬけ方かたも抜ばつ群ぐんに良いんだ。演奏者のイメージ通りに反応してくれる、っていうのかな。今のＢ管トランペットは、みんなコイツを手本にしているって言われているくらいなんだから」

「じゃあ、わたしのトランペットのお母さんなのかもしれないのですね」

「そ、そういう考え方もあるような、ないような……」

　そもそもトランペットって性別的には女？　それとも男？　バイオリンは楽器の女王とか言われているけど。仮に女性と定義した場合、演奏の度たびにマウスピースに口を付けているってことで、日々コレすなわちマウス・トゥ・マウスなわけで───。

「………」

　トランペットは女性だ。女性に違ちがいない。ってか、女性じゃなきゃ嫌いやだ！

「あの、ちょっとコレ吹ふいてもよろしいでしょうか？」

「あ～、はいはい。どうぞどうぞ」

　これがもし男とかだったりしたら、ましてや髭ひげ面づらのおっさんだったりしたら──え？　今なんと？

「すぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」




　パァァァ─────ンッ！




「っ[image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　空へ向かって甲かん高だかい音が疾しつ走そうした。

　な、なんつ～音量をっっっ！

　つーか、いきなしそんな吹ふき方かたをしたら───。




『いきなりそんなバカみたいな吹き方したら、あたしの楽器に変な癖くせがつくじゃないの！』




　スパァァァ─────ンッッッ！！！




　小気味のいい音が炸さく裂れつ。秋あき築づきさんのふわふわした前まえ髪がみが、机にぶつかりそうな勢いでガクンと下がった。

　──いや、まぁ、そうなんだけど。

　楽器って奏者の吹き方で癖がつくんだ。綺き麗れいな音ね色いろを奏かなでてやれば、綺麗な音色が出やすくなる。下手くそがデタラメに吹いたら、デタラメな音がデフォになる。だから今のみたいな大音量を突とつ然ぜん鳴らしたりしたら、繊せん細さいな音色が奏でにくくなってしまう。




　し・ま・う・ん・だ・け・どっ！




「………」

　頭を押さえて、秋築さんは何度も目を瞬しばたたかせた。

　パチクリ、パチクリと。

　自分の目を疑うように。

　そこに視えているらしい存在を、どう受け止めるべきか迷うように。

　自分の頭を叩たたいた、その存在を。

『え、あ、あれ？　あたしって今──あれ？？？』

　被ひ害がい者と加害者と。

　ビックリしたのは、けれども加害者側がわも同じなようで。

　何度も何度も自分の手のひらと、呆ほうけた秋築さんの顔に視線を行き交かわせて。

　お互たがいが、お互いを。

　どう扱あつかうべきか、どう反応すべきか、戸と惑まどうような。

　沈ちん黙もく。

「あの、さ。秋築さん」

　その沈黙を破って、俺は訊たずねるまでもないことを念のために訊ねてみた。

「ひょっとして、視えている？」

「……（コクリ）」

　案あんの定じよう、秋あき築づきさんは無言のまま頷うなずいた。

　──だ、そうなんですけど？

　グルリと視線をもう一方の少女へ差し向ける。すると俺の眼まな差ざしの先で、空中に浮いた市立乙おと歌が岬みさき中学校のセーラー服を着た少女は、不ふ貞て腐くされたように頰ほおを膨ふくらませた。

『なによ。あたしは全然悪くないわよ』

　子供ですかお前は。

「あの、この方はどちら様なのでしょうか……？」

「………」

「あの……？」

「……南みなみ里ざと桜乃音かのん」

　観念した俺は正直に話すことにした。

　もう、どうにでもなれだ。

「……え？」

　思考が未いまだに追いついていないのか、俺の言葉に秋築さんはまたしても目を瞬しばたたかせる。

「俺の幼おさな馴な染じみで、視みての通り───」

　そんな反応に軽い頭痛を感じながら、俺は小さくため息を吐はき出し、言った。

「幽ゆう霊れいだよ」
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　山と海に挟はさまれて、ちょっと洒落しやれた歴史を持った街。

　黒くろ船ふね騒さわぎの後に日本屈くつ指しの貿易港として栄え、建築やら絵画、文学やら演劇やら西洋的な文化の玄げん関かん口ぐちとして、今でも異国情じよう緒しよを色濃こく残した文化の街。

　それが俺の生まれ育った街──乙おと歌が市だ。

　交易で栄えた文化的影えい響きようで西洋音楽の歴史もかなり深い。

　著名な音楽家を何人も輩はい出しゆつしているし、学生吹すい奏そう楽がく部のレベルも高い。この地区でのコンクール上位入選は、全国大会上位入選と同義だと言われているくらいに。

　そんな乙歌の音楽界に超ちよう新星が誕たん生じようしたのは、俺が中学生になった時のこと。

　乙歌市で生まれ、育ち、今は世界中で活かつ躍やくする現役の音楽家、南みなみ里ざと隆りゆう介すけ。

　その一人娘むすめにして俺の幼おさな馴な染じみ──南みなみ里ざと桜乃音かのんだった。

　桜乃音は中学一年生でヨーロッパの権けん威いあるトランペットコンクールに参加して、日本人初の優勝という快挙を果たした。しかもアイドル級の美少女だったからマスコミが騒さわいだ。天才美少女として、あっという間に全国にその名前が広がった。

　その後も国内外のコンクールで優ゆう秀しゆうな結果を残し続けた。

　将来は世界有数の管かん弦げん楽がく団で首席トランペットになれるとまで言われていた。

　中学卒業後のヨーロッパ音楽留学というエリート進路もあっさり決まって。

　全すべてが順じゅん風ぷう満まん帆ぱんだと思われた、その矢先のことだ。




　──遠い異国の地で、大きな事故に巻き込まれてしまったのは。




「そのお話ならなんとなく覚えています。家で姉さんが話していましたから」

　翌日の昼休み。

　屋上に並ぶ人ひと影かげ二つ。

　昨日の一件から待ちわびたような秋あき築づきさんに引っ張られ、俺と桜乃音はなるべく周囲の人目に注意しながら自分たちのことを話すことになった。

「地元の吹すい奏そう楽がく関係者でコイツの名前を知らないヤツは居ないと思っていたんだけど……」

　喋しやべり、お弁当の卵焼きをパクリ。うん。美味うまい。

『コイツとか言わないでよ。失礼しちゃうわね』

　桜乃音はぷぅっと頰ほおを膨ふくらませた。

「それにしても驚おどろきました──はむ」

　とか言いつつほとんど驚いているようには見えない秋築さんが、購こう買ばい部で買ってきたメロンパンに小さく齧かじり付いた。味わうようにゆっくりと咀そ嚼しやく。しかる後にパックのイチゴミルクで喉のどを潤うるおす仕草から、そこはかとなくお嬢じよう様っぽい上品さが漂ただよっている。

　一応、桜乃音も世界的音楽家の一人娘という立派なお嬢様なんだけど、何気に膝ひざの上に広げたレース編みのハンカチといい「ああ、これが本物なんだ」って思えてしまう。

「そんな有名人さんと、日ひ野のさんが知り合いだったなんて。びっくりです」

「って、驚くのそっち!?　普ふ通つうはコイツが幽ゆう霊れいってことに驚かない!?」

『……だからコイツとか言わないでくれる？　ついでにレディーに対して指を差さないでくれないかしら。失礼の極きわみなんだけど』

「？　幽霊さんって、たまに見掛かけたりしませんか？」

「『はぁ!?』」

　見事なくらいに俺と桜乃音の声がハモった。

　ちょ、ちょっと待った。

　俺、桜乃音かのん以外の幽ゆう霊れいなんて知らないし、視みたこともないんですけど？？？

「それに今日は、お昼なのに随ずい分ぶんとハッキリ幽霊さんの姿が視えるんですね。昨日はもっとぼやけて視えていたんですけど、何か変わったんですか？」

　秋あき築づきさんは不思議そうに小こ首くびを傾かしげた。

「へ？　あ、いや、別に何も変わってないと思うけど……どうなんだ桜乃音？」

『あたしも別に、何も変わってないと思うんだけど……』

「そうですか？　昨日、部室に入る前にお会いした時とかなんかは、輪りん郭かくとかほとんど判わからないくらいだったんですけど」

「部室に入る前って……もしかして、その時からずっと気付いていたの？」

「はい」

　あっさりと。

　思い返してみると、なんとなくそんな節はあった、ような。つまり桜乃音は視える人間には視えちゃう、ってことなのかな？……まぁ、幾いくら考えたところで俺はソッチ関係の専門家じゃないから、よく判らないんだけど。

「でも、こんな風にハッキリ視えるようになって、改めて判ったんですけど───」

「判ったって、何が？」

「慌あわてる桜乃音ちゃん、とっても可か愛わいいです」

　ニコッ、と。

　悪気の欠片かけらもない、ただ純じゆん粋すいなだけの天使のスマイル。

　──ちゃん？

『か、桜乃音ちゃんって、あたしのこと!?』

　素すっ頓とん狂きような声が桜乃音の口から飛び出した。

　いや、お前以外に「桜乃音」なんて名前のヤツは居ないワケだが。しかし桜乃音ちゃん。桜乃音ちゃんか。桜乃音のことを「ちゃん」付けで呼ぶ人間ってウチの親ぐらいだったから、学校で聞くとなんだかとっても新しん鮮せんな感じだ。

『っ[image: ～][image: ～][image: ～]！』

　あ、桜乃音の顔が耳まで真っ赤に染まった。桜乃音は人一倍プライドが高くて孤こ高こうの天才を気取っていたから、同年代の相手に「ちゃん」付けされたのは初めてなのかも。

『い、いいこと？　そのちゃん付けは禁止。あたしのことは「南みなみ里ざとさん」と呼んで』

「日ひ野のさんと桜乃音ちゃんは、他ほかにも幽霊のお知り合いが居るんですか？」

『あたしの話を聞いてる!?』

「そんなもん居るわけないって。俺は普ふ通つうの高校生なんだから」

　取とり敢あえず横で喚わめいている桜乃音ちゃんは無視して。

　俺に関しては幽霊の専門家でもなんでもない。ただの高校生だ。古き血の家系とか俺の邪じや気き眼がんが疼うずいて霊れいが視みえるとか、そういう面おも白しろおかしい能力も設定も一いつ切さいない。

「あ、でも桜乃音かのんはどうなんだ？　幽ゆう霊れい同士の知り合いとか集会とかないわけ？」

『居ないし知らないわよ、そんなの。仮に誘さそわれても行かないし。怖こわいし気持ち悪いし』

　コイツはコイツで自分という存在がなんなのかを都合良く忘れているらしい。

「あの、もしかして桜乃音ちゃん、幽霊が苦手なんですか？」

「う～ん。苦手と言えば苦手だったような気がするんだけど」

「？」

「いや、桜乃音って親の都合でよくウチに泊とまりに来たんだけど、俺がＴＶで怪かい奇き特集番組とか観みてると横で布ふ団とん被かぶりながらブルブル震ふるえていたから。怖いなら観なきゃいいのに。挙あげ句くにその後、一人でトイレに行けなくなって泣きながら俺にぐぅえぇぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

『忘れなさい！　そういう余計な記き憶おくは今直すぐに！』

「忘れます！　忘れますから手を放はなして！」

　ゲホッ、ゲホッ、ゲホッ！

「ひ、日ひ野のさん!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから、なんとか」

　危あやうく三さん途ずの河を渡わたって、俺まで幽霊の仲間入りするかと思ったけどな。

「桜乃音ちゃんって日野さんに触ふれることが出来るんですか!?」

「今度はソッチに驚おどろくの!?」

「だって、誰だれかに触れることが出来る幽霊なんて見たことないです。あ、それとも日野さんだけ特別なのですか？　そんなのズルイです！」

　いや、ズルイとか言われても──ってか、ズルイのかなそれって？

「大体、秋あき築づきさんだって昨日コイツに頭を叩たたかれていたじゃないか」

「……あっ」

「もしかして忘れてたの……？」

「い、いえ！　忘れていたとかじゃなくて、昨日は幽霊さんが突とつ然ぜん出てきたことにびっくりしちゃって……そっか、そうでしたよね。エヘ、エヘヘ───」

　秋築さんは自分の頭──正確には昨日叩かれた場所を押さえると、嬉うれしそうに笑った。

「嬉しいのか、幽霊に叩かれたのが」

「当たり前じゃないですか！」

　力説!?　両手を胸の前でギュッと握にぎり締しめた秋築さんに、思わず気け圧おされる。

「だって本物の幽霊さんですよ!?　今まで一度も会話すら出来なかったのに、それがいきなりお話を出来たり触れたり、感激です！」

「──らしいんですけど、当人としてはどうなの？」

『なんで幽霊を視て喜べるのよ。わけが判わからないわ。頭を強く叩かれておかしくなったんじゃないの？』

　もっともな答えだ。その場合の加害者は誰だれで、この三人の中では自分が一番「わけが判わからない存在」になっている、ってことを忘れていないのなら。

「あ、もしかしてそれなんでしょうか？」

「何が？」

「桜乃音かのんちゃんに頭を撫なでられたから、もっとハッキリ視みえるようになったんですよ」

　記き憶おくが都合のいい方向に書き換かえられている!?

　俺の記憶と認にん識しきが正しいのなら、アレは撫でるではなく殴なぐるだったハズなんだけど。本人がソレで納なつ得とくしているのなら、それでいいのかもしれない──多分。

「桜乃音ちゃんって、他ほかの人にも触ふれたり話したり出来るんですか？」

『知らないわよ。試ためしたことないし試したいとも思わないから。後「ちゃん」は禁止』

「でも、わたしからは触れることが出来ないみたいなんですけど……」

　桜乃音に触れようと秋築さんが腕うでを伸のばすけど、その指先はスカスカと空気を搔かくだけだ。

「あ～。秋あき築づきさん、それ無理。俺ですら桜乃音に触れることは無理だから」

　何度か試したことがあるんだけど駄だ目めだった。それでいて桜乃音からはコッチに対して物理的に干かん渉しよう出来るという。

「え[image: ～][image: ～][image: ～]。そんなのズルイですよぉ！」

　いや、涙なみだ目めで訴うつたえられても俺だって困るよ。

「確かにチートだな～って、俺も思うけど」

　なんたってコッチは触れられないのに、向こうはやりたい放題だもんなぁ。物理的な反はん撃げきのしようがない。まぁ、物理で殴れないなら精神的に反撃するまでだけど。

「ところで真昼に出てきても大だい丈じよう夫ぶなんですか？　太陽を浴びたら溶とけちゃうとか」

『アンタはあたしを何だと思っているわけ!?』

　秋築さんも秋築さんで普ふ通つうじゃないな。むしろ変わり者だと思う。

　俺は桜乃音と幼おさな馴な染じみだったから、幽ゆう霊れいになった桜乃音と当たり前のように接することが出来るけど、秋築さんは違ちがう。昨日が正しよう真しん正しよう銘めいの初対面なのに、この適応ぶり。生なま身みの人間だった頃ころですら、俺以外のクラスメートは桜乃音のことを腫はれ物ものみたいに扱あつかっていたのに。

「ですけど、いいですね、幼馴染みって。ちょっと憧あこがれちゃいます」

『別に憧れられるほどのものじゃないわよ』

「そんなことないです。幽霊で、幼馴染みだなんて、ある意味最強じゃないですか」

　何が最強なんだ、何が。

「桜乃音は見てくれは完かん璧ぺきだしトランペットに関しては言うまでもないけど、中身は本当に大したことないっていうか、むしろ残念系？」

『なんでそこで同意を求めてくるワケ!?』

　ふむ。自覚がない、と。ならば語らねばなるまい。

　視線を秋あき築づきさんに向ける。

「桜乃音かのんのお父さんが有名な音楽家って話はさっきしたよね？」

「はい」

「桜乃音のお父さんは日本全国はもちろん、よく海外公演にも出かけるんだよ」

　音楽の本場はヨーロッパ。ヨーロッパで評価されてなんぼの世界。そういう事情もあるから桜乃音のお父さんは年に何度も海外に行っていたんだけど───。

「一度渡航したら数か月は帰国出来ないことも良くあってさ。でも、そんな海外から海外への公演に子供の桜乃音を毎回連れて行くわけにもいかないだろ？　そんなわけでお父さんが家を留守にする時は、桜乃音はウチの家で預かるのが───」

『そ、そんな子供の時の話を今しなくたっていいじゃない！』

「子供の時の話ってお前……中学の時だってウチに泊とまりに来てたじゃないか」

『わ～！　わ～！　わ[image: ～][image: ～][image: ～]っっっ！』

　顔を真っ赤にして桜乃音がブンブンと両手を振ふり回す。

『それ以上喋しやべるなら、正まさ輝きがどんな本を何処どこに隠かくしているか全部喋るわよ』

「それはつまり、俺が隠さないといけないような本をこっそりじっくり読んでいました、と自分で自分の罪を告白するわけだよね？」

『あ、あんなイヤラシイ本をじっくりなんて読むわけないでしょ！』

　首から上をそんなに真っ赤にして否定しても、なんの説得力もないわけで。大体、イヤラシイ本とは一言も言ってないし。

「……やっぱり羨うらやましいです」

「？」

　ポツリと呟つぶやきを残して、微笑ほほえんだままメロンパンを齧かじる秋築さん。

　その姿が、なんだろう。どこか苦笑を溶とかしたようで、上手うまく言葉に出来ない違い和わ感が漂ただよったような気がした。

　寂さびしそう？

　いや、それとはちょっと違ちがう。

　よく似ているけど、そうじゃない。そうじゃなくて───。

「………」

　まぁ、気のせいかもしれないし、良く判わからないなら考えるだけ無む駄だかな。

「それはそうと、俺たちのことはこの辺にしてだ。秋築さんのことも少しは教えてくれると嬉うれしいんだけど」

「わたしのことを、ですか？」

　キョトンと秋築さんは自分で自分を指さした。

『そ、そうよ！　あたしたちの恥はずかしい過去とか秘密とかを話したんだから、ソッチも少しくらい自分のことを話さないと不公平だわ！』

　あたしたちじゃなくて、桜乃音かのん一人の恥ち部ぶが曝さらされたダケなんだけど……武士の情けだ。敢あえてその現実には気付かせないでおいてあげよう。

「えっと、あの……」

　ツツツ～、っと秋あき築づきさんの目が空くうを泳いだ。

　なんというか、判わかりやすい反応だった。

　その判りやすさに敬意を表して、俺と桜乃音は遠えん慮りよなく明後日あさつての方向を向いた秋築さんの頰ほっぺたに、湿しめった視線を浴びせ続けた。
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「あ、あの………？」

　ジィィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

「日ひ野のさん？　桜乃音ちゃん？」

　ジィィィィィ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

「そ、そうだ！　わたし先生に呼ばれているのを思い出しました！」

　言うが早いか秋築さんは立ち上がると、まだ半分近くは残っていたメロンパンを一気に口の中へと放ほうり込む。

「ちょ、秋築さん!?」

　そんな男子の早食い競争みたいに無理くったに詰つめ込んだら───。

「ング──!?」

　ホラ言わんこっちゃない。秋築さんは、しかし近付こうとした俺を手で制してイチゴミルクのストローを咥くわえ、一気に喉のどの奥へと流し込む。

「──ぷはっ！」

「お、おい？」

「では行ってきます！」

　短いスカートを颯さつ爽そうと翻ひるがえして、秋築さんは屋上の出入り口に向かって駆かけて行った。

　なんだったんだ一体？

　呆あつ気けにとられ、俺は秋築さんが走って行った方向をしばし呆ぼう然ぜんと眺ながめ続けた。

『……逃にげた、わね』

「うん。逃げた、だよね」

　桜乃音の言葉に同意して、俺はポツリと声を返した。

「っていうか、なんで逃げたんだろ？」

『さぁ。正まさ輝きがスケベな目でジロジロ見てたから逃げたんじゃないの？』

　そんなバカな!?

　そりゃジッと見てしまったのは不ぶ躾しつけだったかもしれないけどさぁ。

『もしくはメロンパンを横取りされると思ったから、とか？』

「どんだけ賤いやしいヤツなんだよ、俺は!?　大体、購こう買ばいのメロンパンなんか取らなくても俺はちゃんと自分の弁当を持ってきて───」

　ん？　購買のメロンパン？　自分の弁当？

『どうかしたの？』

「や、なんで購買のメロンパンなのかな、って」

『はぁ？』

「だってほら。秋あき築づきさんって間ま違ちがいなくお嬢じよう様だと思うんだよ。松しよう院いん付属中に通っていたくらいだしさ。それがなんで、お昼が購買のメロンパンなのかな、って」

　お弁当くらい作ってくれる、もしくは持たされるイメージがあるわけなんですが。

『何その幻げん想そう。うわっ、気持ち悪い。病院行って心の病を宣告されたら？　あたしだって中学の時にコンビニで菓か子しパン買ったことくらい幾いくらでもあるわよ』

「……ごめん桜乃音かのん。俺はお前を、お嬢様とは思ったことなんて一度もないんだ」

　ゴツンッ！

『何よその可か哀わい想そうな動物を見る目は!?　あたしだってお嬢様よ！　世界的な音楽家の娘むすめで、社交界に呼ばれたことだって一度や二度じゃないんだから！』

「痛いっつぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！　いいか桜乃音。お嬢様ってのはいきなり殴なぐったりしないんだぞ。それにお前の呼ばれたのって社交界じゃなくて、ケーキバイキングじゃないのか？」

　ゴツンッッッ───！！！

「ぐおおおおおおうっっっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　死んだ。今ので脳細胞が一万個くらい間違いなく死んだ！

『次は本気で殴るわよ』

　あな恐おそろしや。桜乃音の言う社交界では、目から火花が飛び散るくらいのグーを「本気のグー」とは言わないらしい。覚えておこう。

『それに正輝があの娘こに気を付けないといけないのは、お昼ご飯じゃないわよ』

「それってどういうこと？」

『今に判わかるわよ。今日、合奏をしたらね』

　なんだそりゃ。最近の自じ称しようお嬢様は予言でもするようになったのか？

　憮ぶ然ぜんとする桜乃音の横顔を眺ながめ、俺は首を傾かしげた。




　──だけど。




　放課後、桜乃音の不吉な予言は見事なくらいに的中するのだった。
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「はいは～い。ストップです、ストッ[image: ～][image: ～][image: ～]プ！」

　音楽室の教きよう壇だんの横で部長さんが両手を振ふって合奏を止めた。

　放課後。乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部の合奏は大たい抵ていの吹奏楽部がそうするように、音楽室で行われていた。理由は簡単で、音楽室が一番音漏もれしないからだ。何気にうるさいんだよね、吹奏楽部って。でも、音楽室なら多い日も安心。どんなに激しい演奏をしても、縦にも横にも音漏れしない安心の設計なのだ。

「え～と、え[image: ～][image: ～][image: ～]と。演奏を止めた理由は判わかるかな、秋あき築づきさん？」

　言いながら、部長さんは教壇に置かれたメトロノームを止めた。困ったような眼まな差ざしを秋築さんに向ける。顧こ問もんが居ない場合、練習やら合奏やらの指示を出すのは部長さんの仕事らしい。顧問は三年生の担任で、進路相談の準備とかで色々忙いそがしいとのこと。だから今は練習に顔を出せないそうなのだ。

「……はい」

　秋築さんは細い肩かたをすぼめた。

　多分、本人も判っているのだ。今の演奏の何がダメだったのかを。

「それじゃあもう一回、初めから合わせてみようかな」

「は、はい！」

　落ち込んだのも一いつ瞬しゆん、秋築さんは即そく座ざに顔を上げた。うむ。その意気込みや良し。

　秋築さんの返事を合図に、皆みなが楽器を一いつ斉せいに構え直す。

『さて、どうなることやら』

〝そういうことを言うなよ、桜乃音かのん〟

　と、思考の中で桜乃音に語り掛かける。

　こうすると声に出さなくても桜乃音と会話が出来るのだ。周りに誰だれかが居る時はとてもありがたい。だって周りの人間には桜乃音の姿が視みえないのはもちろん、その声すら聴きこえていないわけで、そんな状態で声を出して会話してたら確実に電波扱あつかいされちゃうし。

〝何事も演やってみなくちゃ判らないだろ〟

『そうかしら』

　けれども桜乃音はすました声で否定的な意見を返し、ふわりと俺の頭に乗っかってきた。うう、頭が重い。これをされると地味に肩かたや首筋がこるんだけど、聞いちゃくれない。幽ゆう霊れいに憑つかれると身体からだが重くなる感覚って、きっとこんな感じなんだろうなぁ～。

「じゃあ始めます」

　おっと、集中集中。顧問の代わりに指揮棒（？）を振るメトロノームのリズムに合わせ、部長さんの声が軽かろやかに響ひびいた。

「１ワン・２ツー・３スリー・４フオ───」

　序奏。２／２拍びよう子しで始まるマーチテンポのシンプルな、けれども馴な染じみのファンファーレをまずは俺たちトランペットが景気よく響かせる。

　行進曲マーチ王スーザ作曲のディス・イズ・マーチ──『星条旗よ永遠なれStars and Stripes Forever』。

　先せん輩ぱいたちが用意した曲は、なるほど吹すい奏そう楽がく部の定番中の定番。吹奏楽部員なら誰だれもが一度は演奏をしたことがあるであろう、この一曲だった。

　基本的にトランペットが主体だし、難易度だってかなり低い。曲の名前は知らなくても、その旋せん律りつを耳にしたことがある人は絶対に多いはずだ。なんたってアメリカ合衆国の公式行進曲だったりするくらいだから。

　それに単純だけど、演奏していて楽しい。陽気で自由で大らかな、まさにアメリカを象しよう徴ちようするような曲。規律正しく手足を揃そろえる必要なんて何処どこにもない。手を振ふり笑え顔がおで気ままに歩く、歓かん声せいと風船と紙吹雪ふぶきが賑にぎやかに彩いろどるパレードに相応ふさわしい一曲──なんだけど。

　なんだろう。徐じよ々じよに徐々に、陽気に歩いていたはずの群衆が殺気立ち、行進が早足に、早足が強歩に、強歩が駆かけ足あしに代わってゆくようなこの感覚は？？？

『ほら、やっぱりね』

　桜乃音かのんが呆あきれたようにため息を零こぼした。

　原因は秋あき築づきさんだ。

　彼女が一人で曲のテンポをしっちゃかめっちゃかに搔かき乱している。まるでタイムセールに突とつ撃げきするマダムの大群みたいで、陽気なパレードの面おも影かげが何処にもない。

　何やってんだよ秋築さん──って、えぇ!?

　横目でチラリと視線を送った瞬しゆん間かん、俺は危あやうく妙みような音を零しそうになった。

　──秋築さん、メトロノームを見ていない!?

　秋築さんの両目は堅かたく閉じられていた。これでもかと、頑かたくななまでに。自分の演奏に酔よっているとかそういう雰ふん囲い気きじゃなくて、ただ必死さのみが伝わってくる形ぎよう相そうで。

　ああ、判わかった。判りました。一瞬で理解致いたしました、全すべてを。

　テンポがズレている？　当たり前だよ。メトロノームすら見ないで自分勝手にテンポを刻んじゃっているんだから。そりゃズレない方が不思議だよ。

『あたしが言おうとしていたこと、少しは理解出来たかしら？』

　はい。バッチリと。

　思い出したんだけど、昨日のラ●ュタの時も秋築さんは目を閉じていたし。

　ついでに言うとこの子、自分の音しか聴きいていないと思う。少なくとも周りの音に合わせようとしている気持ちが、演奏の中から全く伝わってこないのだ。

「は～い。はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]い。もう一度ストップして下さぁ[image: ～][image: ～][image: ～]い」

　そして案あんの定じよう、部長さんは再び演奏を中断させた。

「秋あき築づきさん。判わかっているとは思うんだけれど、一人だけテンポが乱れているの。もっとメトロノームをしっかり見て演奏しないとダメかな」

「はい……」

　部長さんは気付いていない。その注文、実は根本から見直さないといけないってことに。それも当然だ。演奏中、キョロキョロと横を向いたり後ろを向いたりしないもんな。

　こんな時こそ指揮者が居ればなぁ～、って思う。

　演奏中、唯ゆい一いつ観客に背中を向けて演奏者をチェック出来る指揮者が居れば、秋築さんの悪あく癖へきにも直すぐに気が付いたと思う。流石さすがに演奏当日ともなれば顧こ問もんの先生が指揮棒を振ふるだろうからいいとして、問題はこのままじゃまともな合奏練習が出来ないってことで。

「この調子だと、もっと個人練習を優先させるしかないだろ。と、いうか松しよう院いん付属中出身だかなんだか知らないが、昨日の今日で合奏とかさせんのが問題あるんじゃないのか？」

　チューバを足元に置き、長い脚あしを伸のばして関せき島しまさんがもっともなことを言う。言葉は正論なんだけど、どこか他人ひと事ごとみたいな口調だから説得力には欠けるけど。

　因ちなみに今日も胸には銀色のロザリオが輝かがやいてます。実は敬けい虔けんなクリスチャン──には見えないよね、やっぱり。

　そんな関島さんの態度が気に入らないのか、部長さんが額に青筋を浮かべて言う。

「ええ、ええ。そうですね。確かに、ちょ～っと性急だったかもしれないですよね」

　うわ～。握にぎった拳こぶしも小刻みに震ふるえているし、声のトーンも微び妙みように低い。

　もしかしてこの二人って、仲が悪いのかな。たった五人しかいないメンバーの中で、身内同士のいざこざは勘かん弁べんして欲しいんだけど……。

「……とはいえ、しょうがありませんよね。今日はもう一度、しっかりと個人練習をやっておきましょう。それでいいかな、秋築さん」

　あ、声が元に戻もどった。

「うう。すみません……」

[image: ]

「うんうん。謝らなくても大だい丈じよう夫ぶ。曲自体はしっかりと演奏出来ているから、後はテンポだけに気を付けて練習すればきっと上手うまくいく、かな」

『そう上手くいけばいいけど』

〝だから桜乃音かのん[image: ～][image: ～][image: ～]。そういうことは思っていても言わないの〟

『つまり、正まさ輝きもそういうふうに思っているんだ』

　はて、なんのことやら。

「……練習は大事。でも、泳げることとバタ足が出来ることはまた別の話」

　姫ひめカットの前まえ髪がみをサラリと揺ゆらし、工く藤どうさんが奇き妙みような例えを口にした。バタ足って水泳のバタ足のことか？　でも、それが吹すい奏そう楽がく部となんの関係があるんだか。

「……たとえバタ足が完かん璧ぺきでも、水が怖こわくて目を開けられないのなら、それは泳いでいるとは言わないわ」

「………」

〝え～と。工く藤どうさんって、演奏中にコッチ向いてたっけ？〟

『……あたしの記き憶おくする限りでは、一度も』

　ですよね[image: ～][image: ～][image: ～]。

「……気にする必要はないわ」

「滅め茶ちや苦く茶ちや気になりますよ！」

　特にそうやって人の心の呟つぶやきに突つっ込こみを入れてくるところが！　桜乃音かのんだって意識して呟かない限り、モノローグだけで会話なんて成り立たないのに──ハッ!?　もしかして妖よう怪かい!?　工藤さんって妖怪姫ひめカットなのか!?

「……失礼なことを考えている時間があるなら秋あき築づきさんの練習を見てあげるか、任せたもう一曲の選曲を早くしてくれないかしら？」

　イエッサー。秋築さんの演奏中の悪あく癖へきの矯きよう正せいはもちろんだけど、頼たのまれていたもう一曲の選曲もまだ決めていなかったしね！

　どんな曲を選ぶにしても練習は必要だし、ましてこの人数。演奏するとなると楽がく譜ふに手を加えて足りないパートを編曲しないといけない。その時間と労力を考えるなら選曲は早ければ早い方がいいに決まっている。いや、いっそ今日中に選ぶべきだ。

「ではでは、合奏はここで一いつ旦たん終しゆう了りようしますね。日ひ野のくんと秋あき築づきさんは、音楽準備室にある楽がく譜ふの中から適当な曲を選んでおいて下さい。以上、解散です」

　と、言いながら部長さんの目は俺の方を向いていた。

　つまりは俺になんとかして下さいね、ってことだよなぁ～やっぱり。

「……了解っす」

　なんか凄すごい無む茶ちや振ふりされた気分なんだけど、やるしかない。

「はい。それじゃ、解散」

　部長さんはパンと軽く柏かしわ手でを打ち、本日の合奏は終了した。
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「演奏そのものはなんとかなるって思っていたのですけど……」

　うなだれた秋築さんは散らばった楽譜に囲まれて、流石さすがにしょぼくれていた。

　俺たち以外は誰だれも居なくなった音楽準備室。遠くから微かすかに響ひびいてくる先せん輩ぱいたちのフルート＆サックスの音色を耳にしながら、先ほどの合奏を思い出す。

『演奏がなんとかなっても、あれだけ一人でテンポを乱していたら意味ないわよ』

　手厳しい桜乃音かのんの言葉。

　だけど、正しい。

　アレは律夢りずむの名前を完かん璧ぺきに裏切る、とんでもないリズムの演奏だった。

「だって、わたしの知ってるあの曲って、もっとテンポが早かったですから……」

「もっと早いって、どんな『星せい条じよう旗きよ永遠なれ』をやってたんだよ……」

　さっきの演奏だって行進曲っていうより「それ行け突とつ撃げき～！」って感じだったのに、あれよりもアップテンポになったらそれはもう行進曲じゃないよ。

　あんな演奏を聴きかされると、一体どんな曲を選べばいいのか判断に迷う。

　例えばこの曲──適当に楽譜棚だなから引っ張り出した『宝たから島じま』って曲の楽譜を見る。トランペット主体のポピュラーな名曲なんだけど、またテンポがデタラメになっちゃうような悪い予感がしてくる。それにパーカッションが居ないのも致ち命めい的だ。

「それから秋築さん。指揮者が居ないんだから、せめて周りの音にちゃんと合わせないと駄だ目めだと思うよ？」

　テンポだけの問題じゃなくて、曲を曲として完成させる為ための最低限の約束事。

「色々な音を合わせて奏でるから合奏って言うんだから。自分一人が好き勝手に演奏するのは独奏って言うんだよ」

　うむ。我ながらいいことを言った気がする。

「でも、わたし……」

　秋あき築づきさんはちょっと困ったような顔をして。

「これまでずっと、演奏中に周りの音を聴きいてこなかったんですけど……」

「それじゃ駄だ目めだって！」

　音は聴かないテンポは乱れる。致ち命めい的にもほどがあるよ！　まぁ、それでもテンポの方は本番になったら顧こ問もんが指揮棒を振ふるだろうから、多少はマシにはなるだろうけど。

『はぁ……。まずは原曲の音源をしっかり聴かせるところから始めるべきかもね』

　ため息混じりに桜乃音かのんが言った。それも良い手だと思う。

　実際に演奏する前に、まずは優すぐれた演奏を耳にする。単純な方法だけど、とても参考になる良い方法だ。カラオケだってそうだよね。上達するコツは、先まずはオリジナルを何度も何度も模も倣ほうすることから始まるのだ。

「原曲なら以前にちゃんと聴いたことがありますよ？　確かパロなんとかっていうゲームのＢＧＭですよね？」

「違ちがうよっ！」

　それはアレだ。ちょっと古い横スクロールのＳＴＧで、タイトルの如ごとくパロディー要素がふんだんに盛り込まれていて、そのＢＧＭは世界のマーチ曲で───。

　あれ？　じゃあ違わない？　ど、どっちなんだこの場合は？？？

『よく判わかんないけど違うと思うんだけど』

　そ、そうだよね。俺もそう思ってたんだ──だから睨にらまないでよ、桜乃音。

「以前に動画で観みたことがあるのですけど。あれくらい賑にぎやかに演奏しようと思ったら、テンポはもっともっと早くするべきだと思うのです」

「いや、だからソレは前提が間違っているというか、それは原曲のアレンジだから」

『で、どうすんの？　こんな状態で、どんな曲を選ぶわけ？』

　むぅ……。

　この状じよう況きようで選曲しろとか言われても結構無理があるわけで。

　部室に保管されている楽がく譜ふじゃないといけないし、可能なら秋築さんが知ってる曲──つまりアニメ関係の曲になるんだけど、さてどうしよう。

　この状況で考えると、次の条件を満たしていることが望ましいかな。





　１・部室に保管してある楽譜であること。

　２・アニメ関係の曲であること推すい奨しよう。

　３・ある程度ならテンポが一定しなくても問題ないこと。

　４・可能な限り子供から大人まで、みんなが普ふ通つうに知ってる曲。






『そんな都合のいい曲がどこに転がってるのよ』

　だよねぇ～。探している俺自身ですら内心で「ないわ～」って思う。みんなが知ってるアニメの曲なら幾いくつか出てくるけど、全部の条件を揃そろえているとは言い難がたいし。

「やっぱりラ●ュタの曲にしませんか？」

　なんだか段々とそれがグッドアイデアに思えてきたから我ながら怖こわい。秋あき築づきさんに毒されてきたというか、面めん倒どうになってきたというべきか。

「でも、なんでアニメの曲なの？」

「？　何がですか？」

「秋築さんが知ってる曲とか、演やりたい曲。ぶっちゃけ『星せい条じよう旗きよ永遠なれ』をゲームの曲とか言い張る吹すい奏そう楽がく部員なんて、初めて見たんだけど」

「ゲームはゲームで、アニメはアニメの曲ですよ？」

「そういうことを言ってるんじゃなくて。どっちでもいいからそんな瑣さ末まつなことは」

「瑣末なことじゃないと思うんですけど……あっ、もしかしてわたしのことをアニメオタクとか思っていませんか？　だとしたら違いますよ？」

「ダウトだよダウト！　関かん西さい風に言うならザブトン！　そんだけマニアックなこだわりとか知識を持っていながらアニヲタじゃないとかどの口が言うかな!?」

「で、でも、わたしの場合はアニメそのものを観みているわけじゃなくって、動画サイトで好きなアニメの曲の動画を観ている内に、曲と一いつ緒しよに内容を覚えていっただけなんですけど……。ですからアニメオタクじゃなくて、むしろアニソンオタクです」

「激しく同じだよ、それ」

　俺はこめかみの辺りを指で押さえ、呻うめいた。全く、何を言い出すかと思ったら。

『動画サイト……って、なに？』

　そしてキョトンと真顔で訊たずねる桜乃音かのんさん。動画サイトも知らないなんて、本当に平成生まれなのかな、この幽ゆう霊れいさんは？　実は昭しよう和わ生まれとかじゃないよね？

「インターネットで視し聴ちよう出来る音楽とか映像とかを集めたサイトのことだよ。例えば有名楽団のクラシック演奏から素人しろうとの演奏まで、色々なものが誰だれにでも視聴出来るんだ」

　時々、どう考えても著作権がヤバそうな動画も転がっているけどネ！

『へぇ。なんか面おも白しろそうね』

「はい！　面白いんですよ動画サイトって！　アニメの曲もいっぱいありますし。新しいのから古いのまで。わたし、アニメの曲が大好きなのです。アニメ本編は観ていなくても、ストーリーが伝わってくるみたいで、とても楽しくて、キラキラしていて」

『そういうものなの、正まさ輝き？』

「まぁ、基本的には」

　アニメの曲って、その作品のためだけに創られた曲なわけだから。

　曲そのものが物語の一部になっている場合もあったりで、そんな曲は特に印象に残る。最近だと曲そのものが秀しゆう逸いつで、大晦日おおみそかの紅白にだって出たりするくらいだし。

『ふ～ん』

　素っ気ない返事だなぁ。まぁ、興味ない人間にとってはそんなもんか。

「……でも、中には本ほん篇ぺんも気になってＢＤ─ＢＯＸを揃そろえたものもありますけど」

「だからそれをアニヲタだと言わないでなんて言うんだよ」

　ズレているというか、なんというか……。

　しかし、なるほど。

　アニソンが好きで、アニソンを演奏したくて、吹すい奏そう楽がく部に入った。あり得ない話じゃないと思う。軽音部のアニメにはまって、ギターとかベースを始めた軽音楽部員も大勢居るって話だし。アニメの影えい響きよう力りよくは結構バカに出来ないものがあるから。

「桜乃音かのんちゃんもアニソンを一いつ緒しよに演奏しませんか？」

『なんであたしがそんな曲を演奏しなくちゃいけないのよ!?』

「そんな曲とか言っちゃ駄だ目めです。楽しいですし、素す晴ばらしいものですよアニソンは」

『嫌いやよ。大体、今のあたしは……トランペットを吹ふけないし』

「じゃあ、わたしが桜乃音ちゃんのトランペットでアニソンを吹きます！」

『だからなんでそうなるのよ!?』

　肩かたをそびやかす桜乃音。が、秋あき築づきさんも簡単にはあきらめない。

「いえいえ。そんな遠えん慮りよしなくても大だい丈じよう夫ぶですから」

　わきわきわきわき、うずうずうずうず。

　秋築さんの指が怪あやしく蠢うごめき出した。ケダモノだ。ケダモノの目だ。獣と書いてケモノと読まずケダモノと読む方の目。二文字で書くなら変態。三文字でなら変質者。そのあからさまに怪しげな気配に、桜乃音が全身の毛を逆立てる野の良らネコみたいに警けい戒かいの色を顕あらわにする。

『ちょ、ちょっと何考えているのよ!?』

「だって桜乃音ちゃんのトランペットって、とても素す敵てきで触さわり心地ごこちも良くって、もう一日中ペタペタペロペロしたいって思うくらいなんですよ。だから触らせて下さい」

『嫌に決まってるでしょ！』

「いいじゃないですか。女の子同士の軽いスキンシップだと思って」

『良くない！　全然良くない！』

「いえいえ。そんなに怖こわがらなくても大丈夫です。違い和わ感があるのは最初だけですから。最初は朝の子ども劇場の懐なつかしい曲からゆっくり始めて、慣れてきたらゴールデンタイムで放送している新作を。そしてやがては深夜アニメなしでは生きていけない身体からだに───」

「はいはい。その辺りでもう止やめておこうね」

　今にも襲おそい掛かかりそうな秋築さんの頭に、俺はぽこりと軽いチョップを落とした。

「二人が仲良しなのはよく判わかったから、今は曲選びに集中して欲しいんだけど」

『今の何処どこが仲良く見えるのよ!?』

　何処がって、それはもう全部なわけなんだけど。

　しかし、そうかそうか。桜乃音かのんにもやっと同年代の友達が出来たか。

　桜乃音ってば自分から周囲に溶とけ込めるような性格じゃないから、中学の頃ころなんかクラスでも部活でも完全に浮いてたもんなぁ～。そりゃ放課後も休日も大半がレッスンやらコンクールやらで忙いそがしかったみたいだし、むしろそんな状態でよく吹すい奏そう楽がく部なんかに在ざい籍せきしていたなって感心してたくらいだけど。それにしても、めでたい。

「今夜はお赤飯だな。うん」

『どいう意味よ!?』

　おっと、いけない。つい妹の成長を慈いつくしむ兄貴の気分になっちゃった。もっとも妹なんて持ったことないから、正確なところは判らないけど。

「おい、なにを騒さわいでいるんだ一年」

「っっっっっ───!?」

「？　何を驚おどろいているんだ、日ひ野の」

　突とつ然ぜん、声と一いつ緒しよに部室に入ってきたのは関せき島しまさんだった。

「日野と秋あき築づき……他ほかにも誰だれか居たのか？」

　ブンブンブンブン。

　同時に激しく首を振ふる俺と秋築さん。そして硬こう直ちよくしたままピクリとも動かない桜乃音。

　関島さんは訝いぶかしむような眼まな差ざしを俺と秋築さん、そして偶ぐう然ぜんだろうけど桜乃音の顔の上を通過させた。冷静に考えれば関島さんには桜乃音が視みえていないんだから、驚いたり焦あせったりする必要はないんだけど、これはもう条件反射というヤツだ。

「……まぁ、別にいいが」

　今一つ釈しやく然ぜんとしない様子だったけど、関島さんは改めてコッチに顔を向けた。ふぅ。取とり敢あえずはセーフだ。

「で、いい加減、選曲は決まったんだろうな？」

　不ふ機き嫌げんそうな目と声が、頭一つ高い位置から降り注ぐ。正直、かなりの威い圧あつ感だ。

「いえ、それがまだ……」

「さっさと決めろ。今直すぐに」

　いや、そんな目で睨にらまれてもですね、条件が厳しくてなかなか──ん？

「……ねぇ、秋築さん。この曲なんてどうかな？」

　ふと手にした楽がく譜ふに視線を落とし、訊たずねる。なんで直ぐに思いつかなかったんだ。あるじゃないか。色々な条件にピッタリはまる名曲が。

「あ、いいですね。この曲ならもちろん知ってますよ」

　秋あき築づきさんはパンと胸の前で手を合わせた。

　やっぱり知っていた。──否いな、アニメ好きでこの曲を知らない人間なんていないはずだ。

『……そういえばあったわね、こんな曲も』

　横から楽がく譜ふを覗のぞき込んできたアニメ音おん痴ちの桜乃音かのんですら知っている曲。

　それはルパンの曲だった。

　その中でも、きっと一番知られているテーマ曲だ。

「なるほど、そう来たか……。二人とも本当に、その曲でいいんだな？」

「はい。問題がないようでしたら、是ぜ非ひこの曲で。ただ、ちょっとアレンジを───」

　いくら有名な曲とはいえ、このまま演奏したって面おも白しろくもなんともないし。せっかく秋築さんが演奏するんだから、そこは際立たせないとね。

「──なるほど。確かにそのアレンジの方が面白そうだな」

　関せき島しまさんも頷うなずいてくれた。

「それじゃ早さつ速そく、アレンジの件で顧こ問もんの先生と相談をしないと」

『そう言えばここの顧問って誰だれなの？』

〝……あれ？　そう言えば顧問の先生って誰だっけ？〟

『あんたねぇ……』

「──無理だな、それは」

　ため息混じりに関島さんは言った。無理って……え？　なんで？

「うちの顧問に編曲とかアレンジを求めても無理だ、全く役に立たない」

　なんですと!?

「別に素人しろうとってわけじゃないんだがな……」

　素人じゃないのに役に立たないなんて、それはそれで問題があるような気がする。

『顧問がダメなら自分で編曲すればいいじゃない』

　うわ、なにその『パンがなければお菓か子しを食べれば』的な上から目線は!?

　因ちなみに俺は無理。無理だからな。編曲なんてやったことないし、出来るとも思えないし。いっそ桜乃音が編曲すれば──あ、そうだそれがいい。そうしよう。ナイスアイデア、俺。

〝と、いうわけで桜乃音。任せた〟

『無理言わないでよ。あたしはトランペット以外、興味ないんだから』

　………。

『な、何よその沈ちん黙もくは!?』

〝い～え～。別にぃ～？〟

　ただ、ちょっとね。思っていたより使えない子だったんだなぁ～、って。

「楽がく譜ふを貸せ。それくらいのアレンジなら俺がやっといてやる」

「……え？」

「なんだその顔は？　俺が編曲すると何か問題でもあるのか？」

「いえ、そういうわけじゃ……。ただ関せき島しまさん、編曲とか出来るんですか？」

「顧こ問もんが使えないんだ。他ほかに誰だれが編曲作業をやるんだ」

「えっと……じゃあ、お願いします」

　おずおず関島さんに楽がく譜ふを差し出す。任せても大だい丈じよう夫ぶ──なんだよね？

「ま、なんとかなるだろ。それより楽譜が仕上がるまでの間、他の演奏曲をしっかり練習しておけよ。本番で今日みたいな演奏をしたら……」

　冷たい三さん白ぱく眼がんがクギを刺さすように俺へ向けられた。今日の合奏、ミスったのは俺じゃないんだけど……これってやっぱり、秋あき築づきさんの面めん倒どうは俺が見ておけってことだよなぁ～。

「さて、じゃ俺は帰る」

「帰るって、でもまだ練習中なのでは……？」

「バカかお前は？」

　関島さんは大おお真面目まじめな顔をして言った。

「編曲なんて練習をサボる口実に決まってるだろ。少しは頭を使え」

　いやいやいやいやいや！

「ちょ、先せん輩ぱい!?　本当に編曲を任せても大丈夫なんですよね？　ね？」

　戸と惑まどいと動どう揺ようを隠かくせない俺を、しかし関島さんは一向に顧かえりみることなく荷物をまとめて部室を出ていってしまった。ほ、本当に帰ってしまったよ……。

『さて、これで楽譜のアレンジはひとまず安心ね』

「今のやりとりの一体どこに安心出来る要素があったの!?」

『ないわ』

　そんなアッサリと。

『だから、どうなるか判わからない曲より今はどうにかしないといけない曲を練習しなさい』

「あの、やっぱり、『星条旗よ永遠なれ』も練習しないと駄だ目めですか？」

『「当たり前（でしょ！）だ！」』

　俺と桜乃音かのんの声が見事にハモった。

「まさかルパンの曲だけ練習しようとか、そんなことを考えていたんじゃ───」

「………（ツッ[image: ～][image: ～][image: ～]）」

　あからさまに秋築さんの目が泳いだ。どうやら図ず星ぼしだったようだな。

　ならば──ガシッ。

「あ、あの、日ひ野のさん？　どうしていきなり腕うでを摑つかむのですか？」

「さぁ、どうしてだろうねぇ～」

「桜乃音ちゃんも、どうしてこんな時だけわたしにひっついてくるんですか？」

『さぁ、どうしてかしらねぇ～』

　右の腕うでを俺に、左の腕を桜乃音かのんにがっちりと摑つかまれて、逃にげられなくなった秋あき築づきさんは青ざめた顔に小さな汗あせを浮かべて。

「あの……」

「さて、練習練習」

『ふふふ。練習する時間はまだまだたっぷり残ってるわよ～』

「今日くらいは原作アニメの、まずはその魅み力りよくについてたっぷりと語りませんか？」

「『却きやつ下か』」

「はぅ……」

　往おう生じよう際ぎわの悪い秋築さんをズルズルと引きずって、俺たちも部室を後にした。




　　　　　　　　　　４




　それからの数日はあっという間だった。

　元々の時間が少なかったってこともあるけど、取とり敢あえず詰つめ込めるだけは詰め込んで。

　気が付いたら週末の路上演奏当日。

　現地集合ということで、小こ綺ぎ麗れいに整備された駅前の公園に集合したのは俺と秋築さん、そして桜乃音。先せん輩ぱいたちの姿は、まだ見えない。

「時間、間ま違ちがえてないよね？」

　隣となりで退たい屈くつそうにサイドポニーの髪かみをいじっている桜乃音に訊たずねてみる。

『多分ね。それより吹すい奏そう楽がく部の現地集合ってのが、既すでに理解の範はん疇ちゆう外なんだけど』

　確かに。普ふ通つうは先まず学校に集合して、重たい楽器を車に積み込むのが演奏会の定番パターンだったりする。吹奏楽部はトラックが良く似合う部活なのだ。ただ乙おと歌が南みなみ高校吹奏楽部はみんな楽器が軽いから、現地集合ってことになったんだろうけど。

『チューバが一人、気の毒だわ……』

　あ～、うん。関せき島しまさんね。あれを抱かかえて駅前まで来いとか、どう考えても何かの罰ばつゲームだよね。まぁ、それはともかく。

「……ふふふ。太陽って本当は黄色いのですね～」

　フラフラなのに妙みようにハイテンションな笑えみを浮かべる秋築さんをどうしたものか。

「ねぇ、秋築さん。なんでそんなに憔しよう悴すいしているのかな？」

「実は昨夜は今日の演奏に備えて、ずっと音楽のチェックを続けていたんですよ……ふぁ」

『あら。なかなか殊しゆ勝しような心がけじゃないの。あれだけ何度も星せい条じよう旗きを聴きかせたのに、まだギリギリまで曲のチェックを怠おこたらないなんて。少しは自覚が芽生えたのかしら』

　と、偉えらそうにオホホと高笑いでもしそうな桜乃音だったけど、嬉うれしそうに頰ほおが微び妙みように緩ゆるんでいるのがまる判りだった。

　しかし、あの練習方法は正直どうなんだろう。

　あの合奏の翌日から「こんなのパロ●ィウスじゃないです！（当たり前）」と嫌いやがる秋あき築づきさんに無理矢理ヘッドフォンを被かぶせて、アメリカ海兵隊演奏による原曲をエンドレスで聴きかせ続けたのは。傍はたから見てると新あら手ての拷ごう問もんにしか見えなかったし。

「やっぱり名作アニメは何度観みても面おも白しろいですよね」

「──ちょっと待った！　昨夜ゆうべは音楽のチェックをしてたんじゃなかったの!?」

「はい。ですから過去のＴＶ版を観ながら、この曲に込められた背中で泣いているらしい男の美学をどう表現するべきなのか、一いつ生しよう懸けん命めいチェックをしてみました」

　それが何か、と。なんでそんな当たり前のことを訊たずねるのですか、と。

　まるで訊ねた俺がおかしいみたいに。

「あ、でも星せい条じよう旗きの方もちゃんと観ましたよ？」

『な、なんだ。そっちもちゃんと勉強してたんじゃない。驚おどろかさないでよ、心臓に悪いわね』

　いや、心臓に悪いって桜乃音かのん、お前ってば幽ゆう霊れい───。

「神プレイ動画に感激して、一時間近くも同じ動画を観続けてしまいました」

「誰だれがそんなものを観ろと言った!?」

　ダメだ。容易に想像出来る。もはや秋築さんの頭の中に海兵隊の楽曲は露つゆと消え失うせ、タコやらペンギンやらツイ●ビーやらがチチビンタと戯たわむれる珍ちん妙みような世界が広がっているに違ちがいないんだ。御ご免めんなさいスーザ先生。ＨＥＮＴＡＩの国ＮＩＰＰＯＮで本当に御免なさい。

「でも、一晩でアニメを全部観るには時間が足りませんでした」

「そんなことに時間を使うなら、せめて楽がく譜ふのチェックに時間を使って欲しかったよ。只ただでさえ問題がちょっとばかり多い楽譜なんだからさぁ」

『どこがちょっとばかりよ。問題だらけの楽譜じゃない』

　吐はき捨てるような桜乃音の言葉だったけど、それにはちゃんと理由があった。

　関せき島しまさんの編曲、結局出来上がったのが一昨日おとといのこと。

「……これでなんとかしろ」

　と、有う無むを言わさず渡わたされた俺たちトランペットパートの楽譜の中身は、なんと一部が白紙だったのだ。要するにアドリブを入れてくれってことらしい。

　そんな状じよう況きようでぶっつけの合奏が当然のように上手うまくいくわけがなくて。

　秋築さんの演奏も期待したほどのポテンシャルを示すこともなく。

　遂ついに今日という日を迎むかえてしまったのだ。

「徹てつ夜やして頑がん張ばってみたのですけど、『２』の途と中ちゆうまでしか観ることが……」

　そりゃそうだと思う。だってアレって、確か百五十話以上もあるロングアニメだし。仮に一話を二十五分としても、単純計算でも六十時間以上。一晩どころか三日三晩徹夜しないと観切れない計算だ。

「わたし、思うんです。アニメを観みる時って、ＯＰとＥＤを飛ばしちゃうのはマナー違い反はんじゃないのかな、って」

「知らないよ。そんなこと」

　と、いうか寝ねてよ。寝て下さい。本番前日なんだから！

『なんか頭痛くなってきたわ……』

　奇き遇ぐうだね。実は俺もちょっぴり頭が痛いんだ。

　頭痛の種と言えばもう一つ。

「そういや今日の指揮は誰だれが執とるのかな？　まさかメトロノーム先生ってことは……」

『それは普ふ通つうに考えて顧こ問もんじゃないの？』

　その顧問が一度も顔を出さなかったから疑問に思っているわけなんだけど。

　実際、先せん輩ぱいたちはどうするつもりなんだろう。

「あ、やっと見つけたのです。日ひ野のくぅ～ん。秋あき築づきさぁ～ん。コッチなのですよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　と、聴きき慣れぬ明るい声が唐とう突とつに背中の方から飛んできた。

　振ふり返ると小こ柄がらな二十代くらいの若いお姉さんが俺たちを手招きしていた。

　大きな瞳ひとみに綺き麗れいなソバージュの髪かみ。

　よく懐なついた仔こ犬いぬみたいに保護欲を刺し激げきするふわふわとした明るい笑え顔がお。

　トドメは遠とお目めから見ても直すぐに気付けてしまうほど、たわわに実ったステキなサイズの俺のプリン！　背せ丈たけは決して高くないのに──いや、高くないどころか一見すれば中学生（それも一年生）と見間ま違ちがえそうな女の子でありながら、大人の魅み力りよくを満まん載さいしたボディーというアンバランスな魅力。アリかナシかで訊たずねられたら、当然───。

「……アリだよね」

「？　何がアリなんですか？」

『訊きかなくていいわよ。バカが移るから』

　ほっといてよ。重力の重さを感じさせないバリアフリーな桜乃音かのんには判わからないよ。

「でも、誰なんだろうあの人？」

『あたしが知るわけないでしょ』

　桜乃音の知り合いじゃないのか。って、桜乃音は視みえてないし当然か。そうなると秋築さんの知り合い──ってわけでもなさそうだ。きょとんと首を傾かしげているし。そうこうしている内にもニコニコ顔で近付いてくるし……あれ、でもどっかで見たことあるような？？？

　そこへ横から、今度は聞き慣れた＆見慣れた人ひと影かげが駆かけ足あしでお姉さんに合流した。

　部長の大おお室むろさんだ。横には黒い日ひ傘がさを差した工藤さんの姿もある。

「二人は見つかりました朝あさ比ひ奈な先生？」

　──先生？

「ええ、直すぐそこに」

　コッチに近付いてくる三人。並んで立つと目の前の女性が本当に小さいのがよく判わかる。二人の先せん輩ぱいだって別に長身ってわけじゃないのに、その肩かたにすら届いていない。

「お早う。日ひ野のくん、秋あき築づきさん。ちゃんと遅おくれずに集合できたみたいね。感心感心」

　うんうんと二度頷うなずく工く藤どうさん。年下の弟を褒ほめるみたいな仕草に、思わず甘えてみたいとか思って──（ギロリ）──みたりしたら後ろの幽ゆう霊れいが怖こわいから自重します。

「ところで部長。そちらの方は？」

「あ、あれれ？」

　訊たずねた瞬しゆん間かん、部長よりも朝あさ比ひ奈な先生（？）の目がお月さまみたいに丸くなった。

「ごめんなさい。顔を合わせるのって、これが初めてだったですかぁ？」

「多分そうなんじゃないかな、と……」

「では、初めまして。私が吹すい奏そう楽がく部の顧こ問もん、朝比奈日向ひな子こ先生なのです」

　ボリュームのある胸の上に軽く手を置いて、朝比奈先生はニコリと微笑ほほえんだ。

　ああ、なるほど。

　余りにもちっさいから先輩の妹とか紹しよう介かいされても違い和わ感なかったんだけど、やっぱり聞き間ま違ちがいじゃなくて先生だったんだ。考えてみればちっさいことを除いたら、意外でもなんでもない話だもんね。どこかで見かけたのもきっと学校だろう。ちっさいから視界の端はしっこにしか引っ掛かからなかった可能性だってあるし。

「──で、本当はどちらの妹さんなんですか？」

「先生は先生なのです！　もうっ！　なんだか凄すごくバカにされている気がしますよ!?　先生はちゃんと先生なのです！　今日だって車でドラムセットとチューバを運んできましたし、運転免めん許きよ証しようだってちゃんとここにあるのですよ！」

　あ、本当だ。

　取り出した免許証には、ちゃんと目の前の先生の写真が貼はってあった。

　──まるでおめかしした小学生みたいな写真だったけど。

「コホン。ともかく、これで先生が先生だと判わかったと思うのですよ。これからはキチンと先生を先生として扱あつかうように、秋築正輝くん」

「……はい？」

「中学は松しよう院いん付属中だったそうですね。とても期待しているのですよ」

「いや、俺の名前は日野正輝なんですけど。ついでに言うと中学は乙おと歌が岬みさき中です。更さらに言うと俺は男子であるんで女子校の松院付属中の出身ではありません」

「あ、あれ？　え、えっと……あれ？」

「因ちなみにコッチが秋あき築づき律夢りずむで松院付属中の出身です」

「え？　ええ、っと？」

「秋築律夢です。その……よろしくお願いします」

　ペコリ。

「ああ、いえいえ。こちらこそよろしくお願いしますなのです」

　ペコリペコリ。

「松しよう院いん付属中ではトランペットでした。高校でもトランペットでお願いします」

　ペコリペコリペコリ。

「は、はい。それはもう。それよりごめんなさいなのです。私ってば昔っから人の名前をよく間ま違ちがえちゃうのですよ。そそっかしいとよく周りからも言われていて」

　ペコリペコリペコリペコリペコリペコリペコリペコリ──ペシ、ペシ。

「……二人とも、そこでストップ」

　淡たん々たんと眉まゆ根ね一つ動かさず、工く藤どうさんの手のひらが二人の頭に炸さく裂れつした。

「……因みにひなこちゃん先生は、そそっかしいと言うよりヌケているだけ」

　──ひなこちゃん？　ああ、朝あさ比ひ奈な日向ひな子こだからひなこちゃん先生なのか。

「ちょっと工藤さん!?　何度も言ってますけど、仮にも先生に向かって日向子ちゃんって名前で呼ぶのはどうかと思うのですよぉ!?」

「違ちがう。日向子ちゃんは漢字ではなく平仮名ででひなこちゃん」

「それってもっと酷ひどくないですかぁ!?」

　酷い酷くない以前に「ヌケている」の部分はスルーなんですか。

　ってか、本当の本当にこの人が先生なの？　大だい丈じよう夫ぶなのか、日本の教育現場は。

（凄すごいですね日ひ野のさん、まるで禁書目録の小こ萌もえ先生です。もしくはレールガンです。わたしあのシリーズではレールガンの主題歌が特に大好きなんですよ）

（いや、その例えは正直どうなのかな？　曲の良さは判わかるけど……ってか、あの身長で車を運転って、本当に足がブレーキに届くのかな？）

　流石さすがに聞かれたら気の毒なんで、小声でヒソヒソ。

（もしかしたらゲタを使っているのかもです。まるでバイ●ァムみたいですね。そういえばバ●ファムの主題歌って全部英語で、歌詞の意味が気になりませんでした？）

（だからそういう微び妙みような例えは止やめようよ。後、秋あき築づきさん本当は年ねん齢れい幾いくつなの？）

『いや、あのね二人とも。取とり敢あえず吹すい奏そう楽がく部の人間として、先まずはドラムセットを運んだって言葉に注目しないの？』

　ん？　それがどうかし……あっ、そうか。

「ドラムセットを運んだって言ってましたけど、一体誰だれが使うんですか？」

　乙おと歌が南みなみ高校吹奏楽部にパーカッションは存在しない。だから当然、ドラムセットも必要ないはずなんだけど。それとも未いまだ知らない謎なぞの幽ゆう霊れい部員が存在するんだろうか？

　俺の疑問に、だが伏ふく兵へいは思わぬ場所に居た！

「はい。それは先生が使うのですよ」

　元気よく手を挙げたのは、なんとひなこちゃん先生だった。

「先生がドラムセットを？」

　俺はまじまじと先生を凝ぎよう視しした。「だって、どう考えてもヴィジュアル的に合ってないし。合ってないだけならいいんだけど、ドラムセットに手が届かないと思う、物理的に。かといって椅い子すを高くしたら、今度はドラムのペダルに足が届かないだろうし」

「先生そこまで小さくないのですよ!?」

「な、なんでだ!?　今度は先生にまで俺の思考が読まれている!?」

　驚きよう愕がく。工く藤どうさん以外にも心を読める妖よう怪かいが存在したんだ！

「……私は別に妖怪じゃないわ。それに今のは貴方あなたの声がそのまま漏もれていただけよ」

　いえ、だからそうやってナチュラルに──もうなんでもいいや。

「あのですね、日ひ野のくん？　私はこう見えても吹すい奏そう楽がく部のＯＧで、学生時代だってちゃんとパーカッションとして一通りの楽器はこなしてきたのですよ？」

　どうだ、と言わんばかりにひなこちゃん先生は大きな胸を反そらした。

　胸の大きさだけは大人なんだよね、この先生。

　一部に──本当に狭せまいごく一部に需じゆ要ようがありそうな人だと思う。

「……そう。ひなこちゃん先生はパーカッション。打楽器系統はなんでも出来る。でも、打楽器を叩たたくことは得意でも管楽器に関してはまるで素人しろうと。編曲作業も以下同文」

「そ、それは、だって仕方ないじゃないですかぁ！」

　なるほど、それで。確かに打楽器出身なら仕方がない……で、済ませていいのかな？

「あの[image: ～][image: ～][image: ～]？」

　おずおずと遠えん慮りよがちに手を挙げたのは秋あき築づきさんだった。

「先生がドラムセットを叩くのでしたら、指揮は誰だれがするのですか？」

　もっともな疑問だった。ところが俺と秋築さんを除いた先せん輩ぱいたちと先生は、きょとんとした顔をした。

　部長さんは言った。

「ええっと、居ない、かな。最初から指揮者はなしなんだけど」

　なんですとぉ!?

「あれあれ？　言ってなかったかな？　そのつもりで合奏の時も、敢あえてメトロノームだけを使って練習していたんだけど……」

「初はつ耳みみです、それ」

　すみません。単に幽ゆう霊れい顧こ問もんだから＆人手不足の手て抜ぬきかと思っていました。

　だけど、それって───。

『それって、まずくない？』

　うん。かなりマズイと思う。俺と桜乃音かのんは同時に秋築さんへ視線を向けた。

「大だい丈じよう夫ぶ、秋あき築づきさん？」

「えっと、何がでしょうか？」

「だから指揮者なしで演奏って、それで秋築さんは大丈夫なのか？」

　走ったり、ブレーキ踏ふんだり、慌あわてたりとか。

「大丈夫ですよ」

　サラリと秋築さんは言い切った。

「わたしってば元々、居ても居なくても指揮者の方は見ていませんから」

　テヘッ♪

「………」

　駄だ目めだコイツ！　早くなんとかしないと！

『アンタたちって本当にどうしようもないコンビよね……』

〝なんだよその言い方。まるで俺までダメダメみたいじゃないか!?〟

『みたいじゃなくて、そう言ってんのよ』

「当たって砕くだけましょう、日ひ野のさん」

　砕けることは確定!?　それって危機感ないの!?　ポジティブなの!?　どっち!?

　妙みようにヤル気だけはある（ルパンを吹ふけるから）秋築さんの笑え顔がおと、自分は知らないと首を振ふる桜乃音かのんに、俺は春の陽ひ射ざしの中で目眩めまいを感じた。




　　　　　　　　　　５




　突とつ拍ぴよう子しもない不協和音に音楽が歪ひずむ。

　たった五人（＋顧こ問もんのドラムセット）の音楽で、よくもまぁ。

　──いや、五人だから余計にか。

　五十人近い人数での演奏なら、それは重なり合う重厚な音の中に隠かくれることも出来たかもしれない。だけど乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部は全員合わせてたったの五人。一人一人の演奏がダイレクトに耳を打つ、少数編成の演奏会。

　終しゆう盤ばん、この『星せい条じよう旗きよ永遠なれ』が一番盛り上がるパートがある。

　そこを外してしまったんだから、もうどうしようもない。

　そして曲の終幕。

　終止符ふと同時に広がった静せい寂じやく。

　一いつ拍ぱくの間を置いて、まばらな拍はく手しゆが広がった。

　ステージ──と、呼べるほど立派なステージじゃないけれど、駅前公園に設けられた広場兼けん簡易ステージの中心で行われる生演奏。公園を行き交かう人々の大半が忙せわしなく目の前を通り過ぎて行く中で、待ち合わせをしている人や子供を連れた親おや御ごさんとか、時間に余よ裕ゆうのある人たちが一ひと時ときの演奏を楽しんでくれている。

　誰だれに聴きかせるためではない演奏会。

　けれども誰かに聴いてもらうための演奏会。

　正直、それはとっても───。

『下手くそね。と、いうか無ぶ様ざまね』

　うわ、ミもフタもないことを言い切っちゃったよこの幽ゆう霊れい。

〝あのさぁ、桜乃音かのん。俺がどうにかオブラートに包んだ表現で自分のモラルを保とうとしている時に、なんでそんなことをサラリと言うかなぁ？〟

『だって事実は事実よ。それともコレが上手うまい演奏だと思ってるの？　欠伸あくびされている演奏会だなんて、屈くつ辱じよくと思いなさいよ』

〝……俺だって東京フィルの演奏で熟じゆく睡すいしたことあるぞ〟

『それは演奏が心地ここち良かったからでしょ。今のコレは単に退たい屈くつだから。あのねぇ。そこまで言わせないでよ。ちゃんと現実と向き合いなさい』

　ぬぅ……。人をまるで薄うす毛げを認めない中年サラリーマンみたく言わなくたって。

『垂たれ流しているだけの『音』を、古こ今こん東とう西ざい『音楽』とは呼ばないわ』

　はい。全くその通りです。

　音が楽しいと書いて『音楽』と読む。音楽は演奏する側がわにとっては学問でもあるけれど、聴く側の人々にとっては『楽』であって『学』じゃない。

　それは当たり前の事実だ。

　だけど、今の演奏で『楽』を感じた人は何人くらい居たのだろう？

　答えは──コッチを向いて大きな欠伸をしているスーツ姿のサラリーマンを見れば判わかる。

　間ま違ちがいだらけの演奏だった。

　それこそ吹すい奏そう楽がく関係者だったら失笑するレベルの演奏だ。

「あの～、今の演奏はどうでしたか？」

　小声で恐おそる恐る秋あき築づきさんが訊たずねてきた。

　不安がありありと浮かんだ顔。

　どうでしたも何も。秋築さん自身のその顔が、答えじゃないか。

『愚ぐ問もんだわね。相変わらずテンポがズレているから音がバラバラ。ミスもいっぱい。ましてラストのアレは何？　あたしならこんな演奏、五秒と聴きたくないわ。時間の無む駄だだもの』

「はぅ～。やっぱりですか……」

　桜乃音の酷こく評ひようは、だから、正しい。

　正しいかもしれないけれど。

　──だけど。

「まだ、最後の曲が残ってるじゃないか」

　その言葉が思わず口から零こぼれ出た。

『最後の曲ったって、アニメの曲じゃない。しかも、昨日聴きいた限りじゃさっきの演奏と大差ないわよ、きっと』

　いや、まぁ……そうだったんだけど。

　確かに楽がく譜ふも未完成だし、さっきの演奏より確実に上手うまいっていう保証もないけど。

　それでも、やっぱり。

〝俺は次の曲に期待している〟

　敢あえて口には出さず、桜乃音かのんに告げる。

『はぁ？』

〝いいから黙だまって次の曲を聴いてみてよ。絶対に何かが違ちがうはずだから〟

　そう思わせてくれる片へん鱗りんが、秋あき築づきさんのトランペットにはあったんだ。

　唐とう突とつにラ●ュタの曲を吹ふいた時。

　コ●ンのテーマ曲を吹いた時。

　秋築さんは活いき活きとしていた。奏かなでる音が光と躍やく動どうに満ち溢あふれていた。音と一いつ緒しよに耳骨が震ふるえ、胸が震え、魂たましいが奮ふるえた。曲のイメージそのものが頭の中に飛び込んできて、そこに視みえるはずのない『世界』が俺には視えたんだ。

　あれは錯さつ覚かくや思い違いなんかじゃない。

　少なくとも俺はそう思っている。

　だから、きっと───。

　次の曲は、絶対に何かが違うはずなんだ。

　それをこの曲で証明してみせる。

　目の前で欠伸あくびしている連中に、そして腕うでを組んで渋しぶい顔をしている南みなみ里ざと桜乃音に。

『意気込みがそのまま暴走にならなきゃいいけどね。指揮者も居ないし』

　う……。確かにそこだけは本気で不安なんだけど……。

「なぁ、秋築さん」

「？　なんでしょうか日ひ野のさん」

「次の曲、思いっきり好きなように吹けばいいから」

「もとよりそのつもりですよ」

「よし。じゃあ、その上でほんのちょっとでいいから俺の音を聴いてくれないかな？」

「日野さんの音を、ですか？」

「うん。俺は秋築さんの音に合わせる。だから秋築さんにも俺の音を聴いて欲しいんだ」

　或あるいはそれこそ秋築さんにとって、とてつもなく難題なのかもしれないけれど。

「どうせなら一緒に楽しい演奏をしようよ」

　秋築さんは一いつ瞬しゆんだけ、キョトンとした面おも持もちを浮かべ、

「──はい！」

　力強く頷うなずいてくれた。

　そしてひなこちゃん先生が打ち鳴らすスティックを合図に、皆みなが一いつ斉せいに楽器を構えて。

　俺と秋あき築づきさんのトランペットが同時にメロディーを走らせた。

　それがこの曲──ルパンというアニメのテーマの始まりの合図。

　だがしかし、このイントロは一いつ般ぱんに吹すい奏そう楽がく部向けに出回っている楽がく譜ふにはない。

　これは数あるアレンジヴァージョンの中でも名曲中の名曲。

　いわゆる『[image: '80]』のイントロだ。

　この曲の特とく徴ちようはなんといってもＪＡＺＺジヤズ。アニメではまだ珍めずらしかったＪＡＺＺアレンジが名曲を更さらなる名曲に進化させた。単なるＪＡＺＺテイストなら妖よう怪かい人間だってそうだけど、あちらの暗い雰ふん囲い気きに対してコッチの曲は疾しつ走そう感が違ちがう。それ故ゆえに特徴的な出だしのイントロ、突とつ風ぷうのように吹ふき抜ぬけるトランペットの二重奏で、ほぼ全すべての観衆が認にん知ちする。

　何人かの足が止まり、こちらを振ふり向く。

　──あ、あのアニメの曲だ、って。

　そしてそのまま主しゆ旋せん律りつを秋築さんのトランペットが奏かなで出す。

　原曲だとヴィブラフォン（鉄てつ琴きんみたいな楽器）のクールな音色が主旋律。だけど今回は秋築さん用の特別アレンジだ。主旋律の約八割近くを秋築さんのトランペットに回して、本来のトランペットパートは俺が一手に引き受けるという編曲なんだけど───。

　──イイ。

　疾走する秋築さんのトランペットが、凄すごくイイ！

　スネヤーとチューバが刻むベースに乗って、キリリと一本音が立つ。

　これがＪＡＺＺアレンジの魔ま力りよく。

　個性を際きわ立だたせる小編成ならではの切れ味と魅み力りよく。そんな演奏の中で響ひびく秋築さんのトランペットは、たった一人で斬きり込む音楽界の言わば殺陣たてだ。

　しかも必ずしも正しいテンポが正しいとは限らない。

　自由に、奔ほん放ぽうに、多少突つっ走るくらいのデタラメさ。

　それがＪＡＺＺ。或あるいは、それもＪＡＺＺか。

　観衆を魅み了りようして、秋築さんの独どく壇だん場じようはどんどん速度を増してゆく。

（ハハ──ハハハッ！）

　流れ込んでくる音の奔流が愉たのしくてたまらなくなってきた。

　これが──これこそが秋築律夢りずむの演奏なんだ。

　あの時みたいに『世界』が視みえる。きっと秋築さんが徹てつ夜やで観み続け、感じて、語りたいと思った『男の美学』そのものが。

　時に情熱的で、時に官能的に。

　数々の悪党や警察、マフィアや軍隊を相手に立ち回り、奇き想そう天てん外がいなトリックで華か麗れいなお宝を盗ぬすみ去る。改造されたスポーツカーがパトカーを蹴け散ちらし、次々に銃じゆう弾だんを吐はき出すマグナムの銃口が轟ごう音おんを響ひびかせ、鉄をも断ち切る必殺の斬ざん鉄てつ剣けんが遮るつまらぬものを斬きり刻み、あくまでも逮たい捕ほにこだわる警部の手て錠じようが何度も何度も空くうを切る。

　そんなドジで、スマートで、かっこ悪くてかっこ良い。

　美女に騙だまされ利用され、いつも最後にフラれ続ける世界一のハードボイルド。

　背中で泣いてる男の美学が、今。

　高校生になりたての、弱じやつ冠かん十五歳の女子高生が奏かなでるサウンドで蘇よみがえる。

　乱暴なまでの演奏の中で、アニメの魅み力りよくが弾はじけている。

　一いつ緒しよに演奏している俺の中にも入り込んでくる。

　音の響き、切れ、音おん符ぷの捌さばき方かた。そんな計算された音楽なんかじゃない。どこでどの音をどう操あやつれば自分の音楽が完成されるのか。研けん鑽さんを重ねた桜乃音かのんみたいな天才奏者のソレとは根本的に違ちがう、ただ在るがままの生の演奏。

　自分の内に秘ひめた世界観や楽しさがダイレクトに伝わってくる、これは天性の表現力だ。

　ゾクゾクとした感覚が俺の背筋を駆かけ上がった。

　今、この手に楽器がなかったら俺は間違いなく目の前の観衆と一緒に手て拍びよう子しを刻み、勝手に動き出す身体からだを止めることが出来なかったに違いない。

　だけど俺は今、それ以上のポジションに居る。

　この曲を一緒に演奏し、共感し、創つくり上げているという最高のポジションに───。

『このバカっ！』

　っ──!?

　頭上から鳴り響いた鋭するどい叱しつ咤たに、俺はハッと我に返った。

『正まさ輝きまで一緒になって脳のう味み噌そを沸ふつ騰とうさせてどうするのよ!?』

　そ、そうだった！

　思わず聴きき入ってしまった思考を切り替かえ、現状に目を向ける。バカか俺は。演奏中に他人の演奏にトリップして、一いつ瞬しゆんとはいえ自分自身を見失いかけるだなんて！

　曲は前半を終え間奏へと入ってゆく。

　ここから曲は『[image: '80]』からヴァージョンを変えて『[image: '89]』へと移る。これは『[image: '80]』を基にＴＶスペシャル放送用にアレンジした、言わば生まれ変わったもう一つのテーマ曲。

　この『[image: '89]』ヴァージョンの特とく徴ちようの一つが間奏で奏でられるトランペット・ソリ。

　熱ねつ狂きようと勢いを帯びた秋あき築づきさんのトランペットが止まることなくソリに入る。

　──違う。

　秋築さんのタイミングが早い。早すぎる。

　他ほかの楽器をほったらかしにして、秋築さんが一人勝手に先へ先へと突つっ走ってゆく。

　マズイマズイマズイマズイ！

　ここから先は未知の領域──『白紙』の楽がく譜ふ。何故なぜなら『[image: '80]』のオリジナルのテーマ曲と違ちがって楽譜が全然出回っていなくて、ちゃんとした楽譜が用意出来なかったんだ。

　だからここの部分の楽譜が『白紙』になった。

　ここのトランペット・ソリは自分たちで音を拾えと。

　俺個人と秋あき築づきさんに関してダケなら、それはそれで構わない。

　音を拾うのも耳コピするのも、やってやれないことはない──だけども楽譜もなく、ましてや指揮者の存在もない状態で俺たちの演奏に合わせないといけない先せん輩ぱいたちはどうだ？

『正まさ輝き！』

　判わかってる！

　このまま秋築さんの演奏が『暴走』したら、初見に近い先輩たちじゃ合わせられない。

　そうなったらこの曲は完全に崩ほう壊かい、最悪演奏そのものが止まってしまう。

　せっかくの楽しい音楽が──こんなんで終わってしまうなんて、そんなのは嫌いやだ！

　お願いだから秋築さん、こっちの音を聴きいてくれ！

（聴いてくれないなら───）

　俺はマウスピースにありったけの息を吹ふき込んで、楽譜にないｆｆｆフオルテツシツシモを吹き鳴らした。

　主しゆ旋せん律りつを搔かき消すほどの爆ばく音おんに、皆みなのギョッとした気配が伝わってきた。

（これでどうだ、律夢！）

　瞬しゆん間かん、俺の意思が聴こえたみたいに、律夢りずむが眼まな差ざしをコッチに向けた。

　視線と視線が絡からむ。たったそれだけのこと。

　だけど、その一瞬のアイコンタクトの直後、律夢のテンポがスローダウンした。

　違う。そうじゃない。

　主旋律を奏かなでる律夢の音が、俺の奏でる音に寄り添そってきたんだ。

　俺と律夢。

　二つの音と音とが始めて嚙かみ合い、重なり、響ひびき合ってゆく。

　デタラメで乱暴なハイテンポによる演奏の中で、でも確かに二人合わせて奏でられる矛む盾じゆんしたその音楽が、危あやういまでの均きん衡こうを保って青空の下で響き合う。

　もっともっとこの演奏を続けたい。

　この一瞬がずっとこのまま続けばいいのに───。

　律夢の音に自分の音を重ねながら、俺は漠ばく然ぜんとそんなことを考えていた。

　やがて曲が終止符を迎むかえ、最後の音を奏で終えた瞬間、大きな拍はく手しゆが駅前を包んだ。
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　それはこの日の演奏で、一ひと際きわ盛大な拍はく手しゆだった。

　大人も、子供も。

　たくさんの人たちが俺たちに向かって手を叩たたいてくれていた。

「……ふぅ」

　吐と息いきが散った。

　それは夢ゆめ見み心地ごこちのような光景。

　演奏を終えた充じゆう実じつ感と満足感、そして虚きよ脱だつ感を全すべて包んでくれる至福の瞬しゆん間かんだ。

　一度でもステージに立ったことのある人間なら──いや、ステージに立ったことのある人間にしか判わからない、快楽の余よ韻いん。

　冷や冷やだったけど、なんとかなった。

　そのギリギリの達成感もまた、今日の演奏を最高に盛り上げてくれた。

　それはきっと律夢りずむも同じだったに違ちがいない。

　小さく口を開いた無防備な面おも持もちを観客に向けたまま。

　まるで魂たましいが抜ぬけ落ちちゃったみたいに、未いまだにポカンと。

「お疲つかれさま、律夢」

　その背中をポンと叩く。

　呆ほうけた顔がこちらを向いた。

「りず…む……え？」

　パチパチと、大きな瞳ひとみが瞬しばたたきを繰くり返して俺の顔を覗のぞいてくる。

　はて？　俺、何か変なことを──あっ!?

　思わすカーッと顔が熱くなった。

「わ、悪い。つい馴なれ馴れしく名前を呼び捨てに……！」

　演奏中、思わず心の中で名前を叫さけんでしまった時の勢いがそのままになっていた。

　なんか恥はずかしい。穴があったら入りたい。

「い、いえ。別に、それはそれで……その、なんだかとても新しん鮮せんな感じがします。お父さん以外の男の人に名前で呼ばれたのって、もしかしたら初めてかもで」

　俯うつむいた秋あき築づきさんの首が赤くなった。

　うわっ、そうなの？　って、秋築さん女子校だったんだもんなぁ～。

　そして照れたような顔のまま上目づかいに、秋築さんは言った。

「あの、もし良かったらでいいんですけど……そのまま名前で呼んでくれますか？」

「……え？」

「その、せっかく同じクラスですし、同じ吹すい奏そう楽がく部ですし、トランペットの仲間ですし、名前で呼ばれた方が親近感あると思うのです。それに桜乃音かのんちゃんは桜乃音ちゃんって、名前で呼んでいますし……あ、でもそれは幼おさな馴な染じみだからかもしれませんけど、それはそれでちょっと寂さびしいなって思ったりなんかしたりで──だから、つまり、その」

「えーと」

「ダメ……ですか？」

　チラチラ、と。

　期待と不安を折り重ねた──と、言うかなんて言うか。それ、絶対に卑ひ怯きよう。

「いや、別に秋あき築づきさ──律夢りずむがそれでいいなら、俺は構わないから」

「はい！」

　すると秋築さん──もとい律夢は、凄すごく嬉うれしそうな笑え顔がおを浮かべた。

　こういうのも、まぁ、なんだ。とてつもなくムズ痒がゆいけど……悪くない。

『……へぇ～』

　悪くないけど、怖こわくはあるな。

　背中の方で幽ゆう霊れいと言うより悪あく霊りように近い何かが、もの凄い冷気を放はなっていらっしゃる。

　ああ、俺、死んだ。

　家に帰ったら俺、現代科学と常識では計り知れない奇き妙みような死に方をするんだろうなぁ～。

　だったら、まぁ、その前に。

「良い演奏だった」

「え……？」

　俺の言葉に、律夢は虚きよを突つかれたように目を丸くした。

「と、思う。少なくとも最後の一曲、俺はすごく楽しかった」

　それはお世辞ではなく、本当のこと。

　デタラメな演奏だから面おも白しろかったんじゃなくて、面白かったけどデタラメなだけで。

　少なくとも俺の経験した中では最高の演奏──いや、合奏だった。

　南みなみ里ざと桜乃音との合奏に勝まさるとも劣おとらないくらいに、魂たましいが奮ふるえた。

「あの……わたしも……」

　律夢の大きな瞳ひとみが俺を見上げる。

　熱っぽい瞳。

　腕うでにトランペットをギュッと抱だいて。

「わたしも楽しかったです、正輝さん！」

　その屈くつ託たくのない笑顔は反則だ！！！

　元々の顔立ちの良さと、距きよ離りの近さと、何よりも「嬉うれしいです！」って親愛の気持ちがこれでもかってくらいに伝わってきて、その、なんていうか──へへ、えへへへ。

[image: ]

『っ───！』




　ゴツンッッッッ！！！




　瞬しゆん間かん、後頭部をとんでもない衝しよう撃げきが襲おそった。

「ちょっとちょっと、今凄すごく大きな音がしたみたいだけど──って、どうしたの日ひ野のくん!?」

　顔から床ゆかに倒たおれた俺に、部長さんがびっくりしたような声を上げた。

「……発ほつ作さです」

　ってか、なんで俺？　なんで俺が殴なぐられたの？

『フンッ！』

　こうして俺の高校初の演奏は、盛大な拍はく手しゆと痛みと共に終幕した。







「なんなのこの演奏は……」

　ふざけている。

　それ以上の感想は、彼女の中からは生まれてこなかった。

　わけの判わからない演奏と、曲。

　あんな演奏が赦ゆるされていいわけがない。

　あんな演奏を赦すために、私は───。

「律夢りずむ……っ」

　引き結んだ唇くちびるの隙すき間まから漏もれた声は、けれども周囲の歓かん声せいに搔かき消されて。

　少女は一人、拍はく手しゆに包まれたステージに背を向けた。
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　月曜日はキライ───。

　ふとそんな言葉だか曲名のアニメだかを思い出しつつ、突つっ伏ぷした机から顔を上げた。

　なんとも後ろ向きな言葉だけど、でもその気持ちはよく判わかる。

　月曜日──正確には休み明けの学校だなんて、憂ゆう鬱うつなダケだよ。ましてや昨日の演奏会みたいに、すっごく楽しいことがあった次の日の学校は特に。

　それでもどうにかこうにか、お茶はないけど放課後タイム。

　解放感に包まれた放課後の中で、けれども俺は再び机に突っ伏した。う～。まだ後頭部がズキズキと疼うずいている。全く酷ひどい話だよ。桜乃音かのんのヤツ、結局なんで俺を全力で殴なぐったのか教えてくれないんだから。

「正輝さん。一いつ緒しよに部室に行きませんか？」

　と、疼うずく後頭部の上に明るく弾はずんだ声が降り掛かかってきた。

　ゆっくりと顔を上げる。

　正面にニコニコ顔の秋あき築づきさんが立っていた。

　それは吹すい奏そう楽がく部に入ってからは、いつもと変わらない光景のハズなんだけど……。

「？　どうかしましたか正まさ輝きさん？　なんだか不思議そうな顔をしていますけど？」

「……あ、うん。なんでもないなんでもない」

　俺は内心の動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように椅い子すから立ち上がった。そうだったそうだった。昨日から秋築さんってば、俺のことを名前で呼ぶようになったんだっけ。

「そ、それじゃ行こうか秋築さん」

「違ちがいます」

　はい？

　振ふり返ると。ちょっと不満そうに秋築さんが「むぅ」っと頰ほおを膨ふくらませた。

　これって、ひょっとして……。

「え～っと……律夢りずむ？」

「はい♪」

　返事をした律夢の笑顔がパッと輝かがやいた。

　ま、眩まぶしい……！

　名前を呼ばれて大喜びする仔こ犬いぬみたいな反応が、新しん鮮せんすぎて眩しいです。

　別に他意はないんだろうけど、この無防備な笑え顔がおは慣れるまで心臓には悪そうだ。

「やっぱりどうかしましたか？　なんだか顔が赤いみたいですけど？」

「なんでもない。それよりも早く部室に行こう」

　本当はなんでもあるし耳まで赤いのも自覚しているんだけれど、早く部室に行かないと桜乃音かのんが本気で怒おこり出す頃ころだから。

　入学初日はともかくとして、毎日のように教室に楽器は持ち込めない。だから授業中は桜乃音を楽器ごと部室に置いているんだけど、これがひどく気に入らないらしい。まぁ、昼休みを除けば朝から放課後まで部室に独ひとりぼっちってのは気の毒だとは思うけど、下手に教室に持ち込んだりして没ぼつ収しゆうなんてことになったら大変だし。

　可か哀わい想そうだけど、やっぱり授業が終わるまでは部室で待っていて貰もらうしかないわけで。

　それだけに放課後は速すみやかに部室に行かないと。

　早足と駆かけ足あしの中間くらいのスピードで、ゾロゾロと降りてくる他ほかの生徒の隙すき間まを縫ぬうように四階の奥にある音楽準備室へと向かう。待ちくたびれてへそを曲げられたら、ダメージを受けた後頭部に追い打ちの一いち撃げきを浴びかねないし。

　音楽準備室の前に立ち、ドアに手を掛かける。鍵かぎは既すでに開いていた。

「今日も関せき島しま先せん輩ぱいが一番乗りでしょうか？」

「みたいだね」

　三年生の関島さんは真下の三階の教室で、大たい抵ていこの人が一番乗りだったりする。それが前提になっているらしく、部室の鍵かぎは部長じゃなく関島さんが預かっているのだ。

　……っていうか、普ふ通つうに考えたら三年の関島さんが部長であるべきなんだけど。

「──失礼しまぁ～す」

　ドアを開け、挨あい拶さつと同時にゆっくりと部室の中に入る。

「………」

　居た。案あんの定じようと言うべきか、部屋の奥には無言で抱かかえたチューバを布ウエスで磨みがいている関島さんの姿があった。眼まな差ざしをジロリと動かしただけで、挨拶に対しての応答はなし。別に怒おこってるわけじゃなくて、これがこの人のデフォ。慣れるまでマジ怖こわかったけど。

『遅おそい！　何やってたのよっ！』

　そしてコチラも案の定、ぷりぷりとご立腹の桜乃音かのんが姿を現した。

『って、無視するんじゃないわよ！』

　いや、無視しているわけじゃなくて、ここで桜乃音に反応したら逆に不自然なんだよ。律夢りずむはともかく、関島さんには何も視みえてないし聴きこえてもいないんだから。

「……おい。お前ら」

　そこへ獣けものの唸うなり声ごえみたいにドキリとさせる関島さんの声が響ひびいた。

「何しにここに来た」

「何しにって……もちろん練習に来たんですけど……？」

　むしろそれ以外に部室になんの用があるのかと。そりゃどっかの軽音楽部みたいに美味おいしいお茶とケーキを出してくれるのなら、御ご馳ち走そうになりますけど。

　もちろんそんなハズもなく、関島さんは表情一つ変えずに言った。

「今日は、練習休みだぞ」

「……はい？」

　休みって──え？　な、なんで？　今日は普ふ通つうに、ただの月曜日なのに？？？

「今日は三年の進路の面談があるからな。吹すい奏そう楽がく部はもちろん、面談の邪じや魔まになりそうな音や掛かけ声ごえを出す部活は一いつ切さい禁止だ」

「そんな話聞いてませんけど!?」

「……あ、でも本当みたいですよ正まさ輝きさん。見て下さい。グランド、運動部の人が誰だれも練習していませんよ」

「どれどれ──うわ、本当だ」

　律夢の声に窓からグランドを見下ろしてみたら、本当だ。野球部にサッカー部、およそ吹奏楽部に比べたら遥はるかに静かそうな陸上部まで。いつもは場所取り合戦のごとくグランド狭せましと練習しているのに、今日はガラガラだった。

「ま、そういうわけだ。聞いていようがいまいが今日の練習は学校の都合で休みだ。楽器を鳴らした途と端たん、教師の誰だれかがすっ飛んでくるぞ。なんなら試ためしてみるか？」

「丁重にお断り致いたします」

　進路相談でピリピリしているであろう先生の説教なんて聞きたくもないし。

　だけども、う～ん。そうなると今日はもう帰るしかないのかな。

　……あれ？　でも、だったらどうして。

「関せき島しまさんはどうして部室に？」

　練習がある日でも普ふ通つうにサボろうとする人なのに。

「………」

　ありゃ、無言。

　──と、思ったら。

「昨日の演奏」

　ポツリと、独どく白はくでもするような声。

「思っていたよりも、ずっと面おも白しろい演奏だった」

「関島さん？」

「正直、この人数じゃ今年もロクな演奏なんて出来ないと思っていたが、これはこれで面白い一年になるのかもしれない。まっとうな吹すい奏そう楽がく部としてはどうだか知らないが、俺は昨日のような方向性もありじゃないかと思ってる」

　楽器を磨みがく手を止め、微かすかに動いた関島さんの目は律夢りずむに向いていた。

「？」

　まぁ、当の本人はなんにも気付いてないっぽいけど。

　だけど、なんとなく俺には判わかった。

　うん。

　そういうことなら納なつ得とくだ。

　本当は先せん輩ぱいも、今日は練習したかったんですよね♪

「……日ひ野の」

「なんですか関島さん」

「帰るなら、さっさと帰れ。そのふざけたニヤケ顔が俺に殴なぐられる前に」

「了りよう解かいしました」

　もの凄すごい目つきで睨にらまれて、俺は慌あわててトランペットケースをロッカーから取り出し、逃にげるように部室を後にした。

　くわばらくわばら。







　で、結局学校では練習が出来ないということで、今日の練習はお休み。

『んなワケないでしょ！』

　──と、練習に関しては超ちようマジメっ子な幽ゆう霊れいさんの一いつ喝かつで、市街地からちょっと離はなれた海側がわの公園で少し練習することになりました。因ちなみに街の南側を海に、北側を山に挟はさまれた乙おと歌が市では、南北それぞれを「海側」「山側」とも呼んでいる。

　乙歌南高校はその名前の通り南側──つまり海に近い学校だから、向かうとしたら海側だ。

『別に山側に行ってもいいのよ？　それもランニングで。いいトレーニングになるわよ』

「勘かん弁べんして下さい」

　俺は素す直なおに頭を下げた。

　街の山側は長い長い上り坂。それが観光名所にもなっているし、坂が織りなす景観は他ほかの街にはない魅み力りよくだと思う。休日の散策なら大歓かん迎げいだ。でも、だからってそこをランニングとかはマジで勘弁して下さい。心臓が破れます。

「律夢りずむだって坂道をランニングとかは嫌いやだよね？」

「そう、ですね。出来れば遠えん慮りよしたいと思います」

「ホラ。律夢だってこう言ってるんだし。たまの休みはファーストフードで休きゆう憩けいとか」

『ダーメ！　サボりたいならサボる前に練習しなさい！』

　アンタは俺のかぁーちゃんか！

　俺はやれやれと肩かたを竦すくめた。人間、たまには息いき抜ぬきだって必要だと思うんだけど。少なくとも音楽を奏かなでる人間にとって、心に余よ裕ゆうは必要なんじゃないのかな？

　その辺り律夢はどう思っているんだろうと、横を歩く律夢の様子を窺うかがってみると、

「ファーストフード、と言うのはやっぱりハンバーガー屋さんのことでしょうか？」

　なんか大おお真面目まじめな顔をして、そんなことを言ってきた。

　ってか、ハンバーガー屋さんって。えらく懐なつかしい響ひびきを聞いたような気がする。

「実はわたし、そういうお店に行ったことないんです」

「行ったことないって、ファーストフードの店に？」

「はい！　家が色々と厳しくて、学校帰りの寄り道は禁止。休日も毎日練習練習で、街に遊びに行ったりする時間なんてとてもありませんでしたから」

　へぇー。今時、本当にあるんだそんな家。どっかの誰だれかさんなんか世界的音楽家の娘むすめという紛まがうことなきお嬢じよう様なのに、演奏帰りに「お腹なかが空すいたの！」とか言い出して牛ぎゆう丼どん屋で特盛を搔かき込んだりしていたっていうのに。この落差はなんだろうね。

「最近はようやく『こんびに』でパンとか買うようになったんですけど───」

　使い慣れていない言葉なのか、もの凄すごくカタコト口調の「こんびに」だった。

「酷ひどい話だと思いませんか？　今時こんなに厳しい学生生活をしているだなんて、二次元のお嬢じよう様くらいですよ」

『ひょっとして、それも松しよう院いん付属中から乙歌南コツチに入った理由だったりするわけ？』

「当然じゃないですか！」

『と、当然なんだ……？』

「アレもしちゃダメ。コレもしちゃダメ。そんな自由のない高校生活なんてわたし嫌いやです。ストレスでおかしくなっちゃいます」

『そ、そう』

　言って、ぷんすか唇くちびるを尖とがらせる律夢りずむに桜乃音かのんもちょっと引き気味だ。

　コンビニのパンって、きっとお昼に食べている菓か子しパンのことだよな。つい最近までファーストフードにすら入ったことがないような生活をしていたのに、今じゃコンビニの菓子パンでお昼を済ませる生活、か。なんだろう。違い和わ感っていうか、妙みようなシコリみたいなものを感じるんだけど、あまりアレコレ詮せん索さくするのも良くないし……。

「それにしても、そんな厳しい家でよくアニソン三ざん昧まいの生活を送れたもんだね」

「部屋にはパソコンがありますから。インターネットは籠かごの鳥の不幸な女の子を自由にしてくれるのです」

「なるほど」

　部屋で大人しくヘッドフォンでもしていれば家族にもバレないってワケか。

　……まぁ、下手すると引きこもりのネット廃はい人じんが出来上がっていたかもだけど。

　でも、そのおかげで律夢はアレだけの演奏が出来るようになったのかもしれない。

　もちろんネットで動画を観みているだけでトランペットが上手うまくなるわけじゃないし、得意な曲もアニソン限定という弊へい害がいも出ているし、何より他ほかの演奏者に合わせることが出来ないっていうとんでもない欠点まで抱かかえているわけだけど。

　演奏の中で、律夢の表現しようとしている世界が広がってゆくあの感覚。

　一いつ緒しよになって「楽しい！」って感情に引っ張られてゆく。

　それって凄すごい才能だと思う。

　だけど、だからこそ不思議だ。アニメが好きだからアニソンの演奏が上手い。それは別に不思議なことじゃない。でも、だからってなんで『星せい条じよう旗きよ永遠なれ』はダメなんだ？　ミスは連発するし感情の欠片かけらもこもっていなかった。ルパンの演奏があれだけ表現力に満ち溢あふれていただけに、その極きよく端たんなレベルの低さが余計に際きわ立だってしまうのだ。

「真面目まじめな話、なんで普ふ通つうの曲になると途と端たんに上手く吹ふけないの？」

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん。何故なぜなんでしょうか？」

　ガクッ。

「いや、訊たずねているのは俺なんだけど……」

「す、すみません。でも、自分でもよく判わからないのです。アニソンだと曲のイメージが簡単に摑つかめるのです。こう、物語の中にス～って入ってゆけると言いますか」

　物語の中にス～っと入ってゆける──か。

『演奏していると自分の世界に浸ひたってゆく、酔よう、悶もだえるって話はよく聞くけど、物語の中に入ってゆけるってのはあんまり聞いたことがないわね』

　確かに聞いたことがない。曲の世界に入れるってことは、それだけ曲のイメージ──世界観を緻ち密みつに奥深く把は握あく出来ているってことなんだろう。

　反面、他ほかの人の演奏をまるで聴きいてない。

　そこを上手うまく調整出来れば、ひょっとしたら律夢りずむはとんでもなく化けるかもしれない。

　それこそ南みなみ里ざと桜乃音かのんに匹ひつ敵てきするくらいの──いや、流石さすがにそれは言いすぎかな。

　それでも修正するべきところは修正していけば、間ま違ちがいなく凄すごい演奏者になれるハズだ。

「はい、到とう着ちやくっと」

　そんなこんなとアレコレ考えている内に、俺たちは目的の場所に到着した。

　海側がわにある公園──と言うより、海に面した公園と言うべきか。

　きちんと管理された芝しば生ふの敷しき地ちに、水みず際ぎわに沿って散歩が出来るプロムナード。そして千人以上も入れて自由に使える円形ステージまであって、トランペットはもちろん大人数のブラスバンドが集まっても誰だれにはばかることもなく音を出せるありがたい場所だ。

「──よし」

　ケースから取り出したトランペットを構え、俺はマウスピースに息を吹ふき込んだ。

　近代的な建築物の様式美を水面に映した美しい乙おと歌がの街並み。

　プロムナードに響ひびく波の戯たわむれ。

　潮風に躍おどるカモメの翼つばさ。

　こういうシチュエーションにはピッタリの名曲を、練習がてらにちょいと奏かなでてみる。

『ふーん。『風と海との対話』ね。ちゃんと覚えていたんだ』

「なんですか、それは？」

『ドビュッシーの交こう響きよう詩し『海』の第三楽章よ。内陸にあるブルゴーニュから、見えない海をイメージしながら描えがいたって言われている三つの楽章の一番最後。近代音楽史上最も重要な作品の一つ、なんて言われているわね』

「はぁ……そうなんですか」

　流石に桜乃音は直すぐに判わかってくれたみたいだけど、律夢は──絶対に判ってないな。

　演奏しながら俺は内心で苦笑した。

　まぁ、本来はトランペット一本で演やる曲じゃないし、乙歌の港町だってドビュッシーのイメージしたサンギネールの島々の美しさとはきっと別物だろうし。そこは俺の中でイメージを膨ふくらませて演奏してみました。丁度、律夢がアニメの世界を演奏しているみたいに。

「──っと、こんなもんかな」

　切りの良いところで俺は演奏をストップした。トランペットの為ための曲じゃないから、いつまでも主しゆ旋せん律りつを奏かなでていてもしょうがないからね。

「凄すごいです正まさ輝きさん。とっても上手です」

　ぱちぱちと手を叩たたく律夢りずむ。いや～、それほどでも。へへへ。

『相変わらず下手クソね。あたしならその百倍は上手うまく演奏出来るわ』

　酷ひどっ！　そりゃヨーロッパで金賞獲とって来た桜乃音に比べたら下手くそだろうけど、律夢みたいに少しは褒ほめてくれたっていいじゃないか。だって、ほら。俺って褒められて伸のびるタイプだと思うわけで──ん？

『何か言いたいことでもあるわけ？』

「いや、そうじゃなくてあの子───」

「あの子──あら？」

　俺の視線を追って、律夢と桜乃音かのんの眼まな差ざしがそこへ向く。

　ポツリと一人、プロムナードからこっちを見ている小さな女の子へ。




　　　　　　　　　　２




　外国の女の子──かな？

　フォーマルの白いワンピースに綺き麗れいな赤い靴くつを履はいた十歳くらいの女の子は、銀色の髪かみを潮風に躍おどらせて、まるで人形か妖よう精せいみたいに愛らしかった。

　それにしてもどうしたんだろう？

　公園に家族連れはいっぱい居るけど、女の子はたった一人。周りを見ても女の子の家族らしき人は見当たらない。ただ俺が持っているトランペットが珍めずらしいのか、それともさっきの演奏に思うところがあったのか、ジッとこちらの様子を窺うかがってきている。

　その眼差しも、なんだか不安で泣き出しそうな雰ふん囲い気きだ。

　これって、ひょっとして───。

「正輝さん。ちょっと行ってきます」

「あ、おい律夢!?」

　俺の中で結論が出るよりも先に、律夢が女の子の元に近づいていく。

『どうするの？』

「どうするのって、放ほうっておくわけにもいかないだろ」

　言って、俺も律夢の後を追いかける。

「こんにちは。お嬢じようちゃん、もしかして一人？」

「───？」

「あ～、えっと大だい丈じよう夫ぶ。お姉さんは別に怪あやしい人間じゃないですよ？」

　笑え顔がおを絶やさず、しゃがんで女の子と同じ高さの目線になる律夢りずむ。

「大したもんだね」

　俺は素す直なおに感心した。多分、この女の子は迷子だろう。だけど、迷子に話し掛かけるのは、わりと勇気がいると思う。間ま違ちがっていたらどうしようって思うし、余計に怖こわがらせたり大声で泣き出されたりしたらって尻しり込ごみもするし。ましてや外国人の迷子（？）を相手に物もの怖おじ一つしないで話し掛けるなんて、俺にはちょっとハードルが高すぎだ。

「───」

　女の子がこちらを見上げた。北ほく欧おう系かな？　綺き麗れいな鳶とび色いろの瞳ひとみには泣き腫はらした痕あとがくっきりと残っていて、それがとても痛々しかった。

　そして女の子が小声で何か答えた。けど、小さすぎて上手うまく聞き取れない。

「……[image: о][image: т][image: е][image: ц]」

　──は？

　え、今なんて発音したんだ？

「[image: о][image: т][image: е][image: ц]……[image: о][image: т][image: с][image: у][image: т][image: с][image: т][image: в][image: у][image: ю][image: щ][image: и][image: й]……」

「………」

　ダラダラと大量の汗あせが顔面から噴ふき出してきた。

　わ、判わからない。

　英語じゃないのは、判った。でも、それだけ。どこの言葉なのかさっぱり判りません。

「困りました、正まさ輝きさん」

　うん。確かにこれは困った。片かた言ことの英語くらいなら、って思ってたんだけど───。

「この子、もしかしたらゼントラーディ語を喋しやべっているのかも」

「そんなワケないから！」

「？？？」

　俺の突つっ込こみに女の子の顔に「？」がいっぱい浮かんだ。日本語が通じてないようで何よりだ。が、雰ふん囲い気き的にアホが居ると思われたかもしれない。

『ロシア語じゃないの、それ？』

　桜乃音かのん？

『お父さんの公演で何度かロシアに行ったことがあるから、多分間違いないわよ』

「流石さすがは桜乃音。年に何度もヨーロッパに渡わたっていたのは伊達だてじゃない！」

「デカルチャーです桜乃音ちゃん！　それじゃ早さつ速そく、通訳を───」

『えぇ!?　ロシア語だって判るだけで、喋れるなんて一言も言ってないわよ!?』

　……お～い。

『何よその「うわ～、役に立たねぇ～コイツ」って感じの呆あきれた目は!?』

　いや、別に。ただ、まぁ……ねぇ？

『そ、それよりもこの子のことはどうするのよ？　迷子なのは間ま違ちがいないみたいだけど、交番にでも連れて行くの？』

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん。そうだな。それがいいかも」

　と、女の子を近くの交番まで連れて行こうと手を伸のばしたら、女の子はサッと怯おびえたように律夢りずむの背中に隠かくれてしまった。警けい戒かいされているのかな。ちょっとショックかも……。

「あの、正まさ輝きさん。いきなり警察に連れて行くのは、少し待って頂けないでしょうか」

　おずおずと、女の子を俺たちから隠すように庇かばいながら律夢が言った。

「この子はきっと、お父さんかお母さんが探してくれるって信じていて、この場所から動きたくないんだと思うんです。もしかしたらはぐれた場所がこの公園で、ここから動いたらもう会えなくなるんじゃないのか、っとか……。も、もちろんそんなことはないですし、警察に探して貰もらった方が早いとは思うんですけど、でも……その……」

　しどろもどろと、もどかしそうに。

　自分の言いたいことを上手うまく言葉に出来ないのか、律夢自身困ったような顔をする。

「いや、別に警察に連れて行ったからって、逮たい捕ほされるわけじゃないんだからさ？」

「そんなことは判わかっています！」

　ちょっと怒おこったようにムッとした顔が俺を睨にらむ。

　驚おどろいた。

　驚くほどの怒った声って意味じゃなくて、律夢が怒ったような声を出したことに驚いた。それに迷子の女の子に対して、こんなにも必死なことにも。いつもの律夢とちょっと違うような気がする。母性本能が強いから？　それもちょっと違うような……。

「ちょっとだけでいいです。せめてこの子を少しでも安心させて、泣いていた顔を笑え顔がおにさせてあげられたらって──それだけなんです」

「でも、実際どうする気なんだよ律夢？　こっちの言葉は通じなさそうなんだけど」

「大だい丈じよう夫ぶです。言葉が通じなくても、わたしたちには共通の言語があるじゃないですか」

　あったっけ、そんなもの？

　首を傾かしげる俺に律夢はニコリと笑った。

「これです」

　と、胸の位置に掲かかげたのはセミハードのトランペットケース。

「まさか律夢……」

「はい。そのまさかです」

　言って、律夢はケースの中から金こん色じきのトランペットを取り出した。

「[image: т][image: р][image: у][image: б][image: а]……？」

　女の子が不思議そうに何かを呟つぶやいた。相変わらず何を言っているかは判らないけど、ひょっとしたら楽器に反応したのかもしれない。

「音楽という言語の前に、言葉の壁かべも国境もありません。日本人もアメリカ人もロシア人もゼントラーディ人も一いつ緒しよです！」

『言いたいことは判わかるけど、だからって本当に上手うまくいくと思うの？』

「思います！　楽しい音楽は楽しいんです！」

　ハッキリと言い切った。そして組み込んだマウスピースに唇くちびるを当て、Ｂ♭管トランペットから滲にじみ出す温かな音ね色いろが耳に広がった。

　同じトランペットでも、吹き手と楽器が変われば音質も変わる。

　桜乃音かのんと、桜乃音のトランペットが切れのある白銀の音色を奏かなでるのに対し、律夢りずむのトランペットは──温かい。春の陽光。山やま吹ぶき色を思わせる柔やわらかな輝かがやきを持った音だ。

　そして音色はＢベーからＣチエーへ、ＣチエーからＤデーへ。

　ウォーミングアップのための音色を奏で、音階を上り──また下る。

　と、一いつ拍ぱくの間を置いて、

「───」

　心地ここちの良い16分音おん符ぷと８分音符の陽気な組み合わせが渚なぎさの公園に走り出す。

　うずうずと身体からだが疼うずく元気な音色。

　それはカーニバルのように胸を熱く高鳴らせてゆく。

　どっきりするような不思議な何か。

　びっくりするような素す敵てきな何か。

　毎日がまるで日曜日みたいに楽しくなってくる、魔ま法ほうみたいな、そんな力。

　使えるわけがないけれど、本当に在るわけがないけれど。

　もし。

　そんな力が使えたら、どうしよう──なんて、思わせてくれる愉ゆ快かいな曲。

「まさか、おジャ●女の曲を演奏するとは思わなかったよ」

　なんて懐なつかしい曲なんだろう。何年前のアニメになるんだ、これって？　それも無印のＯＰだから、ひょっとしたら十年くらい昔の曲になるんじゃないのかな。

『つまりこれって、やっぱりアニメの曲なのね』

　ピリカピリララ。オフコースです。バリバリにアニソンです。

　名曲です。

　否いな、神曲です。

　ディス・イズ・アニソン。まさに王道を往ゆく至高の一曲。

　聴きいている俺までうずうずしてくる。

　──いや、俺だけじゃない。

　見ればさっきまで不安そうだった女の子まで、瞳ひとみをキラキラさせてうずうずと。

　よく考えたらこれくらいの女の子向けに創つくられたアニメで、ＯＰなんだよな。

　だから演奏する律夢りずむを見上げる女の子は楽しい音楽を、ただ楽しむがままに。

「それにしても───」

　こんな速はや吹ふきの技ぎ巧こう的なパートを、トランペット一本で、よくもまぁ。

　音を速く吹こうとすると、しばしば速く吹くことが目的にすり替かわってしまうことがある。

　でも、それは違ちがう。

　表現として曲が速いのであって、速く吹くのが演奏の目的じゃない。そこを勘かん違いすると音に感情移入なんて出来ない。ただ吹いているだけのダメダメな演奏だ。

　だけど律夢の演奏は相変わらず情感に溢あふれている。

　デタラメさも相変わらずだけど、活いき活きとしたその演奏を聴きいていると、俺も───。

『……ちょっと。どうして正まさ輝きまで楽器を構えているのよ？』

「どうしてって、決まってるじゃないか。俺も演奏に加わる為ためだよ」

　即そつ興きようで、音もメロディーもうろ覚えで、どこまで吹けるかなんて判わからないけど。

（ラストのダル・セーニョからＣメロに相当する部分だけなら、なんとか）

　思い出す。原曲の流れ、メロディーとハーモニー。そしてそこに音を重ねる。律夢が奏かなでる音と、旋せん律りつを。二つの音を重ねて合わせ、その裏に自分の音を──差し込む。

　吹き込む息吹いぶきは白銀のトランペットを震ふるわせて、煌きらめく音を紡つむぎ出す。

　大きな主旋律の流れの中で、共存しつつも補完するもう一つの旋律──副旋律。単に『裏メロ』とも呼ばれるソレを加味することで、曲はより一層の面おも白しろさと深みを増してゆく。どんなに律夢が天才でも、一人では決して吹くことの出来ないもう一つの音だ。それが主旋律の切れ目を滑なめらかに繫つないで支える、俺の音。

「………」

　と、律夢と不意に目線が交差した。

　その瞬しゆん間かん、全すべてがカチリとハマる音が俺には確かに聞こえた。

　手と手を合わせたダンスのような、或あるいは弾はずんだ会話を楽しむような。

　二つが二つで一つになる。

　そんな不思議な感覚で満たされてゆくこの一瞬が、たまらなく楽しくて。

　──そうか。そうなんだよな。

　楽しいんだ。律夢と一いつ緒しよの音楽は。とても単純な結論だけど、これだけは絶対だ。

　誰だれよりも間近で律夢の音を聴きながら、他ほかの誰でもない自分自身の音で曲を繫ぎ、重ね、響ひびかせる。この感覚に勝まさる面白さなんて俺の中にはきっとない。

〝やっぱり律夢は凄すごい。即興でこんな演奏が出来る高校生なんて、そうはいないよ〟

『それを言うなら即興で裏メロを入れる正輝だって充じゆう分ぶんに───』

〝え？　なんか言った？〟

『なんでもない！』

　そして律夢りずむと俺を見上げる女の子は、
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　言ってる意味は判わからないけど、パチパチと手を叩たたいて喜んでくれている。

　律夢の言った通りだった。楽しい音楽は魔ま法ほうと同じ。こんなにも愉ゆ快かいな曲の、こんなにも楽しい演奏を前にして、泣いているままの子供なんて居ないんだ。

　そこに言語も国境も関係ない。

　音楽は──楽しいんだ。

『そうよ。音楽は楽しいのよ。音を楽しむから音楽なんだもの』

　ふと横に並んだ桜乃音かのんが、その眼まな差ざしを律夢に向けたまま呟つぶやいた。

　妙みように重い声だった。神妙な、怖こわいほどスッと細められた桜乃音の眼差しは、真しん贋がんを確かめようとする音楽家の目だった。それは俺のよく知っている幼おさな馴な染じみじゃなくて、俺のよく知らない南みなみ里ざと桜乃音のもう一つの顔。

　その顔が、唇くちびるが、言葉を紡つむぐ。

『それなのにどうして悲しい──ん、少し違ちがう。寂さびしいのかしら、あの娘この演奏は───』

　……なんだって？

　聞き間違えかと思ったけれど、そうじゃない。

　以前にもこれと同じようなことを桜乃音は言っていた。

　だけど、一体どこが？

　俺の耳に聴きこえてくるのは光の粒つぶのようにキラキラと輝かがやく金こん色じきの音ね色いろ。

　この音色の一体どこに寂しさが含ふくまれているんだ？

『それがあの娘の、多分、根っこよ。簡単に言っちゃえば───』

　っ──!?

　桜乃音は言った。

　でも、意味が判らなかった。

　判らないまま、俺と律夢の演奏は盛り上がり──そのまま無事に終しゆう了りようした。

　と、その瞬しゆん間かんだ。

「ソーニャ！！！」

　公園の入り口から咆ほう哮こうのような野の太ぶとい声が飛び込んできたのは。

　振ふり返った視界の先に、こっちに向かって突とつ進しんしてくる大おお柄がらな外国人が居た。

　癖くせの強そうな銀色の髪かみに、顎あご全体を覆おおった髭ひげ。灰色のスーツに包まれた肉体は重量級の格かく闘とう技ぎ選手の如ごとき威い圧あつ感に満ち溢あふれている。と、いうか熊くま。巨きよ大だいな灰色熊。鳶とび色いろの視線がぶつかる。眼まな差ざしロックオン。彫ほりの深いいかめしい顔がまっしぐらに突つっ込んでくる。

　ちょ、マジですか!?

　立ち尽つくすことしか出来ない俺たち目め掛がけて巨漢の男は猛もう然ぜんと迫せまり、俺の背骨くらいやすやすとへし折れそうなぶっとい両腕うでを広げ、腰こしを低く落とし───。

「ソォ[image: ～][image: ～][image: ～]ニャ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッッ！！！」

　喜ぶ女の子を両手で軽々と持ち上げた。

　……あれ？

「これは一体？」

　大男は女の子を抱だきかかえ、今にも感激の涙を流さんばかりに大喜び。彫ほりの深い髭ひげ面づらがクシャクシャになっている。え、何この人？　人さらい？　それともロリコン？　ってか、俺のことスルーなの？　逃にげてもいいの？──いや、流石さすがにこの状じよう況きようで女の子を一人残して立ち去るってのも、人としてどうだろうか。

　俺が自分の命と人としての尊厳を天てん秤びんに掛かけていると、桜乃音かのんがポツリと言った。

『よく判わかんないけど、普ふ通つうに考えたら女の子のお父さんなんじゃないの？』

「おおっ！　なるほど。言われてみれば確かにその可能性が……！」

『………』

「いや、あの、真まに受けないでよね、冗じよう談だんなんだからね？　マジでそんな本物のアホを見るような目を向けるのは止やめてくれない？」

『ん、別にそうじゃなくて……そんなわけないわよね。多分、気のせいだわ。それに正まさ輝きが本物のアホだってことくらい、ずっと前から知ってるし』

　ふむ。まぁ、それならいいか──って、いいわけないよっ！

「ア～。少しよろしいデスカ？」

「うおぅ!?」

　ぬっと、唐とう突とつに頭上から降ってきた大きな顔に心臓が止まるかと思った。

　関せき島しまさんよりも更さらに頭一つ高い。それくらいの身長差があるもんだから、まるで巨きよ人じんを相手にしているような気分だ。そんでもって分厚い胸むな板いたに広い肩かた幅はば。この人のスーツ一着分の生地があれば、平均的な日本人なら二着分は作れそうな気がする。

　いやいやそれより根本的な疑問として、何者なんだこの巨大な外国人は？？？

「娘むすめが迷めい惑わくをかけたようデ、本当にありがとうございマシタ」

　ニコリ、と大男は柔にゆう和わな笑え顔がおを俺に向けた。

　熊くまみたいに厳いかつい顔つきの割に、笑うと妙みように人懐なつっこい。もうちょっと歳としを取れば灰色熊からサンタクロースになるかもしれない。それに流りゆう暢ちような日本語。ところどころちょっと発音がおかしいけれど、それも愛あい嬌きようみたいなものだ。おかげで随ずい分ぶんと緊きん張ちようが解けてきた。少なくとも会話も成立しないまま、取って食われる心配はないわけで。

「あ～、お礼なら俺じゃなくてコッチの子に言ってやって下さい」

　俺は律夢りずむの腕を摑つかむと、大男に向かって背中を押し出した。

「わ、わわっ!?」

「娘むすめさんの相手をしてあげたのは、俺じゃなくて彼女なんで」

「ほぅほう？」

　女の子と同じ鳶とび色いろの瞳ひとみが律夢りずむに向いた。

「ありがとうございマシタ、お嬢さんデイエーヴウシカ。娘のソーニャもありがとう言ってマス。ソーニャはロシアから初めて日本に来たばかりデ、まだ言葉も話せずに困っていマシタ」

　男は抱だきかかえていた娘を下ろし、その肩かたをポンと叩たたいた。するとソーニャちゃんははにかんだ笑えみを律夢に向けた。ロシア人の少女は妖よう精せいみたいに可か愛わいいって言うけど、なるほどこれは確かに妖精の笑みだわ。

「い、いえ。こちらこそ何も出来なくて！」

「そんなこと、ありマセン。さっきのトランペットの演奏ハ、アナタたちデスヨネ？」

　ロシア人の目線が、俺と律夢のトランペットに向けられた。

「ええ、そうですけど……？」

「そのトランペットの音ね色いろに惹ひかれテ、私はココに来マシタ」

　え～っと。それってつまり、娘を探している最中にトランペットの音が聴きこえて、ついついコッチに来ちゃったってことなんでしょうか……？

「職業病、というやつデスネ。ハハハ」

　いや、ハハハじゃないから。ってか、どんな職業なんですかソレは。

「それにシテモ、二人とも面おも白しろいトランペットデシタネ」

　しかも「上手うまい」でも「楽しい」でもなく「面白い」ときたか。

　実に的確と言うか、なんて言うか。

「娘も、とても面白かったと言ってマス」

「はい。喜んで貰もらえたのなら嬉うれしいです」

　あ～、律夢。嬉しいのはいいんだけど、多分それは純じゆん粋すいな褒ほめ言葉じゃないからね。

「アナタたちハ日本の音楽学校の学生さんデスカ？」

　訊たずねられ、俺と律夢は顔を見合わせた。

「いいえ。音楽学校というわけではないです」

「俺たちは普ふ通つうの高校に通っています。トランペットはクラブ活動です」

「おお、なるほど。吹すい奏そう楽がく部デシタカ」

　良かった。吹奏楽部という言葉を知ってくれていて助かった。これがアメリカ人なら『ジャパニーズ・ハイスクール・ブラスバンド』で通用するんだろうけど、推すい定ていロシア人さんだとなんて言えばいいのか判わからなかったし。

『………』

〝で、さっきから何を不服そうな難しい顔をしているんだよ、桜乃音かのん？〟

『不服とかそういうわけじゃなくて……』

　じゃあ一体なんなんだろう。よく判わからないヤツだなぁ。

「おっと。申し訳ないデスガ、私には用事がありましテ、そろそろこれで失礼しマス。本当にありがとうございマシタ」

「あ～、いえいえ」

　出された手を摑つかむ。

　とても硬かたくて、大きい……です。

　──じゃなくって。

「アナタたちが音楽に関かかわっているのナラ、また近い内に会えることもあるデショウ。それでハ名残なごり惜おしいデスガ、デ・スヴィダーニャ。さようならデス」

　お父さんに手を引かれて公園を後にするソーニャちゃんは、何度も振ふり返っては律夢りずむと俺に向かって手を振ってくれた。
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「──ってなことが、昨日あったわけなんですよ」

　翌日の放課後。

　今日は体育館を使わせて貰もらえるということで、取とり敢あえず放課後の部室にやって来た俺と律夢は、先に部室で待っていた部長さんと工く藤どうさんに昨日あった出来事を話していた。

「あらら。そんな大変なことあったのね」

「ええ。わりと大変な出来事でしたよ」

「でもでも、良かったわね、ちゃんと保護者の人が見つかって。それに休みの日にまで海側がわの公園まで行って練習だなんて、ちょっと感心したかな」

　ニコニコと部長さんはタレ気味の目め尻じりを下げた。

　こんな風に喜んで貰えると、なんだかこっちがこそばゆい。──まぁ、実際のところ自主練習を強調したのは桜乃音かのんで、迷子の子に構ってあげたのは律夢なんだけど。

「ところで先せん輩ぱいたちは昨日はどちらに？」

「わ、私たち、ですか？」

　訊ねると部長さんの表情に、なんだか慌あわてたみたいな動どう揺ようが奔はしった、ような？

「……私と京きよう香かなら昨日はクラスで話題のクレープ屋に」

「な、凪砂なぎさ!?　なんで言っちゃうかな!?」

　途と端たんに部長さんの首が真っ赤に染まった。でも、そんなに慌てるようなことだろうか。学校帰りにクレープ屋に立ち寄るくらい、別に隠かくすほどのことでもないと思うんだけど。

「……因ちなみに私はストロベリースペシャル」

「あ、美味おいしそうっすね」

「そして京きよう香かがチョコレート＆バナナとマンゴーフルーツ、クリームチーズとベリーベリーソースとバニラ添ぞえ」

「ふ、二つも食べたんですか。それはまた───」

「そして京きよう抹まつ茶ちやと小豆あずきの和風クレープ」

『って、三つも!?』

　と、それまで沈ちん黙もくを保っていた桜乃音かのんが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　でも、その気持ちは判わからないでもない。クリームたっぷりのクレープなんて、俺には一つで充じゆう分ぶんだ。それを一人で三つですか……。

「お、美味おいしそうだったから、つい、選び切れなくて……」

　いや、選び切れなくて、じゃなくて。

「ちょっと凄すごいかもです。わたしも甘いものは大好きですけど、クレープ三つは無理です。二つでもちょっと……」

『あたしも二つ以上はパス。カロリー的に、絶対に無理』

　律夢りずむと桜乃音も呆あきれ気味だ。全く、それだけの数のクレープが先せん輩ぱいの細い──とはちょっと言い難がたい、ふかふか気味の身体からだの何処どこ……に、入る……のか………。

「………」

　ああ。なるほど。

「納なつ得とくした!?　今、日ひ野のくん私の身体を見て何か納得しなかったかな!?」

「……いえ、そんなことは」

　あったりするけど、そこは言わぬがなんとやら。

「でもでも！　返事に一いつ瞬しゆんの間がなかったかな!?　い、言っておきますけど、クレープを一つや二つ食べたくらいで体重が増えたりなんかしないんですからね!?」

「……いいえ、増えるわ」

「ひゃぁ!?」

　そこへ部長さんの背後から工く藤どうさんがガッツリと胸を揉もみ上げた。もしくは持ち上げるが正しい表現かも。制服の上から両手で余るほどの大容量。コイツはＣなんてゆるい代しろ物ものものじゃない。Ｄ、いやひょっとしたらＥ。或あるいはそれ以上の……！

「……ここと、ここ。お腹なかに肉が回らなくても、京香の場合はここの肉が膨ふくらむ体質」

『な、なんて恨うらめしい体質……！』

　歯ぎしりが聴きこえてきそうな桜乃音の声だった。

　頼たのむからそんなことで本当に恨むなよ、ペッタン娘コ幽ゆう霊れい。

「凪なぎ砂さ！　日野くんたちが見ている前で、どうしてそういうことをするのかな！」

　工藤さんを振ふり切って、部長さんは両腕うでで胸を隠かくしながら叫さけんだ。もっとも、隠そうとしても全然隠せていないんだけど。むしろ寄せて、たくし上げて、凄いことになっています。部長さんは自分の体型にコンプレックスがあるみたいだけど、俺的にはこれくらいぽちゃっていうかフカフカな感じなら、むしろ可か愛わいくてバッチ来いなんだけどなぁ～。

「……そうね、ごめんなさい。京きよう香かの大きな胸は一年生じゃなく、とある三年生に見せつけるべきだったわよね」

「ああああああのね凪なぎ砂さ？　だからね？　どうしてそういうことを喋しやべるのかな!?」

　チラチラとコチラの様子を窺うかがってくる目は本当に恥はずかしそうで、見ている俺の方が申し訳なくなってくる。ところで見せつけたい三年生って、一体何の話なんだろう？

　あ、三年生といえば───。

「関せき島しまさんは、今日は休みなんでしょうか？」

　昨日は来てたのに。ヤル気だったみたいに見えたのは俺の勘かん違ちがいだったのかなぁ。

「そ、そこでなんで関島センパイの名前が出てくるかな!?」

「へ？　いや、ただ昨日は部室に来てたのに、今日は姿が見えないなって……」

　そう思ったダケなんだけど、なんかマズイことを言ったのか、俺？　目をパチクリさせた部長さんの顔が益ます々ます赤くなり、水蒸気爆ばく発はつでも起こしそうなレベルになってきたんだけど。

「……ＧＪ。まーくん」

　そこへ工く藤どうさんが俺の肩かたをポンと叩たたき、親指を上げた。意味が判わからない。ってか、誰だれがまーくんですか、誰が。

「──コホン。関島センパイなら、今日が面談の日のはずですよ」

　なるほど、それなら顔を出せないのも仕方ないか。三年生は大変だもんなぁ～。

「ところで関島さんって、今までもずっと編曲作業をやってたんですか？」

「ん？　えーと、そうなるかな。私たちが一年生だった頃ころから編曲をやっていた、かな」

「……何故なぜならひなこちゃん先生は編曲が出来ない」

　あ～、そう言えばそうでしたね。顧こ問もんのひなこちゃん先生が編曲作業が出来ないから、代わりに関島さんがやっているんでしたっけ。

「……基本的に、先せん輩ぱいは面めん倒どうなことはやりたがらない人」

　工藤さんが言う。確かに、いかにもそういうイメージがある。

「……でも、見ていて危なっかしい人に対しては、実は面倒見は悪くない」

「そうなんですか？」

　見た目は灰色頭のＶ系だけど、顧問の代わりに編曲を引き受けちゃうくらいだし、確かにそうなのかもしれない。それにひなこちゃん先生が頼たよりないってのも納なつ得とくの話だ。優やさしそうな先生だけど、頼りになるかと言われるとそれはまた別の問題。

『ふ～ん。そう言えば合奏した後、演奏する楽がく譜ふを探していた時もあの先輩、アンタたちの様子を見に来てたわよね』

　……え？　それってまさか、俺も危なっかしいヤツだって思われているってことなの!?

『違ちがうの？』

　ショックだよ！

「ちょっと怖こわそうかなって思っていましたけど、本当は優やさしい先せん輩ぱいなんですね」

　違うぞ律夢りずむ！　そこは喜ぶところじゃなくてだね!?　優しくして貰もらえるってことは、頼たよりないと思われているってことで、それはかなり不ふ名めい誉よなことなんだからね!?

「……あの先輩は、つまりはそういう人。逆に手の掛かからない相手にはほったらかし。そして二年で部長を務める京きよう香かはしっかり者認にん定てい。故ゆえに先輩からは絶賛放置プレイ中。それが京香にとっては欲求不満──ムギュ」

「ななななな何を言っているのかな、ね、凪なぎ砂さ？？？」

　再び顔を赤くした部長さんが慌あわてて工く藤どうさんの口を塞ふさいだ。

「そ、それってつまり、京香先輩はそういうことなんですか!?」

　すると今度は律夢まで、興奮気味に身を乗り出した。

「ふ、ふ、ふ。でも、残念なことに京香がだらしないのはお腹なかだけだから」

「ふ、ふ、ふ、じゃないわよ凪砂！　違いますからね秋あき築づきさん！　日ひ野のくんも！　それから私のお腹は別にだらしなくなんてないですからね!?」

「いや、あの～。俺、さっきからの会話の意味がよく判わからないんですけど……？」

　おずおずと手を挙げる。お腹がだらしないかは、ともかくとして。

「部長さんが関せき島しまさんから放置されているってことは、それだけ信しん頼らいされているってことなんですから、それってとても良いことなんですよね？」

「………」

「………」

「………」

　え？　あ、あれ？　なんですかこのアウェー感漂ただよう微び妙みように白しらけた空気は？

『正まさ輝き、アンタねぇ……』

　桜乃音かのんまで!?　え、俺なんか間違ったこと言ったの!?

「「「『はぁ～』」」」

　重なり合うため息の四重奏カルテツト。

　判らない。女子の考えていることが、俺にはさっぱり判らない。

　──ま、そんなことより。

「今日からはなんの曲を練習するんですか？」

　路上演奏会の次の演奏。その予定を俺はまだ聞いてない。吹すい奏そう楽がく部の甲こう子し園えん──夏の定期演奏会は七月だから、まだ三ヶ月も先だ。今から練習するのは早すぎるってこともないけど、定期演奏会に備えるのなら流石さすがにアニソンは使えない。

　そうなると、今度は普ふ通つうに吹奏楽部らしい選曲にするべきなんだろうけど───。

　俺はチラリと律夢りずむを見やった。

「？」

　果たして今の律夢に、アニソン以外の曲が演奏出来るのか？

　何せ『星せい条じよう旗きよ永遠なれ』ですら及きゆう第だい点に程ほど遠とおいレベルだったし。そう考えると七月の演奏会までは、『まだ三ヶ月』じゃなくて『たった三ヶ月』しかないワケだ。

「まっ、それでもなんとかなるか」

　ちゃんと、しっかり、練習をすれば。

　そう思って一人頷うなずいた俺の耳に、

「なんとかなるようにはとても思えませんが」

　不ふ機き嫌げんそうなその声が、背後から唐とう突とつに響ひびいた。

　──え？

　思わず振ふり返る。

　ノックもしないで開けられたドアには知らない女子生徒が腕うでを組んで立っていた。

　乙おと歌が南みなみ高校とは違ちがう制服。だけど俺はその制服を知っている。いや、俺だけじゃなくて、多分地元でそれを知らない人間なんてそう滅めつ多たと居ない。

　気品と清せい楚そさを兼かね備えた純白のワンピースに、胸に刺し繡しゆうされた赤い校章。

　それは律夢が中学校まで通っていて、そのままエスカレータ式で進学していたはずの私立松しよう院いん大学付属高校──松院付属の制服だった。何十年も昔からデザインを変えていないという制服は、それに相応ふさわしい歴史と伝統を感じさせるのだけれど、それを自分に合わせてコーディネートさせたみたいに目の前の少女は着こなしている。

　予期しなかった松院付属の女子生徒の闖ちん入にゆうに、俺たちはしばし反応出来なかった。

　──ただ一人を除いて。

「お姉ちゃん……！」

　震ふるえた声で呟つぶやいた律夢の顔色は、痛々しいくらいに真っ青だった。




　お姉ちゃん───？




　俺は改めて少女の顔を見やった。

　言われてみると、ほんの少しだけど律夢の面おも影かげがその顔立ちの中にある。キツイ眼まな差ざしやスラリとした長身なんかは別人だけど、逆に言うと律夢をもっとキリリとさせてスーツが似合うようにメイクアップしたら、きっとこんな感じになるだろう。

「失礼させて頂きます」

　言って、少女はこちらの返事も待たずに部室の中に踏み込んできた。不ぶ躾しつけな俺の視線なんか最初から存在しないかのように無視され続けている。

「全く、貴女あなたは……。高校生にもなって、まだあんな曲を吹ふいているのですか？」

「え、あっ、その……」

「一昨日おとといの野外演奏はまだ良しとしましょう。あれは部としての演奏。個人が好き勝手に演奏したわけでないと判断します。ですが───」

　一いつ旦たん、言葉を区切ると、鋭するどい眼まな差ざしが更さらに鋭く引き絞しぼられる。

「昨日の演奏。アレはなんですか？」

　冷たく言い放つ。

　昨日の──って、アレのことか？

　でも、なんであの場所に居なかったこの人が知っているんだ？

「とぼけても無む駄だですよ律夢りずむ。貴女が演奏をしたことは確かく認にんしています」

　口ごもる律夢を、けれども少女の瞳ひとみが赦ゆるさない。

　鋭く尖とがった眼差しが律夢を睨にらむ。

　侮ぶ蔑べつの色を隠かくそうともしない瞳。

　一歩、少女は律夢へにじり寄り、気け圧おされたように律夢は二歩後ずさる。

「あの～、ちょっといいですか？」

　その余りにも険悪そうな空気に耐たえかねて、俺はおずおずと声を掛かけた。

「──誰だれですか、貴方あなたは？」

　ギロリ、と鋭い視線がコッチに向いた。……うう、マジで怖こわい。

「え～と。いきなりやって来て口論されても困るといいますか、なんていうか。律夢のお姉さん、なんですよね？」

　内心、冷ひや汗あせダラダラだった。よく声が裏返らなかったなって我ながら思う。まぁ、それはコワイ目線に蹴けりまで飛ばして来る女の子と、十年以上も幼おさな馴な染じみを続けている耐たい性せいのたまものなんだろう。喜んでいいのか哀かなしむべきなのかは判わからないけど。

「律夢、ですって───？」

　律夢の名前を口にした途と端たん、目つきに一段と怖さが増した。

「関係のない人は口を挟はさまないで頂けますか？」

「関係ならあります。俺は律夢と同じ、吹すい奏そう楽がく部の部員ですから」

「それで？」

「……え？」

　それで、って……え？　あれ？

「同じ吹奏楽部の部員だから、なんだというのですか？」

「だ、だから同じ学校で、吹奏楽部の仲間で、同じトランペットなんですけど……」

「だからそれがどうかしましたか？　他人が姉妹の会話に割って入らないで下さいと、そう言っているのが判りませんか？」

　え、いや、あ、あれ？　なんかキッパリ言い切られちゃったけど、それって正論……なのでしょうか？

〝ねぇ、桜乃音かのんさん？〟

『なんでそこであたしに振ふるのよ』

　と、返ってきたのは半目の湿しめった眼まな差ざしだった。どうやら困っている幼おさな馴な染じみを助けてやろうっていう慈じ悲ひの心はないらしい。ガッデムだよ。

「あの、ちょっといいかな？」

　と、そこへ部長さんが割って入った。

「……貴女あなたは？」

「乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部部長、大おお室むろ京きよう香かです。秋あき築づきさんは私たち吹奏楽部の大切な部員です。失礼とは思いますが、無関係というわけでもないと思いますが」

「……京香が正論。先まずは自分が誰だれであるかを名乗るべき。松しよう院いん付属のオーボエ奏者さん」

　部長さんに続いて、今度は工く藤どうさんまで会話に加わってきた。こういう時、何事にも動どう揺ようしそうにない工藤さんはすっごく頼たよりになる感じがある──のはいいんだけど、オーボエ奏者って何の話ですか？　そんな話、さっきまでの会話でしましたっけ……？

「……そうですね。失礼しました。私は松院大学付属高校吹奏楽部部長、秋築奏かなで。そこに居る律夢りずむの姉です」

　秋築奏……奏さん、でいいか。秋築さんだとややこしいし。

「そちらの貴女あなたが部長と言いましたか？」

「はい」

「では、単刀直入に。今直すぐ律夢を吹奏楽部から除じよ籍せきして下さい」

「な───」

　思わず絶句した。部長さんじゃなくて、この俺が。

「お姉ちゃん、そんな勝手に───」

「勝手は貴女です、律夢」

　反射的に声を上げた律夢を、しかし冷たい声と眼差しがピシャリと遮さえぎる。

「松院から飛び出してまで入部した吹奏楽部で、貴女はまだあんな曲の演奏を続けて満足しているのですか。もしそうなら時間の無む駄だです。直ぐに松院に戻もどりなさい」

「お姉ちゃ───」

「それが嫌いやなら音楽そのものを止やめなさい」

「お姉───」

「拒きよ否ひは認めません」

　有う無むを言わせない声。声だけで終始律夢を圧あつ倒とうしている。それでいて激げき昂こうしているかと言えば、そうでもない。眼差しの鋭するどさは相変わらずなのに、面おも持もちそのものは鉄かチタンでコーティングされたみたいに、本当に冷たい感じのままで。

「あの……それって幾いくらなんでも強引すぎなんじゃないですか……？」

「また貴方あなたですか。いい加減、口を挟はさまないで貰もらえませんか？」

　再び尖とがった眼まな差ざしがコッチに向いた。そりゃ確かに俺は律夢りずむの家族じゃないけど、でもやっぱり納なつ得とくなんて出来っこないよ。

「好きな音楽を好きにやることが、そんなに悪いことなんでしょうか？」

「良い悪いの問題ではありません。律夢の為ためにならないと言っているのです」

「だから、為になるとかならないとかじゃ───」

「律夢には才能があります。他ほかの誰だれにもない豊かな才能が。それをこんな所で無む駄だに腐くさらせる権利が貴方にはあるのですか？」

「っ───」

　その言葉に声が詰つまった。

「中学で律夢の才能を開花させることが出来なかったのは私の責任です。だからこそ、松しよう院いんとは違ちがう環かん境きようで律夢の自発的な成長に私は期待しました。ですが、それは無意味だったと悟さとりました。先日の路上演奏といい、昨日の曲といい、何一つ成長していません」

「そ、そんなことは───」

　ない──とは、言えなかった。

「好きな音楽を好きに楽しむ。なるほどそれも音楽に関かかわる一つの形です。ですが、それで律夢の演奏が今以上に上達すると？　今のまま音楽を続けてどうなると？」

『正論ね。少なくとも彼女の言ってることは間違ってはいないわよ。正まさ輝きの理り屈くつも、学校の部活動の理屈としてはそれでいいかもだけど。でも、彼女が語っている言葉はプロを──音楽を仕事にして世界を目指す音楽家の言葉よ』

　そんな……。プロとか、世界とか、音楽家って突とつ然ぜん言われても───。

　桜乃音かのんの言葉に戸と惑まどった俺は、律夢を見やった。

　俺はそんな言葉、考えたこともなかった。

　だけども同時に、二人の言っている言葉の意味も俺には判わかってしまう。

　律夢には確かに才能がある。南みなみ里ざと桜乃音という天才を身近に知っているからこその、それはある種の確信だ。律夢の才能が開花したらどんな凄すごい演奏が出来るんだろう、って。それが楽しみで、気が付いた時には俺は自分の音楽より律夢の音楽を優先していた。

　路上演奏の曲選びの時だってそうだ。

　自分の演やりたい曲よりも、律夢の才能が一番活いかせそうな曲を選ぼうとしていた。

　もっと上手うまく演奏出来るようになればいいのにと、もどかしさすら感じていた。

　それは多分、俺なんかよりずっと前から奏かなでさんが抱いだいていた感情なんだろう。

　だとしたら、きっと。

　姉である奏かなでさんは、俺以上に律夢りずむの才能が開花する日を待ち望んでいたのかもしれない。

　だったら黙だまっているしか、ないのかな？

　──でも。

　やっぱりそれって、なんか違ちがうんじゃないのかな。何がどうって言われると、具体的には上手うまく言葉に出来ないんだけど。やっぱり違うんじゃないかって───。

「ハイ。そこまでにしマショウネ、奏」

　唐とう突とつにパンと柏かしわ手でを打つ音が耳朶じだを叩たたき、思考がふと現実世界にひき戻もどされた。

　それはどこかで聞いたような片かた言ことの日本語だった。そして廊ろう下かから視界に入ってきた大おお柄がらな灰色スーツ姿の男性に、俺はポカンと口を開いた。

「今日、ここに来たのハ、そういう話をするためじゃないはずデス。違いマスカ？」

「……いいえ」

　渋しぶ々しぶと奏さんが従った、その声。

　律夢も驚おどろいたように目を丸くする。部室に入ってきた大柄な男性の姿に。

「昨日の……？」

「こんにちはスドラーストヴイチエ。また逢あえマシタネ、お嬢じようサン」

　昨日の今日。逢って別れたばかりの行きずりのロシア人（推すい定てい）が、とてもフレンドリーな笑え顔がおを振ふりまきながらそこに居た。

「昨日ハ、娘むすめがお世話になりマシタ。その話を奏にしたら、驚きマシタ。まさか奏と姉妹だったとハ。縁えんは異いなものとはコレのことデスネ。私、今は奏の学校で臨時の音楽の講師をやっていマス。期間限定ですケドネ」

「そうだったんですか……」

「あの、日ひ野のくん？　秋あき築づきさん？　ひょっとして、この人がさっき話してくれた迷子の女の子のお父さん、なのかな？」

「そうなんですよ部長。名前は──名前────」

　………。

　そういや名前をまだ訊きいていなかったような。

「ユーリー・シェルチノコフ」

　横から突とつ然ぜん、工く藤どうさんが言った。

　ユーリー・シェルチノコフ？　はて、聞いたことがあるような、ないような。

「大きな身体からだを活いかしたダイナミックな指揮と音楽表現に定評があり、東とう欧おうの著名な楽団で首席指揮者を幾いく度ども務める。現代ロシアを代表する音楽家の一人」

　なんですと!?

「──と、この雑誌に書いてある」

　工藤さんは読んでいた音楽雑誌『ブラスバンドジャーナル』を広げた。なぁ～んだ。雑誌に紹しよう介かいされていたから知っていたんだ──って、そうじゃなくて！

「うわ、本当に載のってる!?」

　カラーページの写真の一枚。オーケストラの指揮を執とる人物と、奏かなでさんの隣となりでニコニコしている巨きよ漢かんのロシア人は何度見比べても同一人物だった。

「自己紹介、遅おくれマシタ。ですが、そちらのお嬢じようさんが紹介してくれマシタ。ユーリー・シェルチノコフといいマス。どうぞヨロシクお願いしマスネ」

『……そういうことね。道理で見たことがある顔だと思ったわ』

　桜乃音かのん？

『ヨーロッパに行った時にね、この人が指揮をする演奏を聴きいたことがあるのよ。直接会話したことまではなかったから、直すぐには思い出せなかったけど』

　それじゃ本当の本当に、世界的な音楽家が目の前に居る、と？

　──しかし、これで判わかった。

「つまりあなたが余計なことを奏さんに喋しやべったからこんなことに！」

　なんで奏さんが昨日の一件を知っているのかと思ったら、そういうことか！

「？　そうなのデスカ？　よくわからないデスガ、まぁ、いいデショウ」

　いや良くない。ウチの吹すい奏そう楽がく部にとっては、全然良くない！

「さっきも言いマシタ通り、私ハ奏の妹、律夢りずむにお礼を言いに来ただけデス。決して迷めい惑わくをかけるつもりで来たワケでハ、ありマセン」

　と、シェルチノコフさんは柔にゆう和わに微笑ほほえんだ後、少し考えるように顎あごに手を当てた。

「ですが困りマシタ。私ハ、奏の言うことも少し判りマス。一方で、私ハ律夢のことはまだよく判らないデス。彼女にとって何が良くて何が悪いのカ。そもそも今の律夢の演奏にどんな問題があるのカ。何故なぜなら私ハ遠くから、彼女の音を聴いただけデスカラ」

　遠くからちょっと聴いただけで、しかしこの人は律夢の音楽の本質を言い当てていた。

　面おも白しろい演奏だ、と。

　それが本物の音楽家の耳だと言ってしまえば、それまでなのかもしれないけれど。

「そこで改めて私ハ律夢の演奏が聴きたいデス。少なくとも私ハこの場では他ほかの誰だれよりも、音楽のことハ判わかりマス。その上で助言することも出来るデショウ。話ハ、それからでも遅おそくないのではありマセンカ？」

　その時、初めて。

　柔和だったシェルチノコフさんの瞳ひとみに、底知れない凄すごみを感じた。

『つまり、判断してやるから聴かせろって言いたいわけね。……ふん。大したものね。シェルチノコフから音楽を聴かせろ、ですって？　なんて生意気な。何様のつもりよ』

　いやいや落ち着こうよ桜乃音。向こうが聴きたいって言ってるだけなんだから。

　──あ、いや逆か。だからこそか。

　世界的な音楽家がコンクールでもないのに、弟子でもない素人しろうとの学生を相手に演奏を聴きかせてくれとか、普ふ通つうそんな話はあり得ない。あるとしたらそれはその学生が──つまりは律夢りずむがシェルチノコフさんに興味を持たれたってことだ。見込みのない素人の演奏に時間を割さくほど、世界を股またに掛かけた音楽家は暇ひまじゃない。

「幸い、私が来日した理由──仕事の一つハ、一ヶ月後に港の人工島で開かい催さいされる音楽フェスティバルデス。この街の吹すい奏そう楽がく部ナラ、わかりマスネ？」

「それってもしかして、アイランド音楽祭のことですか？」

　俺が言うと、シェルチノコフさんは大きく頷うなずいた。

　アイランド音楽祭っていうのは、早い話が乙おと歌が港の沖おきに造られた巨きよ大だいな人工島で行われる野外音楽イベントのことだ。アマチュアや学生吹奏楽部が中心なんだけど、プロの管かん弦げん楽団だって毎年来るし、音大の先生やらプロの音楽家の講習会もあったりで、ちょっと離はなれた他県からも参加する学校があるくらいの活気のあるイベントになっている。

「部長。それってウチの学校も参加するんですか？」

「え、ええ。毎年、私たちの学校も参加しているんだけど……」

　部長はチラリと蒼そう白はくな顔をしたままの律夢を見やった。

　参加は予定している。演奏もする。

　そこに問題はない。だけど、問題があるとしたら……。

「それでは伝えるべきことは伝えました。私とシェルチノコフ先生が納なつ得とく出来ないような演奏だった時は、覚かく悟ごをしておいて下さい」

「そんな勝手に───」

「念を押しておきますが参加辞退、などという惨みじめな結果だけは避さけて下さいますようお願い致いたします。その時は貴方あなた方を軽けい蔑べつさせて頂くつもりですので」

　冷たいその目が語っていた。私は本気ですよ、と。

「それでは失礼します」

「では、私もこれデ。演奏、楽しみにしてマス」

　二人はそれだけを言い残し、部室を後にした。
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「──で、そんな大事な話を、お前らは俺抜ぬきで決めたのか」

　そして一時間後、面談を終えて部室にやって来た関せき島しまさんは、俺たちと奏かなでさんたちとの間で交かわされたアイランド音楽祭の話に憮ぶ然ぜんとした面おも持もちをした。

「それは、まぁ、関島さんは進路の面談があったわけでして……」

「日ひ野のくんの言う通りです、関島センパイ。センパイが面談で席を外していたから、だから今こうしてことの経緯を説明しているんじゃないですか」

　と、いうことです、はい。

「……それに部長は京きよう香か。先せん輩ぱいは先輩というだけの、ただの三年生」

「そこまでは言ってないわよ凪なぎ砂さ!?」

「ああ、もう。先輩たちも落ち着いて下さい。今、話し合わないといけないのはそういう話じゃなくて、律夢りずむのことなんですから」

　全く、頼たのみますよ先輩たち……。

　俺は頭に手を当た。当の律夢はずっと俯うつむいたままだ。さっきから一言も喋しやべろうとしない。

　やっぱり相当ショックだったんだろう。

　姉妹なんだから──一いつ緒しよに家に暮らしている家族なんだから、今みたいな話は家ですればいいと思うのに、わざわざウチの学校にまで出向いてきての発言だ。そりゃショックだよな。内ない緒しよにして誤ご魔ま化かそうとか、そういうレベルで済ませられる問題じゃない。言うなれば宣戦布告されたに等しい状じよう況きようだ。或あるいはそれも狙ねらって奏かなでさんはここまでやって来たのかもしれない。律夢を逃にげも隠かくれも出来ない状況に追い込むために。

「……で、どうする気なんだ？」

「どうするって、それは……」

　俺と、皆みなの眼まな差ざしが律夢へと注がれる。

　俺は、自分がどうしたいのかは判わかっているつもりだ。多分、先輩たちも同じだと思う。だけど肝かん心じんなのは周りの考えじゃなくて、律夢自身がどうしたいのかだ。

「どうなんだ秋あき築づき。お前、やる気はあるのか？」

「わたしは……」

　言葉は、けれども続かない。

「まぁ、実際のところ吹すい奏そう楽がく部を辞やめろはともかく、学校を辞めろとか口約束の音楽勝負でどうなるもんでもないだろ。それでも話を聞く限りじゃ、お前の姉は本気なんだろうな」

　俺も、そう思う。脅おどしじゃなくて、あれは最後通つう牒ちようだ。

「お前にはちゃんと覚かく悟ごはあるのか。望んだ結果、望んでない結果。どちらになってもそれを受け入れるだけの覚悟は出来ているのか？」

「………」

　返事は、やっぱりなかった。

「律夢……」

「すみません正まさ輝きさん。わたし、ここの吹奏楽部を辞めたいとか、そういうことは全然、思ってもいないです。でも、ここにいる皆さんにご迷めい惑わくをかけるのも、なんとなく……」

　迷惑だなんて俺はちっとも思ってないのに。それなのに演奏中はあれほど活いき活きとしている律夢が、別人みたいに酷ひどく落ち込んでうなだれている。

『ああ、もう。煮にえ切らないわね。ハッキリ言えばいいじゃない』

　と、そこで憤ふん慨がいした声を上げたのは桜乃音かのんだった。

『ここに残りたいのか、残りたくないのか。音楽をやめたいのか、やめたくないのか。迷めい惑わくとかそういうのは後回しにして、そこをハッキリさせなさいよ！』

　啖たん呵かを切る。こういう時の桜乃音はそこら辺の男よりも男らしい。

　さっきまでは奏かなでさんの意見に同調するみたいなことを言っていたけど、それは律夢りずむを突つき放そうとしているからじゃない。あくまで音楽家の理り屈くつとして同意しただけで、目の前でしょんぼりとうなだれる女の子を前にして「出て行けばいい」と言い放つようなヤツじゃない。

　そこまで理り詰づめの冷たいヤツと幼おさな馴な染じみを続けられるほど、俺の心は広くないし。

「わたしは……」

　隠かくし切れない戸と惑まどいを抱かかえた面おも持もちを、律夢がゆっくりと持ち上げた。

「わたしは……上手うまくなる為ためとかプロになるとか、正直よく判わからないです……。ただ自分の演やりたい曲を、自分の好きな音楽を演奏出来たらって、それだけでしたから……」

　たったそれだけの場所が欲しくて。

　たったそれだけのことが許されなくて。

「あの、秋あき築づきさん。こんなことを訊きいていいのか判らないんだけど、秋築さんはお姉さんと上手うまく行ってないの？」

「……はい。だと、思います……」

　部長さんに訊たずねられ、律夢はまた叱しかられた仔こ犬いぬみたいにしゅんとする。

「……わたし、子供の頃ころは家ではずっと独ひとりだったんです」

　律夢の口から弱々しい声がポツリと零こぼれた。

「お父さんやお母さんはずっと仕事で忙いそがしくて、お姉ちゃんやお手伝いさんにも余り構っては貰もらえなくて……。だから小さい頃はあまり楽しい記き憶おくがなくて……。でも、そんな中でも楽しかった思い出もあるんです。それが、その頃に観みていたアニメなんです……」

　独りぼっちの隙すき間まと寂さびしさを埋うめ合わせるように、色々なアニメを。

　女の子向けのアニメはもちろん、男の子向けの作品も。

　大人向けの深夜アニメですらこっそりと。

　その内にアニメの歌を覚えるようになった。歌うようになった。歌っていると自分が元気になれることに気が付いた。歌詞の中にある勇気や希望、優やさしさや楽しさに共感した。その頃から律夢のアニソン好きは始まったのだ。

「中でも一番好きだったのは日曜日の朝のアニメで……。小学校の頃、その時だけはお姉ちゃんも一いつ緒しよにアニメを観てくれて、歌ったり、画面に合わせて踊おどったりもしたんですよ」

「え……」

　思わず変な声が出てしまった。だってさっきのあの人が、アニメを観ながら歌ったり踊ったりだなんて──駄だ目めだ。全然想像出来ない。

「でも、それは余り長く続きませんでした、わたしが五年生くらいになった頃ころから、お姉ちゃんはアニメを観みなくなってしまったんです」

「それはどうして、かな？」

　律夢りずむは首を横に振ふった。

「きっと理由なんてないと思います。その時にはもう、お姉ちゃんは中学生でしたから」

　中学生になったからアニメを観なくなった。それは理由になってないような気もするし、理由になっているような気もする。

「……女子中学生は世界で最もアニメオタクを嫌きらう生き物、という言葉もある。それはそれほど不思議なことじゃない」

　工く藤どうさんの言葉に律夢は小さく頷うなずいた。本当のところは本人に訊たずねない限りは判わからないと思う。でも、中学生になった奏かなでさんは律夢と一いつ緒しよにアニメを観てくれなくなった。その事実が律夢にとっては全すべてだったに違ちがいない。

「それからはずっと独ひとりです。家に居ても、学校に居ても。アニメを観る時も」

「家に居てもって……」

「お父さんたちは相変わらず忙いそがしいままですし、それに乙おと歌が南みなみに行きたいって言った時はお姉ちゃんも反対して、それはもう大ゲンカになっちゃいまして……。なんとか入学は認めて貰もらえたんですけど、それからはずっとギクシャクしちゃったままなんです。たまに家で顔を合わせても会話もなくて、居ても居なくても同じ扱あつかいと言いますか、どちらかと言うと居ないような扱いでしょうか」

　そうして、まるで他人ひと事ごとみたいに律夢は苦笑を浮かべて。

「お弁当も用意してくれないんですよね。なんかもう好きにしろ、って感じで」

「毎日購こう買ばいでパンを買ってたのは、ひょっとしてそれで？」

「はい。あ、でも、それはそれで新しん鮮せんと言いますか、結構楽しいです。家のことも慣れてしまえばわりと大だい丈じよう夫ぶですし。わたしってば結構、図ず太ぶといですから。エヘヘヘ」

「律夢、お前……」

　それは大丈夫とは言わない。

　まるで自分を納なつ得とくさせるように饒じよう舌ぜつになって、無理矢理笑え顔がおを作ったりして。

　大丈夫なわけ、ないと思う……。

「えっと……話が逸それてしまってすみません。でも、そういう事情なんです。そういう事情をこんな所にまで持ち込んでしまって、本当にすみませんでした……」

　律夢は深々と頭を下げて、そして───。

「ふぅ～。話している内に、なんとなく判ってきました。やっぱりわたしは、アニメの曲を自由に演奏出来ればそれでいいみたいです。なんだか凄すごく迷めい惑わくですよね、これって」

　そうかもしれないけど、でも。

　俺は──俺はそれでもいいんじゃないかって、思ってしまう。

　律夢りずむが誰だれかに謝る必要なんて何処どこにもない。

　好きな音楽を、好きに楽しむ。

　それじゃプロにはなれない、ぬるいアマチュアの考え方だって言われたとしても。

　奏かなでさんや桜乃音かのんの理り屈くつも判わかるけど。

　そうじゃない考え方だって、あっても良いんじゃないのかって。

「──なるほど。大体の事情は判った」

　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちのまま話を聞いていた関せき島しまさんが、ようやく口を開いた。

「ま、俺は昨日、二人に言った通りだ。今のメンバーでやるなら今年は面おも白しろい一年になると俺は思っている。だからこそ、そこから秋あき築づきが抜ぬけるってのは面白くない話だな」

　胸のロザリオをいじりながら、誰に向かって言うでもなく言葉を続ける。

「……私も関島先せん輩ぱいと同意見」

　関島さんの言葉に工く藤どうさんが同意を示した。

　黒くろ髪かみ姫ひめカットの下から覗のぞく無気力そうな瞳ひとみは、相変わらず何を考えているのか判らない。律夢に同情しているのか、単にトラブルの発生を面白がっているのかすらも。けれども律夢が居なくなるのに反対してくれるなら、この際なんだってアリだと思う。

「波は乱らん万ばん丈じよう。私も彼女が居た方が、きっと普ふ通つうの吹すい奏そう楽がく部よりも面白いと思うから」

「部長としては波乱万丈ではなく、普通の吹奏楽部として活動したいんですけど」

　肩かたを落とした部長さんは大きなため息を吐はき出した。

　まぁ、普通はそうでしょうね。部長さんは、なんたって部長さんなわけですし。

「ですけど秋築さんが大切な部員であることに変わりはない、かな。それに上手うまく言えないんだけど、秋築さんの演奏には何か不思議な魅み力りよくがあると思っていますし」

「──だ、そうだぞ律夢」

　俺はキョトンとする律夢の肩かたをポンと叩たたいた。

　これで、全員だ。

「誰も律夢を迷めい惑わくだなんて思っていないよ。それどころか逆に期待されているみたいだし。だから良いんじゃないのかな」

「正輝さん……え、ええと、でも……」

「演やりたいんじゃなかったの？　この学校で、自分の好きな音楽を」

「あ……」

　律夢は虚きよを突つかれたのか、丸く開いた口を隠かくすように両手で押さえた。

「……わたしは、ここで好きな音楽をしてもいいんでしょうか？」

「そんなの当たり前だって」

　ハッキリと俺は応こたえる。

『それでも練習曲くらいは、しっかりと練習すべきだとは思うけど』

　はい。それはもう、ごもっともな意見で。

「さて、意見がまとまったところでアイランド音楽祭の準備に入りましょう。事情が事情なので秋あき築づきさんのトランペットが中心になるような選曲にしようと思うのですが───」

　こうして乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部は、一ヶ月後に控ひかえたアイランド音楽祭に向かって新たに舵かじを取ることになった。
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『コパカバーナ』───。

　この名前を耳にしてリオデジャネイロのコパカバーナ海岸を連想したなら正解だ。

　だけど音楽の世界では、その名前はまた別の意味を持っている。

　バニー・マウロウ作曲によるラテン系の名曲。

　更さらにそれを吹すい奏そう楽がく部用に編曲したのがこれから話す『コパカバーナ』だ。原曲は全米チャートでトップに輝かがやいたこともあるヒット曲で、吹奏楽部用のアレンジ版は定番のナンバーだ。更にこれにアレンジを加えて、何故なぜか高校野球の定番応おう援えん曲にもなっている。

　この曲の舞ぶ台たいは名前の通りコパカバーナ海岸──では、実はない。

　舞台になっているのはニューヨークの高級ナイトクラブ。

　その店名が『コパカバーナ』。

　様々な人種の様々な文化が集まる中で、大きな華はなを咲かせた南米ゆずりの陽気な曲だ。

　イントロを導くカウベルの弾はじけたリズム。

　ラテンのノリを醸かもし出すマリンバの革かわの響ひびき。

　そしてバストロンボーンの野の太ぶとい音ね色いろがＣＤプレイヤーから溢あふれ出すと、放課後の教室は一いつ瞬しゆんにしてラテンのサンバに早変わり。全く、こんなに明るい曲なのに、歌詞のラストは悲劇的だったりするだなんて、作曲したバニー・マウロウって人は変わり者だよ。

　──で、だ。

「どうだ律夢りずむ。出来そうかな、これ？」

　身体からだごと椅い子すから振ふり返り、訊たずねてみる。

　アイランド音楽祭に向けて先せん輩ぱいたちが選んだのが、この『コパカバーナ』なんだけど。

「な、なんとなく曲のイメージは摑つかめたような気が……します」

　ＣＤを聴きき終えた律夢は、けれども血色の悪い顔をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか律夢？　やっぱりアニメの曲じゃないとキツイんじゃないの？」

「いえ！　大丈夫です！　わたしこの曲大好きです！」

　と、言われても全然大丈夫そうには見えないわけで。どっちかと言えば嫌きらいなピーマンを無理矢理口に詰つめ込んで、涙なみだ目めになる意地っ張りな子供みたいな反応としか思えない。

「やっぱり律夢には普通の曲は無理なのかなぁ」

　だとしたら関せき島しまさんに頼たのんで別の曲──可能ならアニメの曲──に代えて貰もらう必要が出てくるかもしれないんだけど……。

『そうは言っても、これだってギリギリの選曲だと思うわ』

　嘆たん息そく混じりの声と共に、桜乃音かのんが組んだ腕うでを俺の頭にムギュッと乗せてきた。俺の頭は桜乃音専用の座ざ布ぶ団とんとかひじ掛かけじゃないんだけど……言うだけ無駄か。

『野外フェスだから問題ないと思うけど、もし音楽ホールで一定の評価を得たいのなら、選せん択たくすべき曲じゃない。ましてやアニメの曲なんて論外よ』

「そうだよなぁ～。確かに色々な意味で、これがギリギリの選曲なんだよなぁ～」

「ギリギリなんですか？」

　不思議そうに、律夢がキョトンと首を傾かしげた。

　うん。ギリギリなんだよ。音楽的な評価を得たいのなら。

「単純に聴ちよう衆しゆうを楽しませるための演奏会なら、なんの問題もないんだけどね。だけどコンクールみたいに評価を得るための曲としては、正直どうかと思うよ。嫌いやな言い方になるけど、曲としての『格』とか『箔はく』には欠けると思うんだ」

　簡単に言えば上限が星五つの曲と、星三つの曲があるとしよう。

　もちろん難易度が低いのは星三つの曲だ。

　だったら同じ満点を取った場合、より評価されるのはどっちだろう、って話。だから勝負を挑いどむなら絶対に星五つの曲だ。曲自体に良し悪しがあるってのも生なま臭ぐさい話だけど、曲そのものが持つ難易度の話でもあるから無視するわけにもいかないのだ。

「多分この曲を選んだのは、こういう曲が律夢りずむには向いているって思ったんだろうな」

「わたしに向いている、ですか？」

「この前のルパンの演奏を聴きいた後なら、そう思われたって不思議じゃないよ」

　ノリが良くて、陽気で、聴いていると身体からだがうずうずしてくるような曲。

　律夢の演奏はそういう演奏だし、『コパカバーナ』もそういう曲だ。

　だから律夢にラテン系の選曲は悪くない組み合わせなのだ。

　──と、先せん輩ぱいや先生は考えたんだろうけど。

「あの～。正まさ輝きさんもこの曲が本当にわたしに向いていると思いますか……？」

「……正直、それもギリギリだと思う」

　ギリギリどころか本当はアウトだと思うけど、それを口に出すわけには……。

　曲調との組み合わせは悪くない。でも、『コパカバーナ』はアニソンじゃない。そこが致ち命めい的なんだよ。アニソン以外の曲はなんであれ、律夢にとっては致命的に相性が悪いから。親子連れもいっぱいやって来る市民祭り的なイベントだし、普ふ通つうに参加する分にはアニメの曲でも充じゆう分ぶんにアリなんだけど、だけど今回に限って言えばそれじゃダメなんだ。

　評価されない曲を演奏したって、結果はきっと同じだ。

「でも、頑がん張ばります……！」

　律夢がギュッと拳こぶしを握にぎった。

「こんなところで躓つまずいてなんていられないのです。やるしかありません。まだわたしは燃え足りていないのですから。せっかく学校まで替かえたんです。思う存分アニメ曲を演奏して、白い灰になるまで燃え尽つきたいんです！」

「いや、燃え尽きられても困るんだけど──それよりもなんで表現がジョーなの？」

「でしたらわたしの──わたしたちの音楽は、まだ始まってもいない。本当のわたしを始めるために、って表現の方が良かったですか？」

「誰だれもそんなことを言っていないから」

『ねぇ、正輝。アンタたち二人がなんの話をしているかは判わからないけど、あたしの言いたいギリギリの曲っていうのは楽器の編成のこともよ？　誰がカウベルを叩たたいて、誰がマリンバを叩くわけ？　後、バストロンボーンもここの吹すい奏そう楽がく部にはいないけど、まさか全部をトランペットでカバーするわけ？』

「そこは関せき島しまさんが死しにもの狂ぐるいでなんとかしてくれるよ……きっと」

『なんで目を逸そらして言うのよ』

　いや、だって。先輩たちが──部長さんがこの楽がく譜ふを「なんとかして下さいね」って、笑え顔がおで押し付けた時の関せき島しまさんの顔は……合がつ掌しよう。

「そんなワケで只ただ今いま絶賛関島さんが編曲中だから、今は取とり敢あえず耳コピで練習出来るところまでは練習しておこうよ。せめて曲の雰ふん囲い気きだけでも摑つかんでおかないと」

　原曲の楽がく譜ふは貰もらっているけど、どこまでこのまま使えるかは判わからないし。それに何より律夢りずむの場合は楽譜を読ませるよりも、曲を覚えさせた方が手っ取り早い。音源のＣＤが音楽準備室にしっかり収蔵されていたのはありがたい話だよ。

「じゃあ、まずは摑つかみだけでもいいから耳コピを始めようか。耳コピは得意だよね？」

「………」

　あ、目を逸そらした。

「わ、わたしの音楽的なリソースは、全すべてアニソン系に振ふられているわけでして、アニソン以外の曲を耳コピして覚えられる容量なんてないです。無理です。不可能です。フラグが立っていません。セーブポイントまでやり直すか、代わりに復活の呪じゆ文もんを書いて下さい」

「呪文なら今関島さんが書いてくれてるから。五線譜の上に」

『それに無理とか出来ないとか言ってていいわけ？　出来なかったら向こうの学校に連れ戻もどされて、二度とアニメの曲をさせて貰えなくなるんでしょ？　まぁ、あたしは別にそれでも全く構わないわけだけど』

「そ、そうでした……！」

　ハッと我に返る律夢。普ふ通つうの曲をやりたくない覚えたくないという拒きよ否ひ反応のために、一番肝かん心じんなところを忘れているとは。う～む。いまいち不安だなぁ～。

『あのねぇ、正まさ輝き。ため息をついてる場合じゃないわよ』

「だよな。練習あるのみだよな、練習を」

『そうじゃなくて───』

　桜乃音かのんは髪かみを結んでない右側がわの頭を苛いら立だたしげに引っ搔かいた。

『正輝自身もしっかり練習するべきでしょ、って言いたいの！　判ってるの？　単に演奏出来るようになれば良いって話じゃないのよ!?』

　う……。全くもってその通りです。律夢のことばかり考えていたけど、俺自身の演奏がシェルチノコフ氏の評価を左右する可能性だって充じゆう分ぶんにあり得るのだから。

『その顔は自分の練習のことは全然考えていませんでした、って顔ね』

「そ、その通りであります……」

『ふん。じゃあ、いいわ。乗りかかった船みたいなものだもの。あたしがみっちり基き礎その基礎から教えてあげるわよ』

「本当か!?」

　よっしゃ[image: ～][image: ～][image: ～]！　桜乃音がその気になってくれたら、これで一気に効率が上がる！

「良かったな律夢。俺たちの練習、桜乃音がみっちり見てくれるって」

「はい！」

『へっ……？　そ、そうじゃなくて。あたしが見るのは正まさ輝き───』

「頼たのんだよ桜乃音かのん。お前だけが頼たよりなんだからさ」

『だ、だからそうじゃなくて───』

「よろしくお願いします桜乃音ちゃん！　この曲を絶対にマスターして、お姉ちゃんたちをギャフンと言わせてみせます！」

『っ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！』

　すると桜乃音の顔が真っ赤になった。

　照れていると言うよりなんか怒おこっているっぽいけど──なんでだ？

『ああ、もう判わかったわよ！　二人まとめて面めん倒どう見ればいいんでしょ！』

「よろしくお願いします！　それじゃさっきの曲、もう一度最初から聴きかせて下さい！」

　律夢りずむのリクエストに応こたえて、俺はＣＤをリプレイさせる。

　再び教室に軽快なカウベルの音が鳴り響ひびいた。




　　　　　　　　　　２




　だけども一度や二度、曲を聴いただけで簡単に演奏出来るのなら苦労はしないわけで。

「だからさ、もっと自分の中で曲のイメージ膨ふくらませてみたらどうかな？」

「曲のイメージを、ですか……」

　机に突つっ伏ぷしたまま律夢は力のない声で応えた。

　急ごしらえで創つくった楽がく譜ふは、既すでに無数のメモ書きで埋うめられている。そこまで書き込まなくたって、判りやすい曲のはずなんだけど。でも実際に、律夢はこの『コパカバーナ』がどんな曲なのか全くイメージを摑つかんでいないのだった。

「……この曲の動画はないのですか？」

『ん[image: ～][image: ～][image: ～]。確かこの曲を原作にしたミュージカルはあったと思うけど……』

「あの、出来ればそういうのじゃなくて……。セル画とかＣＧとか、二次元的な動画でお願いしたいのですけど」

「あるわけないでしょ、そんなもの」

「じゃあじゃあ、せめてこの曲をガ●ダムに例えて説明して下さい！」

　無茶なこと言うでねだ。

「はぅ[image: ～][image: ～][image: ～]。やっぱりアニソン以外の曲って難しすぎますよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「泣き言は言わない。それともいっそ選曲をアニソン系にして貰もらうか？」

「それは駄だ目めです！」

　ガバリと律夢は机から勢いよく起き上がった。

「アニソンを演奏しても、きっとお姉ちゃんは納なつ得とくしてくれません。それにシェルチノコフさんだって、きっと……」

　語尾が弱くなる。なるほど。自分でも、そこはちゃんと理解しているんだ。

「だったら頑がん張ばるしかないよね」

「……はい」

　諭さとすように言うと、律夢りずむは頷うなずき、楽がく譜ふとの睨にらめっこを再開した。

　よしよし。やる気もあるし、なんとかしようって気き概がいもある。元々、律夢の腕うでは一級品なんだ。曲さえちゃんと理解すれば、これくらいの曲は問題ないはずなんだ。

「南なん米べい……南米のイメージなんですよね？」

「そうそう。ブラジルのカーニバルとか、ダンスとか、そういうイメージ」

「でも、曲の舞ぶ台たいはニューヨークなんですよね？」

「ま、まぁ、そうなんだけど」

「しかも歌詞は悲ひ恋れんなんですよね？　銃じゆうで撃うたれたりする」

「恋こい人びとを失った踊おどり子このローラが、最後は何かも失ってしまう。そういう歌詞だね」

『コパカバーナ』で恋をしてはいけない──それがこの曲の締しめくくり。

「南米のイメージなのに北ほく米べいニューヨークで、明るい曲かと思ったのに悲恋だなんて。わけがわからないですよぉ～」

「あ～。そこは難しく考えず、適当に流せばいいから。今は明るいイメージで曲を摑つかめばいいんだよ。それこそアニソンに変へん換かんしてもいいから。何か南米っぽいイメージを」

「アニソンに、ですか」

　そこでキョトンと律夢は小さく首を傾かしげて。

「潮しお風かぜを頰ほおに受ける感じの、あの歌とかにですか？」

「それは南米じゃなくて南の島」

「じゃあ、ヤシの木こ陰かげでドンジャラをホイしちゃう曲ですね」

「それは南国！　しかもサンバじゃなくて音おん頭どだよ、それ！　サンバだからねサ・ン・バ！」

「サンバ……サンバ……。蝶ちよう々ちよう……サンバ……ジグザク……」

「それはサッカー！」

『どうでもいいけど、異次元の世界で会話するの止やめてくれない？』

　氷よりも冷たい桜乃音かのんの視線がいつも以上に痛かった。




　そんな調子で数日が、あっという間に過ぎていったある夜のこと。




「ふぅ……」

　吐と息いきを散らし、俺はバスタオルで頭を拭ふきながら自分の部屋のドアを開けた。

　風ふ呂ろから上がった身体からだがいい感じで火ほ照てってる。

　疲ひ労ろうが溶とけたようなふわふわした心地ここち。

　このままベッドの上に転がって、気持ち良く朝まで熟じゆく睡すい出来たらなぁ～。

『遅おそい！』

　そんなささやかな願いを打ち砕くだく声が、鋭するどく頭に突つき刺ささった。

　ベッドの上に寝ね転がっていた桜乃音かのんが上半身を起こし、薄うすく綺き麗れいな眉まゆ毛げをいつものように怖こわい角度に吊つり上げる。どうやらご機き嫌げんナナメらしい。枕まくらの横に置かれたヘッドフォンからはドヴォルザークの交こう響きよう曲第九番。勇ゆう壮そうなメロディーが微かすかに流れている。ドヴォルザークの九番でも通っているけど、より一いつ般ぱん的には『新世界より』の方が判わかりやすいかも。

　トランペットがとにかくカッコいい桜乃音のお気に入りの曲だ。

　お風呂に入る前に、自分ではＣＤをセットすことが出来ない桜乃音のために俺がセットしておいた曲なんだけど───。

『一体何やっていたのよ』

「何って、お風呂に入ってくるって言ったじゃないか。それにこの恰かつ好こうを見れば普ふ通つうに判ると思うんだけど。ザ・風呂上がりなこのシンプルなスタイルを」

　バスタオル。スウェットの上下。頭から立ち昇のぼっているであろうホカホカの湯気。

　この姿でトイレに行ってましたとか、そんなオチがあるわけがない。

『ただのお風呂に何時間浸つかってるのよ。待ってる方の身にもなりなさいよ』

「何時間って……」

『全く、レディー一人を部屋に残して退たい屈くつさせるなんて。紳しん士しとして最低だわ』

「へいへい。そいつは悪うございましたね」

　お風呂に行っただけで、そこまで文句を言われる筋合いもないと思うんだけど。

　けれどもまぁ、唇くちびるを尖とがらせながら、一方で首を赤くしながらチラチラとコッチの様子を窺うかがってくる桜乃音の眼まな差ざしを見ていると、イライラよりも苦笑が先に浮かんでくる。

『………』

　最初の頃ころはもっと露ろ骨こつに構え構えとうるさかった。一人にするな放ほうっておくなって。それこそお風呂にまでついてこようとする勢いで。それでいて人が服を脱ぬごうとした途と端たん、本気で怒おこり出して本当に大変だったもんな～。

『……コホン』

　挙あげ句くに部屋に隠かくしていたアレな本を発見されたこともあったし。

『コホン、コホン』

　そういうことがあったから、桜乃音を部屋に残す時はＴＶを点つけっぱなしにしたり好きな音楽を流したりしている。学校で授業中は大人しくして貰もらっている分、せめて家に居る時くらいは不自由な思いはさせたくないし。因ちなみにヘッドフォンを使っているのは部屋の外まで音が漏もれると、ウチの親が不ふ審しんに思うかもしれないからなんだけど──っと。

『う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]』

　唸うなってる!?　なんか威い嚇かくする仔こ犬いぬみたに桜乃音かのんがコッチを向いて唸ってる!?

『ああ、もう！　いいから、もう！　お風ふ呂ろ上がったんだから今からお手入れの時間！　さっさとあたしのトランペットを準備するの！　綺き麗れいにするの！　今直すぐに！』

「りょ、了りよう解かい！」

　前言、ちょっぴり撤てつ回かい。

　やっぱりこの幽ゆう霊れいさん、今でも露ろ骨こつに構え構えとうるさいです。

『なんか言った？』

「なんでもありません、サー！」

　これ以上怒おこらせると本気で怖こわいのでそそくさと床ゆかにタオルを広げて、銀色に輝くVincentヴインセント Bachバツクのトランペットを静かにタオルの上に置く。

「………」

　このクラスの高級モデルは音ね色いろの輝かがやきも抜ばつ群ぐんだけど、トランペット本体だって本物のプラチナみたいにすっごく綺き麗れいだと思う。

　反面、シルバー系は黒いくすみや指し紋もんの汚よごれがとっても目立つ。

　更さらに管の中身の手入れをおこたるとゴミが付着して音がくすんでしまう。

　だから銀の食器が日ひ頃ごろの手入れを欠かせないように、この手の楽器だって日頃の手入れが欠かせない。

『………』

　ふわりと、桜乃音の背中が視界の前に降りてきた。

　丁度床に座った俺の膝ひざの上に、桜乃音が座ってくるような感じだ。

　どういうワケか俺が楽器の手入れをする時、桜乃音は決まってココに座る。そこが自分の指定席と言わんばかりに。幽霊だから手元は透すけて視みえるし、身体からだがぶつかることもないんだけど、なんていうか──色々とやりにくい。

「さて」

　先まずは各スライド部を外す。

　チューニングスライドと１～３番スライド。そして１～３番ピストンも、外せるものは全部外しちゃう。一見すればただの金属管でも、その一つ一つがマウスピースから吹ふき込まれた音を増ぞう幅ふくさせて、音色に変える大切なパーツだ。しっかりと手入れをしないと意味がない。

　管の内側がわに付着したゴミや汚れは音の質を確実に悪くする。それをワイヤーにブラシのついた専用の掃そう除じ道具を使って丁てい寧ねいに丁寧に洗い落とす。

『ん[image: ～][image: ～][image: ～]。そうそう。その感じその感じ』

[image: ]

　伸のびをしながら気持ち良さそうな声を桜乃音が零こぼす。まぁ、感覚的には散さん髪ぱつした後のシャンプーみたいなものなんだろうけど、ちょっと無防備すぎやしないかな。

「……あのさぁ、桜乃音かのん」

『なぁ～に』

「律夢りずむのこと、お前はどう思う？」

『………』

　あ、また機き嫌げんが悪くなった。後ろから顔が見えなくても仏ぶつ頂ちよう面づらなのが雰ふん囲い気きで判わかるぞ。

　でも訊きかないといけない。

「正直、ここまで苦戦するとは思わなかったんだよ」

　あれから律夢の『コパカバーナ』は大した進展もなく、ずっと平行線を辿たどっている。取とり敢あえず通しで演奏出来る程度にはなったけれど、ただそれだけの話だ。

「何がいけないんだろう。もしくは今の律夢には何が足りてないんだろうね」

『そんな簡単なことも判らないから正まさ輝きはいつまで経たってもバカなのよ』

　なっ───。

「バカはないだろ、バカは!?」

『バカをバカと言って何が悪いのよ、バァ～カ』

　こ、こんにゃろ[image: ～][image: ～][image: ～]！

　すました顔でそっぽ向きやがって、抜ぬいたスライドをデタラメに差し込むぞ!?（※楽器が壊こわれるので絶対にやってはいけません）

『律夢りずむは……あの娘こは根本的に曲を理解していないのよ』

「……はい？」

　手にしたスライド管を握にぎったまま、俺は間の抜けた声を零こぼした。

『だから言ったでしょ。そう上手うまくいくかしら、って』

　あ～。確かに初日にそんなことを言っていたような。

『曲を理解してない。『コパカバーナ』がどんな曲なのかイメージ出来ない。楽がく譜ふを見ても演奏を聴きかせても、丸っきりダメ。それじゃ魂たましいの抜けた演奏になるのは当たり前じゃない』

「いや、だけどさ。それっておかしくないかな？　楽譜の中身が読み解けないってのはあるとしたって、演奏を聴いてもイメージ出来ないだなんて」

『演奏から伝わるイメージは指揮者や演奏者が原曲を翻ほん訳やくしたものよ。それを本当に理解しようと思うなら楽譜を頭に叩たたき込むのは当たり前だけど、その曲の背景や作曲者の心情を知る必要だってあるわ。音おん符ぷは言葉。楽譜は物語。五線譜の隙すき間まに込められた作曲者の想おもいを感じ取りなさいって、正まさ輝きには何度も言ってきたはずよね』

　グサリ。

『律夢だけじゃなくて、正輝も楽譜の意味を全く理解していない。それで他人を教えるだなんて良くも言えたものだわ』

　グサリ。グサリ。

『ちょっと自分が周りより上手くなっているからって勘かん違ちがいしすぎてない？　正輝レベルのトランペットなんて、世界どころか日本にだってゴロゴロいるのよ？　わかる？』

　グサリ。グサリ──グサリ！

『大体ね──って、あ、あれ？　正輝？』

　いいさ、いいさ。判わかっていたよ、本当は自分なんて下手くそだって。シクシク……。

『ご、ごめん、ちょっと言いすぎたかも。だ、大だい丈じよう夫ぶよ。あくまでも世界基準とか全国レベルで見ればの話で、平均よりレベルが高いのは間違いないんだしね？　ね？』

「……所しよ詮せんは「中の上」って程度の意味だよね、それ？」

『うん。まぁ、ぶっちゃけ』

　ひでぇっ！

『あ～あ～あ～。落ち込まなくていいから。正輝の面めん倒どうは……その、あたしがちゃんと見てあげるから。いずれ全国レベルにもなれるし、それ以上にだって───』

「うん。だからその指導力で律夢のこともなんとかしてくれないかな？」

『黙だまりなさいこの下手クソ』

　やっぱりひでぇっ！

『そもそも、なんで正輝がそこまであの娘のために何かしなくちゃいけないのよ』

「なんでって、そりゃ同じ学校の吹すい奏そう楽がく部同士だし」

『それだけ？』

　桜乃音かのんは立ち上がった。何やら思いつめたような眼まな差ざしが俺を向く。

『本当にそれだけ？』

「本当にって、なんだよそれ？」

『なにって──だ、だから本当にそれだけかって訊きいてるの！』

「うん。まぁ、そうだけど。余計なお節せつ介かいかもしれないけど、桜乃音だって俺が上手うまくならなくて悩なやんでた時、色々と面めん倒どうを見てくれたでしょ？　それと同じだと思うんだ」

『……あたしのは違ちがうわよ』

「違う？」

『違うわよ。あたしは勝手に自分で限界作って、ちっとも上手くなろうとしない正まさ輝きにイライラするから練習させたの！　正輝はちゃんとやれば、きっと、もっと、プロになれるくらい上手くなるって思っているからやってるの！』

「……うん。だよな。自分で限界を勝手に作っちゃうのは俺の悪いクセだよな」

　まぁ、それもぶっちゃけ幼おさな馴な染じみの買かい被かぶりって気もするけど。俺がトランペットを始めた理由なんて、プロとかそんなのじゃない。もっと小さな、子供の意地みたいなもので……。

　でも、今は自分のことより律夢りずむの方が気になってしまう。

「頼たのむ、桜乃音。律夢をなんとかするためのアドバイスを俺にくれ！」

　パンと拝むように手を合わせる。

　他ほかに頼たよれるヤツなんて居ないし、桜乃音以上に頼りになるヤツを俺は知らない。だから俺は桜乃音に向かって手を合わせたまま、返事が戻もどってくるのを待ち続けた。

　十秒、もしくは数十秒──或あるいは数分。

『………』

　沈ちん黙もくした空気が背中の上に重く圧のし掛かかる。

『……はぁ～』

　やがて拝む俺の耳に入ってきたのは、深い深いため息だった。

『温かいお風ふ呂ろで本格洗せん浄じようを週に二回』

「……はい？」

『それから今度二人だけで海側がわのアミューズメントパーク。観覧車は絶対。プラス北公園でみっちり個人レッスン』

「あの、一体なんの話で……？」

『ヒントが欲しいんでしょ？』

「ヒ、ヒント一つのためにそこまで要求するの!?」

　しかもなんだよ、その「アミューズメントパーク」に「観覧車」って!?　桜乃音を連れて行ったって周りからは俺一人しか見えないのに。つまりリア充じゆうさんで賑にぎわう観覧車に、お一人様で乗り込めってことで──どんな罰ばつゲームですかそれは!?

「あの～。それって律夢りずむと桜乃音かのんが一いつ緒しよに行くってのは、ダメなんでしょうか？」

『なんの意味があるのよ、それに!?』

　桜乃音の眉まゆ毛げがいつものようにぎゅいんと吊つり上がった。

　む、むぅ。女の子同士だと意味がないんだ。そういうことなら仕方がない……のかな。

「判わかったよ。その条件を吞のむから、律夢をなんとかする方法を教えて下さい」

『ふん。最初から素す直なおにそう言えばいいのよ』

「で、どうすればいいの？」

『知るわけないじゃない。そんな方法なんて』




　………。




「って、なんだよそれ!?　ふざけてるの!?」

『ふざけてなんかないわよ。だって本当のことなんだから』

「じゃあなんで期待持たせるような言い方をするのさ!?」

　ヒントの内容がソレで約束がアレだなんて、一方的にコッチの大赤字だよ！

『あ～、ちょっと言い方が悪かったわ。知らないってのは、あの娘こが何を考えて音楽やっているのか判らないから、判らないって意味。考えてもみなさいよ。多少、少しだけ、まぁ、あたしに比べたらいささか以上に劣おとるとはいえ、あの娘の演奏は上手うまいわ。アニメだけ』

「それって褒ほめているの？　けなしているの？」

『別に褒めてはいないわね。だけど、アニメの曲ならなんでも出来るのに、どうしてそれ以外はダメなのか。その本当の理由を見つけないと意味がないってこと。判る？』

　と、しなやかな桜乃音の指が俺の眉み間けんを軽くつついた。

　アニソンなら大だい丈じよう夫ぶ。

　でも、アニソン以外は全くダメ。

　そこにきっと秋あき築づき律夢の奏かなでる音楽の根源がある。

　それを理解しないと、そもそも律夢の音楽を指導することなんて出来ない、と。

「だけど、それじゃ時間が足りないような……」

　色々と、根ね掘ほり葉掘り訊きかないといけないかもしれない。律夢は、素直に教えてくれるだろうか？　なんとなく逃にげられるか、はぐらかされるような気がする。でも考えてみれば俺は律夢のことを、ほとんど何にも知らないんだ。

　断片的なことは話してくれるけれど、核心的な部分に俺は未いまだに触ふれてない。

　そんな状じよう況きようで今から律夢の演奏を知って、変えることなんて……。

『今回の演奏はチェックメイトよ。詰つまれたってわけ。話を受けたその瞬しゆん間かんからね』

「………」

『ま、最初にあの娘この演奏を聴きいた時、そしてその後も、あたしがなんて言ったかよく思い出してみることね。これはヒントのヒント。サービスよ』

「そこをもう一声」

『嫌いやよ。……大体なんであたしが敵に塩を送らないといけないのよ』

　なんか小声でブツブツ言ってるけど、内容はよく聴こえなかった。

　後は自分でなんとかするしかないってことか。

　ある意味で、それはそれで正しい責任の所在なのかもしれないけれど。

　不安な想おもいを抱かかえたまま、その日の夜は過ぎていった。
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　そして翌日。

　俺は律夢りずむから何も訊きき出せないまま、気が付けば放課後になっていた。

　故ゆえに当然、『コパカバーナ』の演奏には何の進展もなく。

「はぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　今日も今日とて律夢は机に広げた楽がく譜ふに向かって突つっ伏ぷしていた。

「やっぱり楽譜を読んでも判わからない？」

「はい。全く、さっぱり、これっぽっちも、です」

「そ、そうか。やっぱりダメなんだ……」

「音おん符ぷは読めるんですよ、なんとか。ＣＤと聞き合わせればリズムだって判りますし、書いてあることも、なんとか。でも、それだけなんですよね……」

　グテ[image: ～][image: ～][image: ～]。

　ああ、崩くずれている崩れている。頑がん張ばっても頑張っても成果らしい成果ゼロだもんな。そろそろ放ほうり出したくなる頃ころかもしれない。

「う～ん。どうして判らないのかなぁ～」

　突っ伏しながら、律夢は楽譜の五線譜を指先でなぞった。楽譜はあちこちに俺や桜乃音かのんの指し摘てきポイントが書き加えられたり削けずられたりで、随ずい分ぶんとボロボロになっている。

　──中には全然関係のないイラストも落書きされてもいるけれど。

　律夢は律夢なりにやるべきことはやっている。それでも成果が出ないのは、やっぱり律夢の根源の部分に原因があるから──か。

〝やっぱり知っておかないと前には進まないのかな？〟

　教室の天てん井じようを俺は見上げて、退たい屈くつそうに漂ただよっている桜乃音に心の声で訊たずねてみた。

　昨日の会話。

　律夢りずむが、今の律夢になった、その根底。

『さぁ。どうなんだかね』

　くそ～。薄はく情じような幽ゆう霊れいさんだよ。でも恨うらんでも悩なやんでいても仕方がない。

「なぁ、律夢」

「なんですか正まさ輝きさん？」

「律夢って、どうしてトランペットを始めたの？」

「面おも白しろそうだったからですけど？」

「あ～、そういう意味じゃなくて……トランペットを始めたのって、いつから？」

「中学の吹すい奏そう楽がく部に入ってからです」

「じゃあさ、なんで吹奏楽部に入ろうって思ったわけなの？　その、面白そうとか思った理由とかさ。やっぱりアニソンを吹ふいてみたいと思ったから、とか」

「………」

　途と端たんに律夢の面おも持もちから表情が消えた。

　──返事が、ない。

　ひょっとして地じ雷らいを踏ふんだ？

　嫌いやな予感に手のひらの中でジワリと汗あせが滲にじみ、心臓の音が息苦しく感じられた。

　フォローを入れべきか、どうするべきか。

　咄とつ嗟さに判断がつかないでいると、律夢はポツリと小さな声で呟つぶやいた。

「お姉ちゃんが居たから……ですね」

　それは懐なつかしそうな、けれども寂さびしげな声だった。

「お姉ちゃんとまた一いつ緒しよに楽しく遊ぶことが出来たら……って。そう思ったんですけど、全然相手にされなかったです。お姉ちゃんはアニメが嫌きらいでしたから。残念です。日本が世界に誇ほこるアニメ文化の粋すいを感じることが出来ないだなんて」

　律夢は苦笑を浮かべたけれど、それは見ている俺の方が胸が苦しくなる笑えみだった。

「……困ったヤツなのは、どっちなんだよ」

「あははは。全くですね」

　俺の呟きに、律夢は寂しさの影かげを照れたように隠かくして、また笑う。

「本当はお姉ちゃんと一緒に、アニソンを演奏してみたかったんですよね」

　それが紛まぎれもない本心なんだろうけど。

　その呟きに、どう応こたえてあげればいいのかすら俺には判わからなかった。そんな俺が、人生の先せん達だつでもなく一流の音楽家でもないただの高校一年生が、何を勘かん違ちがいしたんだろう。才能を伸のばしたい、開花させてみたいだなんて。どうしようもなく自分が情けなく思えてきた。

　──いや、そんな勘違いこそ俺が子供だってことなのか。

「さて、っと！」

　明るく弾はじけるような声が、いつの間にか俯うつむいていた俺の耳に飛び込んできた。

「愚ぐ痴ちっていても、嘆なげいていてもしょうがないですよね。あの頑がん固こなお姉ちゃんに、わたしの好きなものが間ま違ちがっていないことを認めさせるためにも、練習を再開しないとです」

　そこには寂さびしさの影かげはもう消えていて、いつもの律夢りずむがそこに居た。

「考えるより感じろ、ですよね」

『……こと音楽に関しては、感じたことを考えろ、なんだけどね』

「じゃあ、考えるのは桜乃音かのんちゃんにお任せしますということで」

『お断りだわ』

「もぉ、桜乃音ちゃんってばつれないです。ずっとツンツンです。そろそろデレを出してくれてもいいと思うんですけど」

『ないわよ。そんなもの最初から』

「あたしのツンデレにデレは要いらない、ってヤツでしょうか。本格派ですね」

『違うわよ！』

　本当に、いつも通りの律夢で。

　さっきの苦しい笑え顔がおはなんだったんだろうって、思えるくらいに。

「でも、ちょっとくらい息いき抜ぬきしたっていいですよね？」

　──って、本当に通常営業の律夢さんでした。

「もう半月近くもアニメの曲を演奏してないだなんて、そんなの絶対おかしいですよ。普ふ通つうなら頭がおかしくなっちゃいます」

『別の意味で既すでに頭がおかしくなってるような気がするわ』

　全面的に俺も同意したい。付け加えるなら、もはや手て遅おくれのレベルだと。

「まぁ、一曲くらいならいいんじゃないの？　息抜きだって、やっぱり必要だと思うし」

『本当に律夢に対してはとことん甘いわよね、正まさ輝きって』

　そ、そんなことはないと思うけど。それに律夢に甘いって言うのなら、それ以上に桜乃音に対して甘いと思うぞ、俺は。

「それではさっそく───」

　すーっと、息を吸い込んで。

　静かに流れ始めたメロディーは、例によって純じゆん粋すいなトランペットの曲じゃなかった。

　アカペラのメロディーを勝手にトランペットに直しただけの曲。

　不思議な──深みのある厳おごそかな旋せん律りつ。嚙かみ合う運命の歯車が軋きしみを上げて、甘く抗あらがいようのない願望と勧かん誘ゆう、哀かなしみと絶望を視みえない糸で手た繰ぐり寄せてゆく。

　それはまるで一つの詩し篇へんのよう。

　初期のバロック調音楽にも似た、作曲家梶かじ原わら由ゆ記きの紛まぎれもない傑けつ作さくの一つ。

　全すべては定められた些さ細さいな事象だとでも言いたげに。

　相手に選せん択たく肢しを与あたえながら、その実、最初から選ばざるを得ない状じよう況きようへと追いやって。

　少女たちの希望の笑え顔がおが絶望の涙なみだへ塗ぬり変えられてゆく、その序曲。

　哀あわれな魔ま女じよたちの宴うたげ。

　感情を宿すことのないその紅あかい瞳ひとみは、願いを秘ひめた少女たちに終末への契けい約やくを迫せまり続けるのだろう。何度でも、何度でも。

　だから。

　さぁ、僕と契約して───。

「ちょっと待った！　なんでよりにもよって『営業のテーマ』が息いき抜ぬきなんだよ!?」

　息抜きどころか悪夢だよ、それは！

　俺の突つっ込こみに律夢はキョトンとした顔をした。

「でも、良い曲だと思いますけど？」

　いや、そりゃ良いか悪いかで言えば良い曲だと俺も思うけどさぁ！　息抜きってのは、もうちょっとこう──はぁ～、もうなんでも良いや。

　心の中でため息をついた俺は、けれども同時に一つだけ確信した。

　やっぱり律夢りずむの一番はコレなんだ、って。

　音の輝かがやき。表現の深さ。

　聴きいているコッチにまで流れ込んでくる曲の情景。

　アニソンを演奏させた律夢は、やっぱり最高だ。どれだけ問題を抱かかえていても、どれだけ狭せまい範はん囲いの曲だとしても。俺はこんな演奏をする律夢と、一いつ緒しよの舞ぶ台たいに上がってみたい。誰だれよりも近くで彼女の曲と自分の音とを重ね合わせてみたいって、心の底からそう思える。

　そのためには───。

「あのさ、律夢。ちょっと提案があるんだけど」

　間ま違ちがっているかもしれないけど。

　他ほかにもっと上手うまい方法があるのかもしれないけれど。

　今の俺には、俺が考える以上に上手い方法なんて考え付くことなんて出来ないから。

「音楽祭の曲、やっぱりアニソンに変へん更こうしない？」
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「で、今から新しく楽がく譜ふを書き直せと、お前は俺にそう言うわけだな？」

　言いながら、俺を見下ろす関せき島しまさんの目が怖こわかった。

　善は急げ。その言葉のままに先せん輩ぱいたちとひなこちゃん先生を部室に集めて、俺は曲目の変更を提案した。代案の曲もネットで聴いて貰もらった。

　反応は概おおむね予想通りだ。

　否いな、予想以上に痛かった。物理的に。

「お前、一度死んでみるか？」

　宣告と同時に関せき島しまさんのゲンコツが俺のこめかみを容よう赦しやなくグリグリギリギリ。

「アイタタタタッ！　先せん輩ぱい痛いです、マジで痛い！」

　割れる！　頭ず蓋がい骨こつが割れてしまう！！！

「ちょっと、ちょっと関島君!?　先生、暴力は良くないと思うのですよぉ!?」

「いえ、これは暴力ではありません。躾しつけです。或あるいは先輩から後輩へのけじめです」

　おろおろと止めに入ろうとしてくれたひなこちゃん先生を、しかし関島さんは淡たん々たんとした低い声で押し返す。うう、マジで怒おこってるこの先輩。

　──でも、怒り出しても当然だ。

　今さら別の曲を書き直してくれだなんて、立場が逆なら俺だって怒り出す。そうと判わかっていても言わなくちゃいけない。それは覚かく悟ごの上だった。

「でもね日ひ野のくん。今から曲を替かえるってのは、確かにちょっとどうなのかな？」

「無む謀ぼう」

　部長さんも工く藤どうさんも難しい表情を浮かべている。

　でも。

「あの、正まさ輝きさん。やっぱり曲を替えなくても、わたしは───」

「ダメだ！」

　ったく、なんで律夢りずむまで反対側がわに回ろうとしているんだよ。

「律夢は律夢が一番得意とする音楽で勝負するべきな───イタタタッッ」

「どういうことだ。つーか、ちゃんと説明しろ」

「し、します！　ちゃんと説明しますからグリコは止やめて下さいマジで割れます！」

「それは断る」

　ひどい!?

「こ、この前律夢が話したと思いますけど、律夢は大好きなアニメの曲を自由に演奏したくてこっちの学校に来たわけなんですよ。そんでもってルパンを演奏した時みたいに、ことアニメの曲を演奏する律夢はチートなくらいに無敵になれるんです──イタイイタイイタイ！」

「で？」

「だ、だからですね！　そういう律夢に、無理矢理苦手な曲を──アニメ以外の曲を押し付けたって、逆効果にしかならないんですよっ」

「でもでも、だからってアニメの曲なんかじゃ、シェルチノコフさんに評価されないんじゃないのかな？」

　一方で部長さんが危き惧ぐしていることも判わかる。俺だって最初はそう思っていたんだ。

　──でも。それでも、だ。

「アニメの曲なんか、じゃないんですよ。あのロシア人音楽家の耳が本物で、律夢りずむの演奏が本物なら、アニメの曲だって高評価の可能性はあります。一番大事なのは律夢がどんな曲を演奏するのかじゃなくって、どんな演奏を魅みせるのかにあるんですから」

　ひょっとしたらそれは勝手な思い違ちがいかもしれないけれど。

　でも、演奏を聴ききたいってことはそういうことだと俺は思うんだ。

「後、律夢のお姉さんが認めてくれるかどうかも重要です。律夢の好きなアニメの音楽を、あの人は認めてくれてないんです。だからこそ、認めさせるためにはアニメの曲にするべきなんですよ。演奏すれば、こんなに良い曲になるんだって」

　だからこそ俺はこの曲を演奏すべきだと思った。

　律夢の中に今も残っている、奏かなでさんと一いつ緒しよの時間を過ごせた頃ころの思い出の一曲。ならばこれはチャンスだ。聴いてくれない奏さんに、あの頑がん固こそうな人にガチでアニメの曲を聴かせる機会なんて、ひょっとしたらこれが最初で最後かもしれないのだから。

　律夢がどんな想おもいでアニメの曲を演奏しているのか。

　本気になった律夢がどんな演奏が出来るのか、きっとあの人は知らない。

　知らないから否定している部分は大きいと思う。

　まぁ、それにもう一つ。

「ぶっちゃけ、今のまま『コパカバーナ』を続けたって、まともな評価を得られる演奏にはならないと思いますし」

「「「「あ[image: ～][image: ～][image: ～]」」」」

　それは共通の認にん識しきだったようで、先せん輩ぱいたち＋先生の重たい声が重なった。うん。だってしょうがないよね。本当のことだし。

「えぇ!?　そんなに酷ひどい演奏なんですか、わたしの『コパカバーナ』って!?」

　コクリと、驚おどろく律夢に全員で頷うなずいた。

『自覚なかったのね、この娘こ……』

　俺の声を代弁するように、桜乃音かのんがこめかみの辺りを指で押さえる。

「秋あき築づきさんは、それでいいのかな？　この曲を演奏することに、異論はない？」

「わたしは……」

　部長に問われた律夢は、一いつ旦たん言葉を区切った。

　自分の想いを確認するように、小さな拳こぶしを胸の前でギュッと結ぶ。

　その手の中に、何を摑つかんだのかは判わからないけど……。

　律夢は小さな吐と息いきと共に、部長さんに向かってハッキリと答えた。

「わたしはこの曲を、今度の演奏でお姉ちゃんに聴いてもらいたいです」

「わかった。あなたたちがそれでいいなら。先生はどうでしょうか？」

「そうですね。無む謀ぼうかもしれませんが、生徒が決めたことならそれでいいと思うのですよ」

　腕うでを組んだひなこちゃん先生は、ちょっと困ったような顔をしたけど納なつ得とくしてくれた。

「凪なぎ砂さも構わないわよね？」

「……問題ない。その方がきっと面おも白しろいわ」

「じゃあ、後は───」

　皆みなの視線が一つに集まる。

　未いまだに俺のこめかみにグリコを押し付けたままの関せき島しまさんに。

「お前ら……。その選せん択たくが俺にどれだけの苦労を押し付けることになるのか、判わかって言っているんだろうな？　そもそもこのトロンボーンのパートは誰だれが埋うめるんだ？」

「え～と。それはやっぱり、このメンバーの中だとチューバじゃないかと」

　ギリギリギリギリ。

「痛い痛い痛い痛い！」

「ったく……」

　吐はき捨てるように。

　だけど次の瞬しゆん間かん、関島さんは俺のこめかみから拳こぶしを離はなした。

「ふん。まぁ、このインスト版は使えるな。一から書き直すよりずっとマシか。しかし、お前ら本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな。この曲、かなりトランペットの力量が要いるぞ。ましてこの人数で演やるんだ。足りない部分は全部、お前らに押し付けてやるから覚かく悟ごしとけ」

　否いなやはない。

　難しいのは百も承知。

　それでも律夢りずむならきっと大だい丈じよう夫ぶだし、俺だって絶対になんとかする。

「よろしくお願いします！」

　関島さんに向かって俺は頭を深々と下げるのだった。




　これでなんとかなる。

　先せん輩ぱいたちの実力は申し分ないし、何より律夢のアニソンは鉄板だし。

　後は楽がく譜ふが出来上がるのを待つだけだと、この時の俺はそう思っていた。




　だけど───。




「あ、あれ？？？」

　楽譜が出来上がった最初の合奏で、律夢は戸と惑まどいながら何度も何度も楽譜を覗のぞき込んだ。

「も、もう一回、頭から合わせ直してみましょうか、な？」

　場を取り繕つくろうように部長さんが言って、二度目の演奏が始まる。

　けれども結果は同じだった。

「え？　なんで……あれ？　え？　え？」

　一人だけ。

　重なり合う音の流れの中で、律夢りずむだけが異質な存在であるかのように。

　始まりを告げるトランペットの響ひびき。続くＡメロの律動リズムがいきなり安定しない。走ったかと思えば、制動、ノロノロ──と思いきや、いきなりの疾しつ走そう。

　リズムとは簡単に言えば規則正しい時間の進行だ。

　音楽は基本、ここから始まる。

　だから指揮者がいるとかいないとか、そんなレベルの問題じゃなくて。

　リズムが崩くずれてしまえば旋律メロデイーだって雪崩なだれのように崩ほう壊かいする。

　追い打ちを掛かけるように和音ハーモニーまでもがヒステリックに歪ひずみ、それは酷ひどい船ふな酔よいにも似た気持ち悪さを押し付けてくる。

『滅め茶ちや苦く茶ちやね。まるでなってないわ』

　まるで他人ひと事ごとのように、少し離はなれた場所で部長さんの楽がく譜ふを覗のぞき込んでいた桜乃音かのんが言う。

　と、思ったら今度はふわふわと関島さんの背後へ。

　律夢が大変だっていうのに、他ほかの楽譜を覗き込んだりしてどういうつもりなんだよ。

「律夢。この前のルパンの時みたいに、もっと俺の音を聴きいてみてよ」

　桜乃音が宛あてにならないなら俺が律夢を落ち着かせるしかない。

「わ、判わかってはいるんですけど……」

　律夢が顔いっぱいに汗あせを浮かばせ、目の前の楽譜を凝ぎよう視しする。……ダメだ。リラックスとは程ほど遠とおい状態じゃないか。まるで石に齧かじり付くみたいな必死な表情を浮かべたって、演奏は悪い方向へと傾かたむくだけなのに。

「まだ練習なんだから。そんなに緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶなんだよ？」

「ですよね。あは、あははは───」

　だけど、乾かわいた笑えみを浮かべる律夢には余よ裕ゆうの欠片かけらも見当たらない。

「こんなハズじゃ、ないんですよね。どうして、なんでしょう……あははは」

　律夢の大好きなアニソンなのに。

　彼女の奏かなでるトランペットからは、いつもの光り輝かがやく躍やく動どう感の欠片もなく。

　次の日も。

　その次の日も。

　その次の次の日の合奏でも。

　何も変わらないまま、改善されないまま。

　俺たちはアイランド音楽祭当日を迎むかえることになった。













　　　　　第五楽章　ＭＡＸハート！
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「う[image: ～][image: ～][image: ～]む……」

　唸うなりながら空を仰あおぐと、そこには嫌いや味みなくらいの快晴が広がっていた。

　四方を海に囲まれた埋うめ立たて地ちを覆おおう青い空。

　優やさしい風に乗って、潮しお騒さいの方角へとカモメが飛んでゆく。

　初夏と呼ぶにはまだ随ずい分ぶんと肌はだ寒ざむいけれど、空と海とに囲まれた人工島の公園は野外の音楽フェスティバルにとっては最高のロケーションだった。

「いっそ雨ならプログラムの大半は中止だったのに……」

　今は心底、晴れた空が恨うらめしい。

『あのねぇ。どんだけ後ろ向きなのよ。なるようにしかならないんだから、さっさと当たって砕くだけちゃいなさいよ』

　へいへい。いいですよねぇ～、幽ゆう霊れいさんは気が楽で。

　頭上から降ってくる呆あきれた眼差まなざしに、俺はちょっと唇くちびるを尖とがらせる。

　雲みたいにぷかぷか浮いて、合奏の合あい間まもアッチにふわふわコッチにふわふわ。ひょっとしたら工く藤どうさんには気付かれているかもしれないってのに、その工藤さんの楽がく譜ふまで覗のぞき込んだりするんだから。よっぽど暇ひまな時間を持て余しているんだろう。

「それにしても……今年もアイランド音楽祭は大盛せい況きようみたいだね」

　改めて会場になっている人工島の公園に視線を巡めぐらせてみると、見渡わたす限りの人、人、人……ってのは大げさだけど、軽く千人を超こえる吹すい奏そう楽がく部部員とその関係者。そしてその数倍にも及およぶ一いつ般ぱん来場者が集まってくれば、盛大なものだ。

　だけども盛況であればあるほど、周りの歓かん声せいが賑にぎやかであればあるほど、律夢りずむの演奏のことを考えると気が重くなる俺だった。はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]。

「こんなハズじゃなかったんだけどな……」

　なんでだろう。ルパンの時はぶっつけ本番でも上手うまくいったのに。それに比べたら今回は随ずい分ぶんと練習する時間があったにも関かかわらず、全くダメダメのままだなんて……。

『あたしに言わせれば予想通りの結果だと思うわけなんだけど。ルパンの時はたまたま。まぐれみたいなものよ。曲をアニメに替かえればなんとかなるほど、あの娘この抱かかえている問題は単純じゃないってことなのよ』

「だからそこまで判わかっているのに、どうしてアドバイスをくれないんだよ」

『い・や・だ・か・ら・よ。フンッ』

　一語一語、力強く念を押して、桜乃音かのんは唇を尖らせて横を向いた。

　ケチ[image: ～][image: ～][image: ～]。

　なんでか判らないけど最近の桜乃音は律夢のアドバイスを乞こうと、閉じた貝みたいに態度を硬こう化かさせるようになってしまった。今さら過ぎたことを言っても始まらないから頭を切り替えないとだけど、この状じよう況きようで本番を迎むかえてしまったのは正直かなり厳しい。

「──で、だ」

　切り替えた頭で、俺はもう一度ぐるりと会場を一望した。

「また誰だれもいないって、どういうこと？」

　前回と同じく現地集合なのは良いとして、またしても集合場所に先せん輩ぱい方の姿がない。

「しかも今日は律夢の姿まで見えないし……」

『逃にげたんじゃないの』

「そんなわけない」

　──と、思うけど、今日に関して言えばちょっぴり不安になってくるのもまた事実。実際のところは単に遅ち刻こくしているだけだと思う。この前のルパンみたく、今回も徹てつ夜やで参考動画を観み続けていたら寝ね坊ぼうしちゃいましたぁ～、とか言い出しそうだし。

「桜乃音かのん。上からちょっと見てくれないか？」

『人を便利に使わないでくれる？』

　とか言いながら、ふわふわと上空に昇のぼってくれる桜乃音。根は素す直なおなんだよなぁ～。

「どう？　何か見えない？」

『ん～、ちょっと待って──って、下から覗のぞき込まないでよヘンタイ！』

　ゲシッ。

　見上げた瞬しゆん間かん、セーラー服のスカートから伸のびた脚あしが俺の顔面を踏ふみつけた。

「何するんだよいきなり!?」

『バカ！　覗き魔ま！　スケベ！　死ね！』

「小学生かよ桜乃音は!?　それに今さら桜乃音のスカートの中なんか覗いたって、なんにもならないよ！　それこそ子供の頃ころなんか下着どころか一いつ緒しよにお風ふ呂ろにだって───」

　ゲシッ！

　二回目。それも今度は踏み抜ぬくように。

『ごめん、ちょっと聴きこえない。聴こえないったら聴こえない。っていうか謝罪の言葉以外聴こえないし、記き憶おくを忘れるまで赦ゆるさない。はい、返事は？』

　顔は笑っているのに額にはハッキリと怒いかりマークが見えた。人の顔を靴くつ底ぞこで踏みつけておいてなんたる暴ぼう虐ぎやく──でも眉まゆ毛げの角度がとっても怖こわいから、ここは素直に従っておこう。

「も、申し訳ありませんでした。お風呂で数えた背中のホクロのことは忘れます」

『忘れなさい！　今直すぐ！　じゃないとコロス！』

　ゲシッ！　ゲシッ！　ドカッ！　ゴキィッ！

「ちょ、ちょっと待て!?　ちゃんと謝っただろ、俺!?」

『うっさい！』

　沸ふつ騰とうしたヤカンみたいに頭のてっぺんから湯気を噴ふき立たせ、桜乃音は蹴けりの嵐あらしを俺の顔面に降り注がせた。

「……何をやっているのですか、貴方あなたは？」

「はい？」

　踏み潰つぶされた俺の頭に冷たい声が落ちてきた。

　ジトリと湿しめった侮ぶ蔑べつの眼差まなざし。律夢りずむそっくりの顔立ちでありながら、親しみやすさよりも近寄り難がたさをより強く感じさせる引き結ばれた唇くちびる。そして特とく徴ちよう的なワンピースタイプの真っ白な制服は、見間ま違ちがうはずもなく松しよう院いん大学付属高校のものだ。

「お姉さん!?」

「貴方にお姉さんと呼ばれる筋合いはありません」

　ギロリと一ひと際きわ鋭するどい眼差しが俺の顔面を串くし刺ざしに貫つらぬく。踏み付けてきたり串刺しにしてきたり、俺の知ってる女性陣じんは人の顔をなんだと思っているんだろう。

「こんにちは～スドラーストヴイチエ」

「……（ペコリ）」

　そしてその背後では灰色熊ぐまみたいに大おお柄がらなロシア人と、可か憐れんなロシア人形みたいに（間ま違ちがってもマトリョーシカじゃない）小柄な童女がペコリとお辞じ儀ぎをした。

「何をふざけているのですか？　こんな場所で寝ね転がって、どういうつもりですか？」

「……発ほつ作さです。それは以上は深く訊たずねないで下さい」

「………」

　すると奏かなでさんもシェルチノコフさんも、這はいつくばった俺に世界で一番可か哀わい想そうな動物を見るような眼差まなざしを送ってきた。どうしてだろう。なんだか泣きたくなってきた。

「ところで少年。律夢りずむは何処どこデスカ？　ソーニャが会いたいそうなのデス」

「いえ、それが……」

　律夢のことは、実はこちらも探しているわけでして。

『因ちなみにさっき上から見た感じだと、それっぽい人ひと影かげは周りにはなかったわよ』

　う～ん。そうなのか。

「すみません。どうやら律夢はまだこっちには来ていないみたいなんです。そろそろ待ち合わせの時間だっていうのに、何処どこで何をやっているんでしょうね」

「まだ来ていない、ですって？」

「はい。まだですけど……あの、それが何か？」

　なんか知らないけどまた奏さんに睨にらまれた。

「律夢は私よりも三十分ほど早く、家を出たはずですが」

「はぁ。そう、なんですか？」

　だとしても居ないものは居ないんだから、俺が騙だましているとか隠かくしているとか思っているみたいに睨むのは勘かん弁べんしてくれないかなぁ～。

「……判わかりました。そうまでして会わせたくないと。顔を合わせることによって、余計なプレッシャーが掛かかると思っているのなら、それで結構です」

「ですから、そういうことじゃなくてですね」

「律夢がここに居ないと言うのでしたら、これ以上は時間の無む駄だのようですね」

　いや、だから。

　一方的で勝手な結論に長い長い嘆たん息そくが漏もれた。

　この人、もうちょっとコッチの話も聞いてはくれないだろうか。律夢もこんな調子で自分の話とか聞いて貰もらえなかったのかなぁ。これじゃ話し合いにもなりゃしない。律夢が学校を移る決意をしたのも、なんとなく判るよ。

「ナント。律夢は、いないデスカ。それハとても残念デス」

「すみません。せっかく来てくれたのに……」

　シェルチノコフさんと奏かなでさんはともかく、会うのを楽しみにしていたソーニャちゃんのがっかりした顔には本当に申し訳ない気がしてくる。

『でも、おかしいと思わない、正まさ輝き？』

〝？　何が？〟

『寝ね坊ぼうじゃないなら、なんで三十分も早く家を出たあの娘この方がまだ着いてないのよ？』

　………。

　言われてみれば確かに妙みようだ。

　この人工島までの交通の便はそう悪いものじゃない。モノレールが走っているし、会場の公園とは駅で直結みたいなものだし。少なくともウチの学校からなら最短で三十分もあれば到とう着ちやく出来る程度の距きよ離りなんだから。

　顔から嫌いやな感じの汗あせが噴ふき出してくるのが自分でも判わかった。

　ま、まさか本当に逃にげ出した、なんてことは……。

　ないと、思いたいんだけど……。

「それでは後の演奏を楽しみに待たせて頂きます」

　奏さんはそう言い放つと、青くなった俺を一いつ顧こだにしないで踵きびすを返した。

「ふむ。でハ、我々も律夢りずむの、素す晴ばらしい演奏を心待ちに、しばし失礼───」

　そして奏さんを追うように、シェルチノコフ父娘おやこもその場を去ってゆく。二人＋ソーニャちゃんの興味は、つまりは律夢にしか向いてないってことか。

　俺は全く眼中にナシ、と。

　まぁ、ソレは別に構わないんだけど───。

「どどどどどどうしよう桜乃音かのん!?」

『落ち着いて素そ数すうでも数えなさい。１と自分以外に自分を割れない孤こ独どくな数字の数々を』

「なんで桜乃音はそんなに落ち着いていられるんだよ。律夢のことが気にならないわけ!?」

『ならない』

　そんなあっさりと!?

　くっ、こうなったら自分で探しに行くしか──いや、待てその前に先せん輩ぱいたちと一度合流した方が良くないか？　いやいや、ここは一刻を争う──でも、俺がどっか行ってる間に律夢がひょっこり現れでもしたら、すれ違ちがいで余計にややこしい事態にも。

『……はぁ～』

「ってなんだよ。人が真しん剣けんに悩なやんでいる時に、呆あきれたみたいなため息なんかしてさ!?」

『呆れたみたいなじゃなくて、心底呆れてるからよ。バーカ。正輝ってば本当に、正しよう真しん正しよう銘めいのおバカさんなのよね、って』

「なんだよ突とつ然ぜん。今はそんなことを言ってる場合じゃないだろ!?」

『そう怒おこらないでよ。あたしはホメているんだから』

　え、そうなの？

『正まさ輝きの良いところは、お節せつ介かいなところ。思し慮りよが足りないところ。後先を考えないところ。周りの状じよう況きようが全然目に入らないところ』

「それ全然良いところじゃないよね!?　明らかにダメなところだよね!?」

『だから何？　まさか否定する気じゃないわよね？』

「それは……」

　否定したいけど、否定出来なかった。

　幼おさな馴な染じみとして俺が桜乃音かのんのことを色々と判わかってるみたいに、桜乃音もまた俺のことを色々と判っている。ましてやさっきの言葉は俺自身もちょこ～っとは思っていたことだし。ただそれが今のこの状況と、どう関係しているのかが───。

『さっぱり判らないって顔をしてるわね。まぁ、それで良いんだけど』

「いや、どう考えても良くないと思うんだけど」

『だったら少しは意味を考えなさい、このバカ！』

　瞬しゆん間かん、凜りんとした声が俺の顔を鋭するどく打った。

『正輝の良いところはお節介でも、とにかくまずは行動出来ること。なりふり構わずみっともなくても、自分がやりたいことを真まっ直すぐにやれること。でも、駄だ目めなところは考えが足りないところ。だから肝かん心じんなところでツメが甘くなる』

　うぐ……。

『考え足らずのバカだとしても、バカはバカなりに出来ることがあるでしょ。自分の良いところを活いかして、駄目な部分も補おぎなってみなさいよ。律夢りずむのことを探しながら、今の状況を自分なりにちゃんと整理する。その首の上に乗っかっている頭が飾かざりじゃないなら、ちゃんと答えは出てくるはずよ』

「桜乃音……」

『多分、あの娘こは逃にげ出したりはしてないわ。少なくともこの会場には居るはずよ。これは女の勘かんみたいなものだけど』

　女の勘……か。でも、俺だって桜乃音と同じ考えだ。律夢は逃げたりするようなヤツなんかじゃない。だからこの会場にはちゃんと来ている。この人ごみの中の何処どこかに居る。

　俺もそう信じている。

『あの娘の音楽はね、自分の殻からに閉じこもった音楽なの。世界にたった独ひとり。ずっと自分を探してくれる誰だれかを待っている。そんな孤こ独どくな音楽よ。誰かが強引にでも手を引かないとそこで終わるわ。あたしには判るの。だって、あたしも同じだったから。閉じこもっていたのを引っ張り出して貰もらえたから、南みなみ里ざと桜乃音は世界で通用するトランペットになれたんだもの』

　それは初めて聞いた『孤こ高こうの天才』南里桜乃音の心の吐と露ろだった。

　俺から外れた桜乃音かのんの眼まな差ざしは、過去を懐なつかしむような優やさしい目をしていた。

　だけども知らなかった。

　桜乃音にそんな特別な人間が居ただなんて。

　話の内容から考えると、きっと海外で知り合った著名な音楽家とか指導者なんだろうけど……ちょっと妬やけてくる。

『ハァ[image: ～][image: ～][image: ～]。結局、あたしも相当なお人ひと好よしでお節せつ介かい焼きなのよね……。なんだかんだ言いながら、敵に塩を送らずにはいられないだなんて……』

　二度目の大きなため息は肺の空気を全部吐はき出すような、どこか疲つかれたため息だった。その後に小声で何か呟つぶやいたみたいだったけど、声が小さすぎてよく聴きこえなかったけど。

『ほら。ちょうど上手うまい具合に先せん輩ぱいたちも到とう着ちやくしたみたいだし、トランペットあたしを預けてさっさと律夢りずむを探しに行く！』

　手を振ふってコッチに向かってくる先輩たちを、桜乃音が指さす。

　──どうする？

　答えは最初から決まっていた。




　　　　　　　　　　２




　会場を、走る。

　野球場が丸ごと何個も入るくらい広い公園を、ただひたすらに。

　会場を駆かければ開放された空間のあちこちから軽快な音楽が耳元に届く。

　ステージとすら呼べないような場所に陣じん取どった中学生たちが流行はやりのポップスを奏かなで、別の場所では高校生がブラスバンドの定番ナンバーで拍はく手しゆを浴び、大学生とおぼしきフォーマルな服装に身を包んだ小編成の管かん弦げんバンドが粋いきなジャズを響ひびかせている。

　上手い演奏もあった。

　下手くそだなって思うような演奏もあった。

　気になる音ね色いろもあれば早足で遠ざかりたくなる音色も。

　唐とう突とつに甲かん高だかいトランペットのファンファーレが鳴り響き、俺は思わずを足を止めた。だけども違ちがう。それは律夢の演奏おとじゃない。

　先輩たちから律夢が来たとの連れん絡らくもない。

　だから俺は再び走り始める。

　色々な音楽を求めて会場内を行き交かう人たちの中から、たった一人の女の子を探して。

「ったく、どこに居るんだよ律夢は」

　知らないうちに悪態が口をつく。

　この大事な時に、心配させるようなことをして。

　同時に不思議にも思える。

　なんでこんなに俺が心配しているんだろう、必死になっているんだろう、って。

　走り、走って、尚なおも走りながら考える。

　考えるのは苦手だ。わけが判わからなくなってくるから。

『だから正まさ輝きはいつまで経たってもダメなのよ』

　とは桜乃音かのんの言葉。

　知ること。知ろうとすること。判ろうとすること。判りたいと思うこと。それをなくして音楽を本当の意味で理解することは出来ない、と。音楽は感性だけど、感性以上に大切なことが一つある。それは理解する力と想像する力。それはどちらも「考える」ということだ。

　それが俺には致ち命めい的に欠けているらしい。

　だからこそ、面めん倒どうくさくてももう一度考える。自分自身で自分に問う。

　なんでこんなに自分が必死なのか。

　なんでこんなに秋あき築づき律夢りずむのことが気になるのか。

　なんとなく？

　──いや、なんとなくが答えじゃダメだ。

　気になること、或あるいは好きになることに「なんとなく」は存在しない。

『だって当たり前でしょ？　理由もないのに特定のアーティストとか曲が好きになったりしないわよ。そこにはちゃんと理由があるの。音の使い方とか表現の癖くせとか。その理由を考えて考えて考えて考えて、そうやって見つけた答えが自分の音楽になるの。自分の方向が固まってゆくのよ。ついでに言っとくけど、コレって音楽だけに限った話じゃないからね』

　これも桜乃音の言葉。全く、桜乃音の言うことは一々もっともだ。

　なんとなくを、なんとなくで流していたら、物事の一番大切な場所にまでは辿たどり着けない。

　だから俺は考えないといけないんだ。

　俺が律夢に惹ひかれる理由。

　俺が律夢に求めているもの。

　その考えが正しいのか間ま違ちがっているのかは判らないけど───。

　と、その時だ。

「──っ!?」

　足が止まった。周囲から聴きこえる様々な楽曲を貫つらぬいて、一ひと際きわ甲かん高だかく青い空へと舞まい上がったトランペットのその音ね色いろに。

　イントロだけで直すぐに判るその曲目。

　名は体たいを表す言葉の通り、それが曲名であり、タイトルであり、作品そのもの。

　久ひさ石いし譲じようが作曲を手て掛がけ、世界に誇ほこるアニメ監かん督とく宮みや崎ざき駿はやおが作詞し、井上あずみの優やさしい歌声で歌われた、誰だれもが知ることになる圧あつ倒とう的存在感を持ったアニメ映画のその主題歌。

　雨あま傘がさを打つ滴しずくの音。

　夜の森を揺ゆらす風の音。

　毎日が不思議でいっぱいだった子供の頃ころの純じゆん粋すいな記き憶おく。

　だから判わかる。

　この会場でこの曲を、たった一人で吹ふき始める演奏者の顔が。

　そして判る。

　何度聴きいても心が躍おどる彼女の音ね色いろが、俺は誰だれよりも大好きなんだって。

「律夢りずむっ！」

　輪になった人だかりを搔かき分けて、その中心へ。

　黄金色に輝かがやくトランペットを奏かなでる少女──律夢の元へと走った。

「正まさ輝きさん!?」

　律夢は驚おどろいたように目を丸くした。

「律夢。こんなところで一体、何をやって───」

「ちょうどいいところに来てくれました！」

　──って、はい？







「良かったですね、正輝さん」

「良くない！」

　迷子センターを後にした俺は、ニコニコ顔の律夢に向かって反射的に声を高めた。

　まさか迷子の男の子の相手をしている内に、集合時間をすっぽかしていただなんて……！

　予想のナナメ上を行く律夢の行動に、俺は頭痛のするこめかみを指で押さえた。

「あああ、怖こわい怖いです!?　なんだか今日の正輝さん、目がすごく怖いです!?」

「あ・た・り・ま・え・だ・よっ！」

　本当にこの状じよう況きようが判っているのかな、この子は。

「律夢を探して俺がどれだけ走り回ったと思っているんだよ。演奏が怖くなって顔を出せなくなったんじゃないか。ひょっとしたら逃にげ出したくなったんじゃないかって、必死になってそこらじゅうを走り回ったんだからね」

「怖くなって？　逃げる、ですか？」

「そうだよ。だってそうじゃないか。律夢は昨日になっても、まだまともな演奏が出来ていないんだから。そんでもって今日の本番。奏かなでさんだって観みに来るわけだし」

「………」

　──ポンッ。

「言われてみれば、確かにそうですね」

「そうですね、って。言われるまで気付かなかったの？」

「あははは。大だい丈じよう夫ぶですよ、正まさ輝きさん。演奏の方は余り大丈夫じゃないかもですけど、それを理由に逃にげたりなんかしません。ひょっとしたら本当に松しよう院いん付属に連れ戻もどされて、二度とアニソンを演奏することが出来なくなるかもしれませんけど、でも───」

「……でも？」

「わたしの大好きな物語は──アニメは、そんな向かい風にこそ立ち向かえと教えてくれていましたから。どんな困難な壁かべがあっても、逃げろだなんて言っていませんでした」

「律夢りずむ……」

「なんて言いましたっけ……そう、アレです。男には負けると判わかっていても戦わないといけない時がある──あの宇宙海かい賊ぞくの精神です。たとえ明日のない星だとしても！」

「命を捨てて生きるつもりなの!?」

　グッと拳こぶしを握にぎる律夢の背後に某ぼう宇宙海賊の面おも影かげが視みえた。だけど律夢は男じゃなくて女の子なんだから、せめてモーレツパイレー……いや、激しくどうでもいいけれど。

「これじゃ心配していた俺がバカみたいじゃないか……」

「す、すみません」

「謝るくらいなら───」

　と、喉のどに込み上がった言葉を食い止める。今はそれよりも訊ききたいことがある。

「で、なんで迷子なわけ？」

　すると律夢はキョトンとした顔をこちらに向けた。

　あ～、今のはちょっと訊き方がまずかったかな。

「この前の時も迷子にこだわっていたよね。で、今日も迷子でしょ？　迷子が放ほうっておけないのは判るけど、律夢の場合はなんだか普ふ通つうじゃないような気がして」

　律夢は直すぐには応こたえず表情を曇くもらせた。

「何か特別な事情があるの？　例えば律夢自身も過去に迷子になったことがあったとか」

「……いいえ。特にそういうわけでは」

「だったら───」

　続けようとした俺の声に、律夢がそっと言葉を被かぶせた。

「ですけどもしかしたら、本当に迷子なのはわたしの方かもしれませんね」

　それは初めて聞くような、寂さびしげな律夢の声だった。




　　　　　　　　　　３




「本当に迷子なのは自分かもしれないって、どういう意味なのかな？」

　取とり敢あえず律夢をベンチに座らせた俺は、改めて訊たずねてみた。

　律夢りずむは俺には顔を向けず、少し物思いに耽ふけったような面おも持もちを空に向けて、言った。

「正まさ輝きさんは、迷子ってどんな子供のことを言うと思いますか？」

「それは……やっぱり道に迷った子供のこと、なんじゃないのかな」

「やっぱり、そう思いますよね……普ふ通つうは」

「律夢は違ちがうの？」

「違う、と言いますか……わたしは、それだけじゃないのかな、って。多分、独ひとりぼっちでどうしたらいいのか判わからなくて、不安だったり泣き出しそうだったり……」

　上手うまく言葉に出来なくてもどかしそうな律夢だったけど、なんとなく判る。

　仮に道に迷ったとしても、当人に不安や恐きよう怖ふがないのなら、それは新しん鮮せんな景色に溢あふれた一種の冒ぼう険けんみたいなものだ。厳密には迷子かもしれないけれど、帰り道を気にするよりも知らない道を楽しげにどんどん進んで行くのなら、それは迷子とは言わないような気がする。

　でも、だとしたら。

　律夢は、そうなのか？

　好きなアニソンを楽しげに、自由に気ままに吹ふいている律夢は、けれども自分を迷子かもしれないと言った。それってつまりは、そういうことだ。

　ズキリズキリと鈍にぶい痛みに記き憶おくが疼うずく。

　桜乃音かのんが以前に言っていた言葉。

　あの時、桜乃音は律夢のことをなんて言っていた？

　その時、俺はどう考えた？

「………」

　桜乃音は言った。律夢の演奏はどこか寂さびしそうだ、って。

　そしてこうも言った。ずっと自分を探してくれる誰だれかを待っている、孤こ独どくな音楽と。

　律夢は独りぼっちの世界の中で、独りぼっちの隙すき間まを埋うめるようにアニメにはまり、アニソンを好きになり──やがてはそこが世界の中心になってしまった。

　でも、それはどこまで行っても内側がわを向いた彼女だけの世界だ。

　狭せまい世界に引きこもってしまった、悪い意味でのオタクそのもの。

　大勢の中には加われないし、他人との距きよ離りの取り方も上手く出来ない。自分の寂しさを埋めるための音楽だから、周囲の音なんて聴きいちゃいない。合奏が上手くいかないのも、もしかしたらそれが理由なのか。律夢は根本的な部分で誰かに合わせることが苦手なんだ。

　律夢はずっと独りでやってきたから。

　ずっと独りで通してきたから。

　どんなに普段はニコニコ微笑ほほえんでいても。どれだけアニソンを楽しんでいるとしても。

　誰にも理解されない音楽を、独り続けてきたのだとしたら。

　そんなのって寂しすぎるよ……。

「正まさ輝きさんは、どうしてトランペットを始めたのですか？」

「──はい？」

　なんだ、唐とう突とつに？

「えっと、その、わたしばっかり喋しやべるのは不公平かな、って。なんとなく、ですけど」

　そ、そうかな？　不公平なのかな？　いや、別に話しても構わないんだけど。

「別に大した理由もエピソードもないよ、俺の場合は」

「そうなのですか？」

「トランペットを始めたのは、桜乃音かのんがトランペットをやっていたからかな。仲の良かった幼おさな馴な染じみがやっていたから、つられて俺も始めた──そんな感じだったと思う」

　もしくは桜乃音に無理矢理付き合わされたような記き憶おくもあるような。

　だけど子供なりに桜乃音が持っていた銀色に輝かがやくトランペットは、とても格好良く見えたことだけは覚えている。最初こそ上手うまくは鳴らせなかったけれど、桜乃音に教えられて簡単な曲ならなんとか演奏出来るようになって。

　自分が──自分たちが特別な存在になったような気がした。

　でも、それが小学生の勘かん違ちがいだってことは世間が直すぐに教えてくれた。

　儚はかない夢だった。何せ桜乃音は天才で、やっと何曲かを吹ふけるようになった俺をあっさり置き去りにして、どんどん上へと昇のぼって行くんだから。

　それでもまぁ、言っても子供同士のドングリの背比べ。

　そこに決定的な差なんてなかった。少なくとも俺はそう感じていた。

　だけど小学校最後の夏休みが終わる頃ころだ。長期海外旅行から帰国してきた桜乃音が、自じ慢まんげにトロフィーを持って来たあの日、あの瞬しゆん間かん。俺のトランペットと桜乃音のトランペットの間に、決定的な差を感じるようになってしまった。

「ショックだったのですか？」

「ショックって言うか、なんて言うか」

　自分のことでもないのに心配そうな顔をしてくれるんだな、律夢は。

　それがちょっとおもはゆい。

「熱が一気に冷めた、って感じかな。もしくは夢から覚めた。そしたら気が付いた。俺は桜乃音のトランペットに憧あこがれてただけで、トランペットそのものが好きなワケじゃなかったんだ。それどころか音楽を心から楽しいって感じたことすらなかったんだ、って」

　何をやっても、どうせ俺なんか。

　一いつ般ぱん家庭に生まれた平へい凡ぼんな俺が、音楽家のサラブレッドを相手に何が出来る？

　それは挫ざ折せつなんていう上等なものじゃない。拗すねていただけだ。そんなやる気をなくした俺を見る桜乃音の眼まな差ざしは、けれども意外なことに怒おこってはいなかったんだ。

　それどころか呆あきれてすらいなかった。

　悲しそうに、寂さびしそうに。

　ジッと何かを堪こらえるように。

　ただ──それだけだったんだ。

「なんとなく……判わかります」

「判る？」

「きっと桜乃音かのんちゃんはどんなことがあったとしても、正まさ輝きさんだけはずっと一いつ緒しよの存在だって安心していたのだと思うのです。トロフィーを持ってきたのだって、きっと正輝さんが凄すごく喜んでくれる。褒ほめてくれるって思っていたのではないでしょうか」

「……だろうね」

　俺もそう思う。

　当時の俺も夜も眠ねむれないくらい後こう悔かいして、考えて、その答えに辿たどり着いた。

　そして桜乃音にそんな表情をさせた自分自身が悔くやしくて、惨みじめで──赦ゆるせなかった。

「それから、かな。もっと真面目まじめに練習するようになったのは。せめて桜乃音の演奏に合わせられる──肩かたを並べられる自分でありたい、ってね」

「その願いは、叶かなっていますか？」

「どうだろうなぁ～」

　俺は苦笑を浮かべた。

　桜乃音に聴きいたら間ま違ちがいなく「全然」って返ってくるんだろうな。だって桜乃音の要求してくるレベルって滅め茶ちや苦く茶ちや高いし。だけどおかげで上手うまくなったし、桜乃音の演奏に合わせられるようになってからは、音楽が楽しいって思えるようになってきた。

　面おも白しろくなかった音楽の世界が、桜乃音のトランペットと一緒なら面白く感じられた。

　それはきっと桜乃音にとっても同じことで───。

「あっ……」

　不意にコトリと、胸の中に一つの答えが落ちてきた。

　……ああ、そうか。俺にとって、この二人は似ているんだ。

　南みなみ里ざと桜乃音と秋あき築づき律夢りずむ、この二人は。

　飛び抜ぬけた才能故ゆえに周囲から浮いてしまっていた桜乃音と、自分の殻からに閉じこもって周囲から孤こ立りつしてしまった律夢は、理由は違っても根っこの部分は同じなんだ。

　でも、決定的に違うことが一つだけ。

　俺は桜乃音から離はなれなかった。自惚うぬぼれかもしれないけど、少なくとも俺だけはずっと桜乃音と対等で在り続けようとした。

　だけど律夢には俺はいない。

　唯ゆい一いつの理解者だったはずの姉の奏かなでさんですら、律夢から離れてしまったから。




　──ぽふっ。




「ふぇ？」

[image: ]

　気が付いた時、俺は律夢りずむの柔やわらかな髪かみの上に手のひらを載のせていた。あまつさえクシャクシャと、ふわふわした髪をちょっと乱暴に搔かき回してみたりもした。

「わわ、わわわっ。そんなことされたら髪が乱れちゃうんですけど!?」

　びっくりしたような顔をして、律夢は自分の頭を両手で押さえ付けた。

　ちょっとやりすぎただろうか？

　でも、律夢には元気で明るい表情の方がよく似合っているから。

　俯うつむいた顔なんて似合わない。

　だから、俺は俺に出来ることがほんの少しだけ判わかったような気がした。

　桜乃音かのんも誰だれかに引っ張り出して貰もらえたからとか言っていた。きっと外国の偉えらい音楽家のことなんだろう。そんな偉い人間と同じことが出来るのかと言われたら、いささか以上に頼たよりないのは判っているけど。

　でも。

　今は俺が、律夢にとってのその誰かに、なってみたいって思っているから。

「あ、あのっ……」

　おずおずと、恥はずかしさと抗こう議ぎの意志を宿した瞳ひとみが上目づかいに見上げてくる。

　青空に流れていたイン・ザ・ムードの演奏が鳴り止やんだ。

　歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき起こり、それも春風に流された後に、不意の静せい寂じやくが周囲を包み込む。

　そんな穏おだやかな春の陽ひ射ざしのその中で───。




（おい、押すなと言ってるだろ）

（だったら一番前に陣じん取どらないで下さいっ！　一番身体からだの大きい人が前に座るだなんて非常識というものです！）

（……覗のぞきが語る常識）

（あのあの、先生にもちょっとくらい見せて欲しいのですよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]）




　直すぐ間近の植え込みの陰かげから何やら見知った方々の声が聴きこえた。

　瞬しゆん間かん、超ちよう高速でベンチの端はしから端に飛び退すさる俺と律夢。




（ホラ、気付かれちゃったじゃないですか!?）

（悪いのは俺かよ）

（……大だい丈じよう夫ぶ。途と中ちゆうまでの動画ならこの携けい帯たいで録画済み）

（はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]。若いっていいものなのですよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]）




「………」

「あ、あの～、正まさ輝きさん……」

「いや、判わかっているから。だから何も言わなくていいから」

　俺と律夢りずむはお互たがいに真っ赤になった顔を俯うつむかせた。

　うう、気まずい──って、ハッ!?　ちょ、ちょっと待てよ。先せん輩ぱいたちがココに来てるってことは当然、先輩たちに預けたトランペットも───!?

　ドクンドクンと心臓が嫌いやな感じに脈打って、頰ほおの上の冷たい汗あせが顎あごへと流れた。

　居る。間ま違ちがいなく、ヤツもここに……っ。

　バッ、バババッ───。

　前、後ろ、左右、それぞれに視線を奔はしらせる。い、居ない？　いや、そんなハズはない。この首筋をチリチリと焦こがす視線が何よりも雄ゆう弁べんにヤツの気配を──っ、そうか！

「上かっ!?」

『はい。正解』

　居た。真上。角度で言うなら正まさに計ったように九十度。

　良く晴れた春の青空の只ただ中なかで、セーラー服を着たその幽ゆう霊れい（と、いうか悪あく霊りよう）は、腕うでを組んだ姿勢でものすごぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～]く湿しめった眼まな差ざしを俺の顔に注いでいた。ガチで人を呪のろい殺せるような目つきだった。アナオソロシヤ、ナンマイダブナンマイダブ。

『あら、続きは？　気にせずにどうぞ？』

「いや、あのですね桜乃音かのんさん……？」

『別にぃ[image: ～][image: ～][image: ～]。いいんですよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]？　そのままハグしようがキスしようが、二人の世界を続けてくれても。……後で絶対にコロスけど。つーか、シネ』

　それ赦ゆるしてないよね？　全然赦す気もないよね？

「ああ、もう、なんでもいいよ。それから律夢りずむ。最後に一つだけ言っておくからね」

「は、はい！」

　構える律夢に、俺は深く深く深呼吸して──思いっきりその言葉を吐はき出した。

「俺は律夢の演奏が好きだ！」

「え、えぇっ!?」

　律夢はびっくりしたように目を丸くした。

「たとえ他ほかの誰だれがなんと言おうが、自分で自分しか楽しめない演奏だとしても、それでも律夢の奏かなでる『この曲が好き！』って想おもいは、俺にはちゃんと伝わっている！」

「え、えっと……は、はい。ありがとうございます……？」

「更さらに言うとこの前の野外演奏会みたいな演奏が一いつ緒しよに出来たらすっごい嬉うれしいし、最高に楽しい！　お世辞じゃなくて言うんだからね！　あれは本当にもの凄すごいって思ったんだ」

「あれは、その、わたしも楽しかった……です」

「だったら大だい丈じよう夫ぶだよ。細かいことはどうだっていいんだ。あの時みたいに「楽しい！」って音を俺に聴きかせてくれたらそれでいいよ。後は俺がなんとかしてみせるから！」

　ああ、そうさ。なんとかしてみせる。絶対に。

　なんたって俺は日本で唯ゆい一いつ、南みなみ里ざと桜乃音の相棒だってやっていたんだから。

　顔は熱いし気き恥はずかしいし、何より律夢の顔も真っ赤だし、頭上の桜乃音の眉まゆ毛げはＶ型のアンテナみたいに吊つり上がっているけど──でも！

「だから俺と一緒に、今日の演奏を楽しもうよ」

　音楽は哀かなしむためのものじゃないから。

　音楽は、音を楽しむと書いて「音楽」なんだから。




　　　　　　　　　　４




　俺たちが演奏する屋外ステージは地味で小さなステージだった。

　剝むき出だしのパイプの上に組まれた舞ぶ台たい。背面にしつらえられた凹おう凸とつのないベニヤ板みたいな壁かべが、唯ゆい一いつの音おん響きよう設備みたいなものなんだろう。まぁ、どう考えても音響効果を計算して設置されたものじゃないだろうけど。

　そもそもこのステージは三十人以下の、小編成用のステージだ。大きさから言えば、この前の海側がわの公園にあった円形ステージの方が遥はるかに大きいくらいだし。

「なんだか風が吹ふいたら壊こわれてしまいそうなステージですね」

「律夢りずむ。それは思っても口にしない」

　実際、雨天中止ならぬ強風中止も充じゆう分ぶんあり得そうなステージだとは思うけど。

　観客席の方にしても風雨をしのぐ造りにはなってない。簡素なパイプ椅い子すを十席×二列×五段の計百個ほど並べているだけだ。ただ観客の数は意外と多いかも。舞ぶ台たい袖そでから見る限りじゃ椅子の七割が埋うまっているし、立ち見の観客も結構居る。その大半は制服を着た中高生グループで、要するに出番待ちかお目当ての学校が出てくるのを待っているんだろう。

『ま、少なくともアンタたちが目当てじゃないのは確かでしょうね』

　だろうねぇ～。

　ウチの学校がノーマーク扱あつかいでも当然だよ。プログラムに載のっている演奏曲を見ればウケ狙ねらいか、もしくは典型的な「参加が目的」みたいな学校と思われたって仕方がない。

『残念だったわね。このあたしが一緒に参加していれば、この十倍の人数は集めることが出来たのにね』

「そうなんですか!?　桜乃音かのんちゃんはやっぱり凄すごいんですね！」

「はいはい。あんまり相手しなくていいからね。調子に乗るだけだから」

　事実は事実なんだろうけど、素す直なおに認めるのはなんか悔くやしいし。

「………」

　と、ひとしきり感心した後、律夢が何かを探すような眼まな差ざしを観客席に送った。

「やっぱり気になる？」

「……ちょっぴり……いいえ、凄く、です。」

『心配したってどうにもならないわよ。どこかで観みているのは間ま違ちがいないんだから』

　そりゃそうだ。

　奏かなでさんとシェルチノコフさん。今いま頃ごろ、奏さんはプログラムを見て激げき怒どしているかも。なんたってアニメの曲だもんなぁ～。それにこの前の律夢の話を聞いた限りだと、きっと奏さんにとっても思うところがある曲だと思うし。

「次、乙おと歌が南みなみ高校さん。そろそろ準備お願いしま～す」

　来た。

　スタッフの人が小声で俺たちに準備を促うながしてきた。

「はい。それでは皆みなさん、いよいよ本番ですよ。練習通り、頑がん張ばっていい演奏をしましょう」

「はい！」

　元気よく頷うなずく律夢。

「どうでもいいけど、練習でいい演奏なんてした覚えがないんだけどな」

　と、呆あきれたように小声で呟つぶやいたのは関せき島しまさんだ。

「──まぁ、それでも頑がん張ばれよ秋あき築づき。今日の演奏は、頼たのんだ」

「が、頑張ります！」

「……萎い縮しゆくしていないなら、きっと大だい丈じよう夫ぶ」

　そしていつものように背後から突とつ然ぜんに、気配を感じさせずに工く藤どうさんが声を掛かけてくる。相変わらず幽ゆう霊れいよりも心臓に悪い人だ。

「凪なぎ砂さ先せん輩ぱい……はい！」

「みなさぁ～ん。早く自分の椅い子すと楽器を運んで、先生のドラムセットを運ぶのを手伝って欲しいのですよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　最後にひなこちゃん先生が小さい身体からだでうんしょと楽器を運ぶ姿に和なごんでみたり。

　それぞれが、それぞれに。

　引き上げてくるブラスバンド部と入いれ替かわり、舞ぶ台たい袖そでへと移動を始める。

　舞台に上がれば、もう後あと戻もどりは出来ない。

　椅子に座ってしまえば無む駄だ口ぐち一つ許されない。

　だから、後は練習の成果をそのまま出すだけ──なんだけど。

「あの、すみません！　ちょっと俺の話を聞いて下さい！」

　俺は敢あえて別の方法を口にした。

「今日の演奏、今までの練習のことは全部忘れて、律夢りずむの好きにさせてみたいんですけど、構わないでしょうか？」

「「「「「『えぇっ!?』」」」」」

　俺の言葉に三人の先輩たちとひなこちゃん先生。それに桜乃音かのんと、律夢本人までもが目と口を丸くした。

「正気か、日ひ野の」

「そ、そうよ日野くん。そんなことをしたら演奏そのものが無茶苦茶にならないかな!?」

　驚おどろきから抜ぬけ出せないまま、関島さんと部長さんが口を揃そろえて詰つめ寄よってきた。

　当然だと思う。今までの合奏練習だって、律夢がデタラメな演奏してまともな形にならなかったんだから。だけど敢えて俺は言う。

「どうせこのまま演奏したって同じことの繰くり返しです。って、言うかこれまで上手うまくいかなかった最大の原因は、律夢が俺たちの演奏に合わそうとしたことだと思うんです」

　それが確信出来たのは、さっきの迷子に聴きかせてあげていた律夢の演奏だ。

　あれが律夢の演奏なんだ。

　伸のび伸びとした音ね色いろの輝かがやきと、力強さ。

　たった独ひとりの孤こ独どくな演奏だとしても、そこにこそ律夢の真骨頂がある。いつも独りで演奏してきた律夢りずむは、それ故ゆえに誰だれにも束そく縛ばくされない奔ほん放ぽうな音楽を創つくり上げることが出来る。それを俺たちは周りの音に合わせろと、律夢の一番の長所を潰つぶしていたんだ。

「……つまりまーくんは、今回の演奏は秋あき築づきさんが周りに合わせるのではなく、その逆で周りが秋築さんの演奏に合わせろと？」

「そうです」

　俺は頷うなずく。

　音楽ってのは本来、お互たがいの調和と協調で成り立っている。

　個人の音を際きわ立だたせるのではなくて、幾いくつもの音を複雑に絡からめて織り上げてゆく精せい巧こうな織物みたいなものだ。例えばピアノ協奏曲コンツエルトだってピアノが目立てば良いってわけじゃない。周りがピアノを引き立たせる演奏をするのは当然だとしても、ピアノも周りの音を潰してしまわないように演奏しなければならない。

　だからこそ協力して奏かなでる曲──協奏曲って言うのだから。

　だけど今日は敢えてその原則を無視する。

　律夢は何も考えず、ただ自分の演やりたいように吹ふけばいい。

「だが、日ひ野の。それで秋築自身の演奏が上手くいくとして、曲として俺たちの演奏が上手くいく保証はどこにある」

「そんなもの、どこにもありません」

　関せき島しまさんが懸け念ねんをするのももっともだ。こんなやり方で上手うまくいくなら最初からそうしている。これで律夢の音ね色いろは本来の輝かがやきを取り戻もどすだろうけど、その代だい償しようとして律夢の奔放すぎる演奏に振ふり回されて、曲そのものが瓦が解かいしてしまうことだって充じゆう分ぶんにあり得る。

　全部が上手くいくような方法じゃないのだ、これは。

「ちょっとちょっと日野くん!?　それじゃ結局、意味がないんじゃないのかな!?」

「ありますよ、部長」

　曲が潰れるリスクを冒おかす理由なんて、そんなものは一つしかない。

「乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部の中で──いいえ、この音楽祭に集まっている演奏家の中で、律夢よりも上手いトランペットなんて一人もいないからですよ」

　この会場に何百人のトランペット奏者が集まっているかなんて、そんなことは知らない。

　それでも敢あえて言おうじゃないか。

　同じ高校生の中ではもちろん、音大生やプロの演奏者と比べたって。

「アニソンを演奏する時の律夢は、誰よりも一番なんです」

　だから一番上手いトランペットが、一番輝くような音色を響ひびかせないなんて噓うそだ。

「さっき律夢を探しに行った時、幾いくつかの演奏を聴ききました。でも、違ちがいました」

「違った？　何がだ？」

「音です」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる関せき島しまさんに、俺は言った。

「律夢りずむが吹ふいてたアニソンの音色を聴きいた時、ハッキリ判わかったんです。どれだけ沢たく山さんの音の中でも、律夢のトランペットだけは全然違ちがうんだって。その音を俺たちに合わせて平へい凡ぼんに響ひびかせるくらいなら、いっそ規格外でも輝かがやく音色を響かせた方が絶対に良いんです」

　律夢が俺たちに合わせるんじゃなくて、俺たちが律夢の演奏に食らい付く。

　でたらめな方法なのは百も承知だけど、でも───。

『へぇ～。この場所に、律夢よりも上手うまいヤツなんて一人もいないんだ。ふ～ん。つまりあたしよりも律夢の方が上手いって、正まさ輝きはそう思っているわけなんだ』

　……訂てい正せい。生きている人間の中では、律夢が一番ということで。

「あの……」

　と、おずおずと律夢が手を挙げた。

「わたしも、その……わたしからも………」

　言い淀よどむ言葉から微かすかに滲にじむ迷い、逡しゆん巡じゆん、そして──怯おびえ。

　きっと松しよう院いん付属中でも同じようなことをして、白い目で見られてきたのだろう。

　姉からも軽けい蔑べつされ、誰だれにも理解なんかして貰もらえなかったに違いない。

　だから律夢はいつだって自分独ひとりで好きなように演奏して。たまに俺がそれに合わせてみたり興味を示したりしたら、仔こ犬いぬみたいに無む邪じや気きにはしゃいで、喜んで。

　理解も賛同も得られない寂さびしさと怯えの、それは裏返しなんだって今だから判る。

　そんな律夢の背中を俺はトンと軽く叩たたいた。

「ま、正輝さん？」

「やろうよ、律夢。やってみようよ」

　上手く行く保証も根こん拠きよも何処どこにもない。失敗する可能性の方がずっと高い。それでも──それでも俺は、律夢の奏かなでるトランペットが大好きだから。

「なんとかなるよ。絶対、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「へっ？」

　キョトンと。

　律夢は唐とう突とつに大きな瞳ひとみを丸くして、俺の顔をマジマジと見上げた。

「──ぷっ」

　と、今度はいきなり噴ふき出した。

「す、すみません、正輝さん──ぷぷっ」

　なんなんだ、一体？？？

　突とつ然ぜんのことに戸と惑まどう俺に、律夢は必死に笑いを堪こらえようとして──失敗。首ばかりか耳の先まで赤くして、律夢の笑いが止まらない。

「本当にす、すみません。今のセリフって、わたしの大好きだったアニメの主人公と──小学生の女の子なんですけど──ぷっ。全く同じだったので、つい」

「べ、別に狙ねらって言ったワケじゃないよ!?」

　──って言うか、誰だれ？　誰のセリフだ？　笑ってないで教えてよ。本当に狙って言ったわけじゃなかったから、どのアニメのことなのかサッパリ判わからないよ！

「ふぅ。でも、ありがとうございます。おかげでなんだかスッキリしました」

　そう微笑ほほえんだ律夢りずむの顔は本当にスッキリとした表情だった。

　迷いもなく、晴れ晴れとした面おも持もち。

　そして律夢は先せん輩ぱいたちへと振ふり向いて、深々とお辞じ儀ぎして。

「どうかお願いします！　今日のアニソンは、わたしの好きなように演奏させて下さい！」

　律夢は言った。言い切ってくれた。

　自分の演やりたい曲を自分勝手に演奏してきた律夢が自ら伝えてくれた、それは初めての俺たちへのお願いだった。

　或あるいはこの瞬しゆん間かんこそ、ずっと閉じこもっていた自分の殻からを蹴け破った瞬間なのかもしれない。

　独ひとりぼっちの音楽から、そうじゃない音楽へ。

　その第一歩だ。

「……いいだろ、それで。どっちにしても、やるしかないんだからな」

「ですね。なんだか全部を一年生に任せちゃうみたいで、センパイとしては心苦しいけど、きっとそれが一番良い方法、かな」

　関せき島しまさんも部長さんも、律夢の言葉に頷うなずいてくれた。

「……賛成。これでいよいよ我が吹すい奏そう楽がく部は一年生頼たよりの色ものバンド。楽しいわ」

「「楽しくない（です）！」」

　思わず俺と部長さんで突つっ込んだけれど、工く藤どうさんも反対しようとはしなかった。

「顧こ問もんは生徒の自主性を何よりも尊重するものなのですよ」

　そしてひなこちゃん先生も。

　これなら、ひょっとしたら───。

「すみませ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　時間がないんで急いで準備して下さぁ[image: ～][image: ～][image: ～]い！」

　って、もうそんな時間なの!?

「あの、正まさ輝きさん！」

　と、移動しようとしたその足を、律夢の声が止めた。

「律夢？」

「今日の出だしの音三つ。わたし一人に任せて貰もらえませんか？」

「──な」

　なんですとぉ!?

『ちょっと律夢。アンタ自分が何を言ってるか判っているわけ？　そこは一本でも多くトランペットが欲しいくらいなのに、少なくしてどうするのよ!?』

「判わかっています。でも、試ためしてみたいんです！」

　ぎゅっと握にぎったトランペットを胸に抱だいて、律夢りずむの瞳ひとみが真まっ直すぐに俺たちを見上げる。

　律夢は……本気だ。

　大真面目まじめに何かをしでかすつもりなんだ。

「だけど出だしだよ？　もしそこでコケたりしたら、そこで終わっちゃうんだよ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。だって正まさ輝きさんはわたしに言ってくれましたから。わたしが楽しいって思う音を聴きかせてくれって。後は俺がなんとかする、って」

　そりゃ確かに似たようなことは言ったけど、ココでソレを持ち出しますか!?

「だから正輝さん。よろしくお願いしますね」

　ニコリ。

　屈くつ託たくなく微笑ほほえむ律夢はとんでもなく可か愛わいくて、返す言葉が出なかった。

『だ、そうよ。自分の言ったことくらい自分で責任取りなさいよね。……死ね、バカ』

　あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう[image: ～][image: ～][image: ～]！

「判った。判りましたよ！　律夢の思うように、思いっきりやってくれたらいいから！」

　こうなったら俺も腹を括くくった！

　律夢がそこまでして演やりたいことがあるのなら、その演奏に俺も乗っかる！

　それに俺は２ｎｄセカンドトランペットだ。律夢や桜乃音かのんの１ｓｔフアーストトランペットみたいな華はな々ばなしさはないけれど、周りの音と音とを繫つなぎ合わせるのが俺の役目。そういう役割は、むしろ俺のトランペットには一番合っていると思うし。

「じゃあ、出だしは頼たのんだからね！」

　律夢の肩かたを軽く叩たたいて、俺はステージへ昇のぼった。

　小さいとはいえ三十人が上がれるステージだ。たったの六人しかいないウチらみたいな吹すい奏そう楽がく部にとっては充じゆう分ぶんすぎる広さがある。椅い子すに座ると、直ぐに正面の観客席の様子が視界に入って来る。

　コンクールとはまた違ちがった緊きん張ちよう感が押し寄せて、アドレナリンが全身を駆かけ巡めぐった。

　この中の何処どこかに奏かなでさんと、そしてシェルチノコフさんも居る。

　だけど今はそんなことはどうでも良かった。

　俺は、俺たちの音楽を奏かなでるだけだ。

「………」

　律夢や先せん輩ぱいたちとお互たがいに目配せをし合い、それぞれの楽器を静かに構える。

　観客席は未いまだにざわざわと落ち着きがない。

　野外演奏だし、注目度から考えれば仕方がない。

　だったら無理矢理静めるまでの話だ。

　ここに居る俺たち全員の演奏で───。

「………」

「………」

「………」

「………」

　それじゃそろそろ景気の良い音ね色いろをガツンと響ひびかせようか、律夢りずむ。

「………」

「………」

「………」

「……………」

「…………………」

「………………………」

　うん。でも、間の取り方だって大事だよな。観客席の方もちょっと騒さわがしいし。

「………」

「………」

「………」

　焦あせらずに、焦らずに。

「………」

「………」

「………」

「………………」

「……………………」

「…………………………」

「………………………………（汗あせ）」

　──って、何やってんだよ律夢!?

　一分。もしかしたら二分か、それ以上の沈ちん黙もく。

　かつて経験したことのない焦あせりに背中がジトリと汗ばんだ。

　律夢は、それでも楽器を構えたまま動かない。

　寝ねているわけじゃない。しっかりと見開かれた瞳ひとみは真まっ直すぐに、鋭するどく、獲え物ものを狙ねらう鷹たかのように正面を見据すえている。

　さすがに観客の方も異変に気付いたのか、ざわつきが潮しお騒さいみたいに押し寄せてきた。

「………」

　だけど声は掛かけられない。一度、ステージに上がった以上、声を掛けるわけには───。

　と、その瞬しゆん間かん。

　正面を見据すえていた律夢りずむの瞳ひとみが俺を向き、ニコリと小さく口元を緩ゆるめた。

　そして───。




「っ───！」




　耳をつんざく大音量が、なんの前まえ触ぶれもなく正面の観客に向かって叩たたきつけられた。




　　　　　　　　　　５




　それはいきなり楽がく譜ふを無視した音という名の疾しつ風ぷう──いや、暴風だった。

「……っ！」

　なにをしでかすつもりかと思ったら、こんなことを考えていたのかっっっ！

　しかも、律夢の音がまだ吹ふき終わらない。

　付点４分音おん符ぷとタイで結んだ８分音符と４分音符。

　そして４分音符と全音符の、僅わずか三つの音で構築されたファンファーレ。

　４／４拍びよう子しに封ふうじ込まれた、たったの二小節の躍やく動どう。楽譜通りなら駆かけ足あしで終わる程度のその音が。律夢は引き伸のばし、引き伸ばし──まだ終わらせない。

　ハートの熱さ。絆きずなの強さ。それが最上限──ＭＡＸであることを表現するかのように。

　出だしから全力。クライマックス。最高潮に。

『む、無茶苦茶だわっ！』

　確かにこれはアレンジなんて簡単な言葉で終わらせていいような演奏じゃない。どのタイミングで俺は俺の音を走らせたらいいのか、それすら摑つかめない。

　──だけど、ド肝ぎもを抜ぬかれたのは俺以上に観客の方だろう。

　引き付けて引き付けて、唐とう突とつにその鼻はなっ面つらにパンチを効かせた過か剰じよう演出とも言うべき出だしの音に、耳と意識とを首ごと強引に鷲わし摑づかみされて、終わることのない全音符の響ひびきに息すら忘れて律夢のみを注視している。

　あれほど無関心だった観客が、たった三つの音で食いついてきている。

　その律夢の顔がいよいよ赤くなる。

　炸さく裂れつさせた極めて強い音フオルテツシツシモを長く吹けば、肺の空気だって直すぐに枯こ渇かつする。

　だけども、まだ俺の出番じゃない。

　律夢の音がまだ続いている。

　続いている──続かせる──続く──続く───。

『正まさ輝き！』

　──っ、ここだ！

　桜乃音かのんの声と俺がトランペットを響ひびかせたのはほぼ同時。

　律夢りずむの音が途と切ぎれる直前、走り出した俺のトランペットに曲が一気に動き出す。

　それまで観客と同じように啞あ然ぜんとしていた先せん輩ぱいたちの楽器、ひなこちゃん先生のドラムセットも慌あわてたように曲の流れに参加する。

　徐々に盛り上がらせてクレツシエンドゆく伴ばん奏そうのリズム。

　崩くずれかけた曲のテンポを俺と先輩たちの必死の演奏で元へと戻もどす。

　取り戻したところへ、演奏に復帰した律夢のトランペットが再び曲を加速させる。

　──よしっ！　土ど俵ひよう際ぎわギリギリで繫つながった！

　繫げたメロディーに全身からドッと冷ひや汗あせが吹ふき出した。

　本当に滅め茶ちや苦く茶ちやだ。ロクな打ち合わせもなしに、下手をしたら本当に出だしで大だい転てん倒とうしていたかもしれなかった。だけどもそれが、楽がく譜ふ通りの演奏じゃないとしても、輝かがやく音ね色いろがこの大人気アニメの初代二期用ＯＰ曲をこれ以上ないくらいに盛り上げてくれた。

　本来、それは低年ねん齢れいの女の子向けの可か愛わいらしい軽快な曲調だった。

　日曜日の朝に目覚めた子供たちに観みて貰もらうためのアニメの曲。

　それをロック調の力強く熱いリズムで編曲するという大だい胆たんなアレンジ。

　出だしこそ確かに危なかったけど、そんなアクシデントギリギリだって構わない。

　何故なぜならこの曲は一難去ってもまた一難。そんな毎日をタフにポジティブに乗り越こえてゆく二人の女の子の物語を歌った曲なんだから！

　そしてＡメロに入る。

　本来はトロンボーンの太く活いき活きとした音色で奏かなでるソレを、関せき島しまさんのチューバと部長さんのサックスフォンが綴つづり上げる。テンポ１６０以上のメロディーラインをチューバに要求するのは苦しいんだけど、ここは関島さんの頑がん張ばりどころだ。

　そしてドラムセット。

　ありがたい。ひなこちゃん先生は明らかにアップテンポになっているこの演奏を、けれども修正しようとはしないで流れに任せてくれている。

　今はテンポを下げちゃいけないんだ。

　工く藤どうさんもフルート一本でよくその音色を響ひびかせてくれている。

　だけど本当に心配なのは次のＢメロ。

　ここからのメロディーラインを預かるのは俺と律夢のトランペット。




　生きて往ゆくのだから。

　失敗したってどうってことない。

　嘆なげいて泣いて立ち止まるよりも、ぶち当たった壁かべに笑ってみせろと。




　曲は、詠うたう───。




（わたしの大好きな物語は──アニメは、そんな向かい風にこそ立ち向かえと教えてくれていましたから。どんな困難な壁かべがあっても、逃にげろだなんて言っていませんでした。結果がどうなるかは判わかりませんけど、だからわたしは正面からぶつかって行きますとも）




　そう俺に話してくれた律夢りずむは、だからこそこの曲を選んだのかもしれない。

　きっとこの曲には特別な想おもいがある。

　ポジティブに立ち向かう二人。

　そう。二人だ。

　アニメの主人公に自分の姿を投とう影えいしたとしても、それは一人。

　でも、この物語は二人。

　二人が揃そろわないと始まらない。

　デコボコで、いがみ合って、意見が食い違ちがってばかりの二人。

　そんな二人が育はぐくんでいった本当の友情に律夢は何を見て、何を重ねたんだろう。

　音が弾はずむ。

　結合した４分音おん符ぷの響ひびきが俺を置いてゆくように、一人勝手に。

　だから俺は次の４分音符で追い掛かけ、追い付き、他ほかの楽器と繫つなぎ合わせる。

　振ふり払はらうように加速する律夢の連奏。

　躍やく動どうする音ね色いろは力強く、美しく、それ故ゆえに孤こ立りつし調和ハーモニーを乱す。

　さしずめ主題は「喧けん嘩かする二人」ってところかな。だったらそれでもいい。萎い縮しゆくして十人並み以下の音を響かせるよりも、ずっといい。

　この力強い演奏の代だい償しようは、きっと自分から離はなれていった姉への想い。

　側そばに居ない、もう一人の主人公への想い。

『……こんな演奏、デタラメだわ』

　演奏の中で声が響く。込み上げる何かを押さえ付けるような、抑よく揚ようのない桜乃音かのんの声。

〝うん。確かに、そうかもしれない〟

　俺は応こたえる。指は楽器を奏かなで、思考は楽がく譜ふと律夢の音を追い掛けながら、その更さらに深い部分でもう一人の俺が苦笑気味に。

『滅め茶ちや苦く茶ちやよ。こんなの音楽じゃない。音と音との喧嘩じゃないの』

〝言い得て妙みようだね。だけど、だからこそ思い出さない？〟

『思い出す……？』

〝少なくとも俺は──ド下手くそだった俺の音を、無理矢理にでも綺き麗れいに響かせようとしてくれた桜乃音との演奏を、この演奏で思い出しているよ〟

　歪ひずんだままの音にハーモニーもメロディーもない。

　楽しめない音は音楽じゃない。

　それを判わからせてくれたのは桜乃音かのんの奏かなでるトランペットだった。

　それに「音と音との喧けん嘩か」ってのは、まさにこの曲の主題の一つじゃないか。喧嘩して、いがみ合って、我がままを言い合って──そうやって何度も何度もぶつかりながら、その度たびに理解を深めていったのが、このアニメの主人公たちなんだから。

　やがて曲はツーフレーズ目を終えて間奏へ。

　残った体力を絞しぼり出すかのように、律夢りずむのトランペットが輝かがやきを増してゆく。好きに吹ふけとは言ったけれど、これほど自由奔ほん放ぽうな演奏をしてくるなんて……！

　間奏の主しゆ旋せん律りつはトランペット／ｓｏｌｉソリ。

　かつての野外演奏の時とは違ちがって、律夢は律夢のままの演奏を続ける。

　楽がく譜ふにはない、ステップを踏ふむようなスタッカート。

　三さん連れん符ぷを縮めた二連16分音符＋８分音符の小気味良い響ひびき。

　それが曲全体から孤こ立りつしないように、俺は俺で自分の楽譜を即そつ興きようで組み直す。

　これまで聴きいてきた律夢の演奏、思考と嗜し好こう、クセとかその他諸もろ々もろを加味して律夢の音の動きを先回りするんだ。音の先を読む。読み切ってみせる。正直、思考と反射でもう一いつ杯ぱい一杯だけど、たとえどんな音が飛び出してきても俺は絶対に離はなされたりなんてするものか！

『──だけど、とても寂さびしい音ね色いろだわ』

　桜乃音が呟つぶやく。

　俺にはよく判らない。

　誰だれにも理解されない音楽だから？

　誰も踏み込んで来ない孤こ独どくの花園の演奏会だから？

　こんなにも激しい音楽なのに。

　こんなにも賑にぎやかな音楽なのに。

　──間奏が、終わる。

　残されたのはラストになる三フレーズ目。

　基本的なメロディーはＡメロもＢメロも、前のフレーズと全く同じ。それだけに演奏には強弱のメリハリを、特に強の部分でラストに繫つながる盛り上がりを演出しないと。それを頭で理解しているのか、それとも感性のままに吹き続けているのか、フォルテッシモ一いつ辺ぺん倒とうだった律夢の演奏がここに来て更さらにボルテージを上げてゆく。

　──って、ここからまだ上げてゆくの!?

　引き離されないようにするだけで必死なのに、この上更にだなんて無茶だ……！

　限界が自分でも判った。

　判ってしまったその瞬しゆん間かん、遂ついに耐たえ切れなくなった俺のトランペットが一ヶ所、咳せき込むみたいに音を潰つぶしてしまった。

『──っ、バカ！』

　それでも曲は止まらない。

　一度始まった曲は終止符ふを迎むかえるまで止まることなんて出来ない。しちゃいけない。

　どんなにミスが続いても、曲はそのまま先へ先へと進んでゆく。

　マズイマズイマズイマズイ───っ！

　ポロリ、ポロリと。

　焦あせりが別のミスを生み落とす。

　つられるように先せん輩ぱいたちの音まで演奏の中から剝はがれ落ちて行く。小さな歯車の狂くるいが全体の大きな歯車の動きを狂わせるようなものだ。チューバのバスラインとドラムセットのリズムが合ってない。食い違ちがったリズムが耳みみ障ざわりな響ひびきになって演奏を歪ひずませる。

　律夢りずむの音と皆みなの音が、俺の中から零こぼれてゆく。

　ダメだ律夢。幾いくらなんでも、そのまま演奏を続けたら───！

　音量の小さなフルートの調べが搔かき消されている。せっかくここまで、たった一本のフルートで存在感を出していたのに。部長さんのサックスも戸と惑まどったまま演奏しちゃダメだ。そんな音ね色いろを響かせたら、かえって曲全体の迷走を際きわ立だたせてしまう。

　それなのに律夢の音は先へ先へと走り続け、曲の崩ほう壊かいに拍はく車しやを掛かける。

　音が嚙かみ合わない。どれだけ俺が音を被かぶせようとしても律夢の音が重ならない。

　どうすればいい？　どうすればこの崩くずれた流れを止められる？

　楔くさびを打ち込むように響かせたｆｆフオルテツシモもスルリと躱かわされ、誰だれの耳にも明らかな和音を外した雑音が観衆の前に曝さらされる。

『駄だ目めよ正まさ輝き！　そんな思い付きの音を吹ふいたって曲を潰しちゃうだけよ！』

　判わかってる。

　判ってるけど止まらない。止まらないんだ。引き留めたいのに、留まってくれないんだ。

　そっちに独ひとりで行っちゃダメだと、こんなにも叫さけんでいるのに。

　俺の声が──音が届かない。

　──ダメ、なのか？

　あれだけ見み栄えを張っておいて、俺のトランペットじゃダメだったのか？

　俺がなんとかするとか言っておきながら。好きに演奏すれば良いとか言っておきながら。せっかく、律夢が「お願いします」って言ってくれたのに。閉じこもっていた自分の殻からから抜ぬけ出す一曲になったかもしれないのに、信しん頼らいに応こたえられずにこのザマか！

　これからもっといっぱい、色んな曲をこの子と一いつ緒しよに演奏してみたかったのに。

　たった一曲、まともに終えることすら出来ない───。

『あたしを見なさい！　正輝！』

　トン、と。

　つま先から降り立った桜乃音かのんが俺の正面に立ち、鋭するどい目線を向けてきた。

　桜乃音？

『いいから！　あたしの指示通りに演奏する！』

　有う無むを言わせず、桜乃音の指先が流れる指揮棒タクトのように虚こ空くうを滑すべり出す。

『どうせ律夢はコッチなんて見てないんだから。あたしと正輝、二人で曲を直すわよ！』

　お、応おうっ！

　力強く、それでいて繊せん細さいに。

　右手の動きは先せん輩ぱいたちのメロディーを表している、のか？　先輩たちには視みえていないはずだから指揮をする意味なんてないんだけど、俺に曲全体のイメージが判るように振ふってくれているのかもしれない。

　そして俺に向けられた左腕うで。

　これは考えるまでもなく、俺一人のために振り分けられた桜乃音の意志だ。

『大だい丈じよう夫ぶ、まだ抑おさえられる。ここは静かに──そう。ここは他ほかの楽器に任せて』

　え？　い、いいのか？

　俺に向かって開かれた小さな手のひらに促うながされ、音を落とす。

　すると、どうだ。俺の音の左右から、別の楽器が前へと飛び出し律夢りずむの音と絡からみ合う。

　これは……部長のサックスと工く藤どうさんのフルート？？？

　息の合った二人の旋せん律りつが俺のトランペットに引き寄せられて、律夢の音と再び重なる。

『２ｎｄセカンドトランペットだからって、なんでも自分一人で支えようとしないで。それに律夢の音だけ気にしすぎ！　他の楽器だってあることを忘れないで！』

　言いながら、舞まうように揺ゆれる腕に合わせて俺はトランペットを響ひびかせる。

　ここしかないという、音と音との絶ぜつ妙みようの隙すき間まへ。

　濁だく流りゆうのように荒あれ狂くるっていたメロディーが俺の音に束ねられてゆく。

『大丈夫。曲はまだ壊こわれていないわ』

　──本当だ。ちゃんと生きて流れている。

　俺のトランペットはまだこの曲を──演奏を支えている。

　皆みなの音を束ねている。

　俺が落ち着けば他の楽器だって落ち着き出す。狂くるったテンポを関せき島しまさんのチューバが、たった一本の重低音で組み直してくれているじゃないか。ひなこちゃん先生のドラムセットだって、まだ完全に崩くずれていない。あきらめる理由なんて何処どこにもない。

　でも、それにしたって───。

『ふん。意外そうな顔をしないで欲しいわね。これくらいの指揮、出来て当然よ。あたしがパパの演奏会を何百回観みてきたと思っているのよ』

　──それもそうだ。

　桜乃音かのんは子供の頃ころから、世界で指揮棒を振ふる父親の背中を見ながら育ってきたんだ。

　だけど血やセンスだけで、こんなにも絶ぜつ妙みようの指揮を執とることなんて出来るだろうか？

　多分、無理だ。

　無理だけど、でもやってくれている───。

『感謝しなさいよ正まさ輝き。暇ひま潰つぶしに他のパートの楽がく譜ふを覚えていて良かったわ』

　そういうことか。

　──でも、そうじゃないだろ。

　確かに桜乃音は先せん輩ぱいたちの楽譜を覗のぞき込んでいたけれど。でも、それは暇潰しとかじゃなくって、本当はこうなった時のために総譜スコアーを覚えていたんだ……。そうじゃなければ、即そつ興きようでここまで的確な指揮なんて絶対に執れないって。

　本当に大したヤツだよ、桜乃音は。

　後で我がままの一つや二つ、聞いてあげないといけないよな！

『さぁ、ラストのＢメロ。こっからは飛ばすわよ！』

　全身をしならせ、律夢りずむが俺に向けた左腕うでを大きく振り上げた。

　ここから先、俺はもう一音だって外さない。

　桜乃音の呼吸に音ね色いろを合わせ、俺は俺のトランペットを響ひびかせる。

　律夢の響かせるトランペットを追い掛かける。

　再び嚙かみ合い始めた音と音。

　絶妙の響きとリズムが曲の中の物語を唄うたい始める。

　さっきよりも深く、深く。

　壊こわれかける前よりも、もっと綺き麗れいにシンクロした旋せん律りつが俺の鼓こ膜まくを震ふるわせて───。




　───。




　不意に。

　とくんと、胸の鼓こ動どうが優やさしく脈打って、不可思議な感覚が俺の身体からだを包み込んだ。

　音が──曲が、とても近い場所で響いている。

　近い。

　本当に、これまで感じたこともないほど近い場所。

　自分の奏かなでているトランペットよりも近く、二つの耳が聴きき取っているよりも、もっともっと近い場所から聴こえてくる───。

　とくん、とくんと脈打つ鼓動が遠ざかり、代わりに音楽だけが胸の中に沁しみ込んでくる。

　自分の奏でる音と、律夢の奏でるトランペットが俺の中へと。

　この感覚は、一体……？

　折り重なった幾いくつもの音。

　身体からだは勝手に桜乃音かのんの指揮に合わせてトランペットを奏かなでているのに、思考だけが夢の中に漂ただよっているような───。

『──感じてみて、正まさ輝き』

　感じる──？

『この曲を。この演奏を。耳じゃなく、心で感じてみて』

　心で、感じる───。

　言われるがままに、身体の中へと流れ込んでくるメロディーに心を浸ひたす。

　響ひびき合う音と音。

　律夢りずむの音と俺の音。

　二つの音に揺ゆられながら、一つの曲になってゆく。それは演奏しているというより俺自身が演奏の一部になっていくような、そんな感覚に近かった。

　そして、伝わってくる。

　曲と一つに融とけ合うことで、無意識に込められた律夢の想おもいが俺の胸の中に。

　それは屈くつ託たくのない笑え顔がおのままで、姉と一いつ緒しよに過ごせた幼い頃ころの記き憶おく。

　大好きだったアニメの曲を一緒に歌い、踊おどりもした、仲なか睦むつまじかった姉妹の記憶だ。

　だけどそれはもうどこにも無くて。

　どんなに望んでも、失なくしてしまった日々が戻もどってくることは二度となくて。

『判わかる？』

　──ああ、判る。今ならはっきり。

　桜乃音が言っていた「寂さびしい音ね色いろ」って、このことだったんだな。

　探しているんだ。一番幸せだったあの日々を、律夢は今でも。焦こがれて、大きな声で泣きながら姉の名前を呼んでいる──そんな慟どう哭こくが律夢の音楽だったんだ。

　明るく楽しい音色の裏側がわに、こんな感情が眠ねむっていただなんて……。

　でも、だからこそこんなにも心が揺ゆさぶられるのだろうか。

　ありったけの感情と、想いの奔ほん流りゆう。

　上うわ辺べだけの音じゃなくて、これは律夢の魂たましいが奏でている音なんだ。

　律夢の音色は一つ一つが、振ふり向いてくれない姉に向かって叫さけんでいる。

　自分はここだと、独ひとりぼっちの迷子のように。

『だけど哀かなしみと喜びはコインの表と裏のようなものよ。どんな悲劇も奏でる音色で喜劇にだって変わるわ。律夢は自分の寂しさを喜劇に変える演奏をしている』

　だから気付かなければ楽しいだけの音楽だった。

　だけどここに来て俺も気付いてしまった。

　気付いてしまったけれど──でも。

　それでも俺は最後まで、この曲は愉ゆ快かいで楽しいアニソンとして付き合いたい。

　だって、やっぱり律夢りずむのトランペットは楽しいから。たとえその音の輝かがやきの根源が哀かなしみに彩いろどられたものだとしても、律夢の音楽は聴きいている人間を哀しませるものじゃない。むしろそれをバネにして、たくさんの人を明るく楽しませることが出来るから。

　嬉き々きとしてアニソンを吹ふく律夢の笑え顔がおは、作り物の演技なんかじゃない。

　迷子だったソーニャちゃんが喜んでくれた音楽は、絶対に偽にせ物ものなんかじゃない。

『そこまで判わかっているなら最後までちゃんと付き合いなさいよ！』

　振ふり上げた桜乃音かのんの指揮に合わせて、俺はありったけの想おもいでトランペットを響ひびかせた。
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「どうやら、持ち直したようデスネ」

「……そうですね」

　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで奏かなでは頷うなずいた。頷くしかなかった。

　一度は崩くずれかけた曲。

　そのまま崩ほう壊かいすると思いきや、なんとか立て直してみせた。

　もっとも───。

「最初から崩くずれているような演奏ですが」

　そこは譲ゆずれない奏かなでの感想だった。

　アレンジと言うには乱暴すぎる出だし。否いな、曲全体が乱暴すぎる。

　これでは調和ハーモニーも旋律メロデイーもあったものではない。

「ですが、なんとも力強い演奏デス。胸の中に、言葉が飛び込んでくるようデス」

「………」

　奏は無言で唇くちびるを引き結んだ。

　シェルチノコフは知らないだろう。この曲が、とあるアニメの主題歌であることを。

　だが自分は知っている。

　知っているからこそ、胸に飛び込んでくるのは言葉だけでは済まなかった。

　忘れ掛かけていた数年前の日々に、奏の胸は揺ゆさぶられた。

　あの頃ころの自分は毎週欠かさず律夢りずむと一いつ緒しよにこのアニメを観みていた。両親の居ない日曜日の寂さびしさを、ほんの少しでも紛まぎらわせるように。そしていつしか律夢が、本当にこのアニメが大好きになっていたことも良く知っている。

　作品が終わって、新いシリーズが始まった後も、それは変わらなかった。

（思えば最初に離はなれていったのは、私の方だったわね）

　中学に上がった忙いそがしさを理由に、律夢を突つき放したのは自分だった。

　そのことを妹は恨うらみに思っているのだろうか？

　奏は静かに首を振ふった。

　それはないだろう。あの妹は、そうやって責任を他人に押しつけることの出来ない性格なのだから。それどころか自分の本当の気持ちに気付いているのかどうかすら、怪あやしいものだ。だからこそ、あんな演奏をするようになってしまったのだから。

「しかし、あそこから持ち直したのハ、大したものデスネ」

「それは律夢の演奏が良かったからではありません。むしろ、助けられただけです。あのでたらめな音楽の元げん凶きようは、律夢本人なのですから」

「ふむ。それなら尚なお更さら、愉ゆ快かいな演奏ではないデスカ」

　苦笑を揺ゆらして顎あごを撫なでるシェルチノコフを冷めた目で一いち瞥べつし、奏はラストを迎むかえようとしている乙おと歌が南みなみ高校の演奏に向き直る。

　愉快──なのだろうか。

　奏には判わからない。

　律夢が傾けい倒とうし、シェルチノコフが「愉快」と評する音楽が。

　だけど一つだけ判ったこともある。この曲が自分に向けて綴つづられた演奏なのだと。

　もし仮に自分があのステージの中に居たとして、果たしてこんな風に出来るだろうか？　もしくは松しよう院いん付属に連れ戻もどしたとして、シェルチノコフに今と同じように愉快と言わせ、誰だれかに何かを伝えられるほどの演奏を出来るだろうか？

　おそらくは、きっと───。

「怖こわい顔ヲしていマスネ、奏かなで」

「別に。普ふ通つうですが」

「嫉しつ妬とデスカ？」

「……違ちがいます」

　言い切った口の中が、奇き妙みように苦い。

「では、一つ、ワタシの質問に答えて下サイ」

「何でしょうか」

　応じた奏には判わかっていた。シェルチノコフが何を訊たずねてくるのかが。そしてどんなに不ふ愉ゆ快かいであれ、その質問に対して自分がどう答えるのかも。

　たとえそれが答えたくもない答えだとしても。
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　演奏が、終わった。

　観客席からの戸と惑まどうようなまばら拍はく手しゆを背に受けて、舞ぶ台たい袖そでへと急いで降りる。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ……つ、疲つかれたぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　言葉にした途と端たん、全身からドッと疲ひ労ろうが溢あふれ出してきた。

　たった一曲演奏しただけなのに、ここまで肉体的に消しよう耗もうするなんて……。

　もっとも身体からだ以上に精神的にはもっと疲れ果ててしまったけれど。だって自分で言うのもなんだけど、途と中ちゆうで演奏がグチャグチャになったし。

『酷ひどい演奏だったわね。甘く採点しても、せいぜい四十点ってところかしら』

　ツンとした桜乃音かのんの声がグサリと背中に突つき刺ささった。

「ぐぅ……」

「？　どうかしたかな、日ひ野のくん？」

「い、いえ。なんでもないです部長」

　危ない危ない。後ろに居た部長さんに、思わず漏もらした呻うめき声ごえを聞かれてしまった。

『ば～か』

　うっさい。

　そもそも言われなくたって合格点に程ほど遠とおいってことは判わかっているし。

「正まさ輝きさん正輝さん！」

「わわわっ!?」

　唐とう突とつに「ドンッ！」と背中に飛びついてきた律夢りずむに、思わずよろけそうになった。

「危ないじゃないか律夢りずむ！」

「そんなことより正まさ輝きさん！」

　そんなことじゃないよ!?　瞳ひとみを輝かがやかせているけどコッチはそんなことじゃないんだよ!?　下手に転んで桜乃音かのんの楽器に傷でも付けたら、後で確実に殺されるんだから！

「さっきの演奏、凄すごかったです！　この前のルパンより何倍も何倍も、本当に凄くて、あんな演奏が自分に出来るなんて自分でもびっくりです！」

　自分でもびっくり、か。

　俺も同じ感想だよ。まるで歩くびっくり箱。自分で自分の演奏を予測出来ないんだから、それに合わせるコッチの苦労は大変なんてもんじゃない。

　今日の演奏が一曲だけのプログラムで良かった。本当に、良かった。

　体力的にも精神的にも、もう一曲やってたら確実に死んでいたから。

　それにしても───。

　演奏の中で感じた律夢の音楽。こんな笑え顔がおを浮かべる女の子の演奏が、あんな哀かなしみを抱かかえているだなんて、こうして見てると何かの間ま違ちがいじゃないかって思えてくる。でも、錯さつ覚かくなんかじゃない。あの時感じた哀しみは、紛まぎれもなく本物だった。

　アレが……あの感情が、律夢の音楽の根源なんだ。

「なんだか今直すぐ、もう一回演奏したいです！」

「それは勘かん弁べんして下さい」

「？　正輝さんは、もう満足しちゃったんですか？　わたしはまだまだやり足りないくらいなんですけど。むしろ欲求不満とでも言いますか、まだまだやれそうなんですよ！」

「判わかった判ったから、まずは落ち着いて」

　興奮した仔こ犬いぬみたいにズイッと踏ふみ込んでくる律夢を慌あわてて制する。

　いつもと全く変わらないというか、いつも以上にハイテンションでこっちが困る。

　──ってか、顔近いし！

「？」

　おまけに自覚がないからタチが悪い。

　興奮冷めやらないのは判わかるけど、もうちょっと周りの視線とか気にして欲しい。

　何故なぜなら───。

「……全く、騒さわがしいですね。次に演奏する学校に迷めい惑わくだと思わないのですか」

　直ぐそこに、奏かなでさんが来ていたからだ。

　俺と律夢の距きよ離りを見て、早さつ速そくとばかりに奏さんの眉まゆが吊つり上がる。うう、やっぱり睨にらまれてしまった。なんか俺、この人からはいつも睨まれているような気がする。

『さぁーて。あっちも来たわよ～』

　緊きん張ちよう感に欠ける桜乃音かのんの声。言われるまでもなく見れば判る。奏さんの後ろからシェルチノコフさんとソーニャちゃんもやって来た。

「シェルチノコフさん。それにソーニャちゃん」

　名前を呼ぶとシェルチノコフさんのズボンを握にぎっていたソーニャちゃんが、嬉うれしそうにタタッと駆かけ寄って律夢りずむのスカートに抱だきついた。完全に懐なつかれている。髪かみの色も瞳ひとみの色も全然違ちがうけど、なんか仲のいい姉妹みたいで微笑ほほえましい。

　……さて、コッチは律夢に任せておくとして。

「こんにちハ、少年」

「……こんにちは。シェルチノコフさん」

　緊きん張ちようのためか、自分の顔が強こわ張ばっているのが感覚的に判わかる。

　正直、逃にげ出したい。

　逃げてどうにかなるもんじゃないから逃げないけど、さっきの演奏はアレだったし。

　………。

　やっぱり逃げ出したい。

「そんなに身構えなくても大だい丈じよう夫ぶデスヨ。まずハ皆みなさん、お疲つかれさまデシタ」

　パチパチと小さな拍はく手しゆをするシェルチノコフさんは、相変わらず笑顔だった。

　でも、その拍手はどう考えても「ブラボー！」には程ほど遠とおい、社交辞令みたいな拍手だ。

　どっちなんだろう？

　良かったのか？　それともやっぱりダメ出しなのか？

　背中からジワリと嫌いやな汗あせが滲にじみ出す。

「早さつ速そくデスガ、先ほどの演奏、聴きかせて貰もらいマシタ。いやいや実に愉ゆ快かいな──そう、実に愉快な演奏デシタ」

「……は？」

　思わず間ま抜ぬけな声が出た。この前の言葉が「面おも白しろい演奏」で今回が「愉快な演奏」って、それってどう判断すればいいのでしょうか？？？

「あの、シェルチノコフさん。それってどっちなんでしょうか？」

「まぁまぁ、少し、待って下サイ」

　と、薄うすい笑みを向けられた瞬しゆん間かん、心臓が一瞬にして凍こおり付くのを感じた。

　目が──薄く細められた目が、全然笑っていなかった。

　これはつまり「黙だまっていろ」と。言葉すら使わず、目と指揮棒だけで百人近い一流の演奏者たちを束ね、導き、一糸乱れぬ音楽を表現させるオーラがそう告げてきたんだ。

　情けない。顔からダラダラと汗が流れるだけで、声一つ出せやしない。

『覚えておくといいわ、正まさ輝き。これが──本物の音楽家の目よ』

　……そうか。これが本物なのか。納なつ得とくだ。

　これが世界で活かつ躍やくする指揮者マエストロの眼まな差ざしなんだ。そんでもって桜乃音かのんはずっと前からこんな世界で演奏してきたのか。凄すごいや。ちょーおっかねぇー。

「律夢りずむに、幾いくつか訊ききたいことがあるのデ、教えて下サイ」

「は、はい！」

「そんなに硬かたくならなくても大だい丈じよう夫ぶデス。取って食べたりしまセンヨ。ワタシガ訊きたいのハ演奏した曲デス。アレヲ選んだのハ律夢デスカ？」

「はい。わたしが……その、希望しました……」

「やっぱり、そうデシタカ」

　……やっぱり、って？

「あの曲には、メッセージが込められていマスネ。律夢ハその曲に便乗して、奏かなでニ何かヲ伝えたかったのではないデスカ？」

　たった一回の演奏でそこまで判わかるのか!?

『何を驚おどろいた顔しているのよ。一流の音楽家ならそれくらい判って当然でしょ』

　当然なんですかそうですか。俺なんて練習も含ふくめたら何十回も律夢と一いつ緒しよに演奏しているんだけど、そのことに気が付いたのは今日が初めてでした。

「デスガ途と中ちゆうから、伝えたい気持ちよりモ、演奏ヲ楽しむ気持ちの方ガ、強かったのデハ？」

「……はい」

　頷うなずいた律夢は、そのまましゅんと顔を俯うつむかせた。

　伝えたい気持ちは確かにあったと俺も思う。

　けれども途中からの演奏は、計算された音楽なんかじゃなかった。無意識の内に奏さんへの想おもいは演奏の中に込められていたとしても、基本的にはただの暴走だ。危あやうく全すべてを台無しにするくらい、周りの音を無視して突つき進んでいったのだから。自分で言うのもなんだけど、俺と桜乃音かのんが居なかったら間ま違ちがいなく終わっていたと思う。

「なるほどデス。やはり、ソコまで計算シタ演奏デハ、ありませんデシタカ」

　酷ひどく納なつ得とくしたようにシェルチノコフさんは苦笑を浮かべた。

「律夢のトランペットは、とても愉ゆ快かいデ素す敵てきデシタ。初めて聴きく曲デシタガ、とても強い想いヲ感じマシタ」

「あ、ありがとうございます」

「律夢は、その想いが、何処どこから来たものか、判っていマスカ？」

「え、っと……？」

　その奇き妙みような質問に、律夢はパチクリと目を瞬しばたたかせた。

「自分の音ガ──音楽ガ。何処から来たものか、ちゃんと理解していマスカ？」

　シェルチノコフさんの鳶とび色いろの瞳ひとみに真まっ直すぐに見据すえられ、律夢が困ったようにオロオロと視線を泳がせた。

「え、ええっと、あの、その、あの………？？？」

　あ～、判わかってない、判ってないな。

『律夢りずむ、アンタってば……』

　呆あきれたように桜乃音かのんが眉み間けんに指をあてた。

　その気持ちは良く判る。答え難がたいとか答えたくないとかじゃなくて、シェルチノコフさんが何を訊たずねようとしているのか、あの顔はさっぱり理解してない。

「少し質問を、変えマショウ」

　やれやれと言いたげに、シェルチノコフさんは再び苦笑を浮かべた。

「律夢ハ、今の音楽ガ、楽しいデスカ？」

「はい！　とっても楽しいです！」

　即そく答とうだった。

　弾はじけるような笑え顔がおをパッと咲かせて、律夢は応えた。

「わかりました。なら、それで良いデショウ」

　──へ？

　と、今度は俺が丸くなった目を瞬しばたたかせた。

　確かに今、「良いデショウ」って──言いましたよね？

　それって、もしかして。

「律夢の音楽ハ、今のままデ。今の学校デ、今の音楽を続けて、モット自分自身の音楽を知って下サイ。マズハそれからデス。これハ『宿題』みたいなものデスヨ？」

　────。

　瞬しゆん間かん、頭の中が白く弾はじけた。

　なんだろう。感情が上手うまくまとまらないし、思考も全然ついてこない。

　視線を奏かなでさんに向ける。

「………」

　奏さんは憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで唇くちびるを引き結んでいた。その表情は決して納なつ得とくしているわけではないようだけど、でも反対もしてこない。

　──ってことは、本当の本当に。

「ハハ──ハハハッ───」

　乾かわいた笑みがせり上がり、混乱していた感情がゆっくりと動き出す。

　やった……やったんだよ、本当に……っ。

「だってよ律夢！」

　湧わき上がった喜びに突つき動かされて、振ふり返った俺は律夢の手を楽器でふさがっていない方の手でガッチリと摑つかんだ。

「えっ、えっ───」

　すると律夢は俺の行動にびっくりしたのか、まだ良く判ってない顔で大きな瞳ひとみを何度も瞬かせた。だけど構うものか。俺は律夢りずむの腕うでを激しく上下に動かした。

「やったんだよ律夢。律夢のままの音楽を、これからも続けていいって！」

「あは……あはははっ……」

　次し第だいに律夢の瞳ひとみにも理解の色が広がって。

「やりました！　やりましたよ正まさ輝きさん！」

　今度は律夢の方がギュッと手を握にぎり返し、ブンブンと乱暴に振ふり回してきた。お互たがいに手に楽器を握ってなかったら思わず抱だき合って飛び上がっていたかもしれない。それくらい何度も何度も、込み上げてくる喜びに摑つかんだ腕を上下に激しく動かした。

　デタラメな演奏だったけど、シェルチノコフさんは判わかってくれたんだ。

　律夢のトランペットには他ほかにはない凄すごい魅み力りよくがあるんだって。

　律夢は律夢のまま、自分の好きな音楽を続けても構わないってことが。

　それが自分のことみたいに嬉うれしかった。

「まぁ、本音を言うなら私の個人的な生徒としテ、律夢をロシアの音楽学校に連れて帰って音楽ヲ教えたいのデスガ───」

　──って。

「「「「『えぇっ!?』」」」」

　ボソリと呟つぶやいたシェルチノコフさんの言葉に幾いくつもの驚おどろきが重なった。

「個人的な生徒にって、それってまさか律夢をロシアに連れて帰るってことですか!?」

「『あり得ないわ！』」

　間かん髪はつ入れずに奏さんと桜乃音かのんの声がハモった。

「むむむむむ無理ですダメです困ります！　そんな急に言われても、そもそもロシアって日本のアニメとか放送してませんよね!?」

　律夢は俺の背中をヒシッと摑むと、凄すごい勢いで涙なみだ目めの首を横に振った。

「っていうか問題はそこなわけ？」

「だ、だってですよ正輝さん!?　フィギュアだって、きっとマトリョーシカとウサ●ッチしか置いてない国なんですよ!?　そんなの無理です耐たえられません！」

「謝れ律夢。今直すぐロシア国民に謝れ。つーか、ウサ●ッチは登場ウサギがロシア出身なだけで制作元は日本だからね！」

「だったら尚なお更さら日本から離はなれられません！　実はわたしウサ●ッチ大好きなんです！」

「どっちなんだよ!?」

「──まぁ、こんな風にデスネ？　周囲からも、本人からも、了りよう解かいを貰もらえマセン」

　シェルチノコフさんは肩かたを竦すくめた。そりゃそうだ。幾いくらなんでも話が突とつ然ぜんすぎる。

「それにデス。律夢を祖国に連れて帰っても、律夢の音楽に合わせられる生徒ハ、ロシアにハ一人も居ないデショウ。それハ奏かなでの松しよう院いん付属にも言えることデス。残念デスガ、奏の学校にも律夢りずむの演奏に正面から付き合える奏者ハ居マセンネ。それでハ奏かなでの学校に戻もどすことも、賛成出来マセン。これハ奏も了りよう解かいしていマス」

「………」

　シェルチノコフさんの言葉に奏さんは心底不服そうだったけど、黙だまって頷うなずいた。

　考えてみればそりゃそうだ。律夢の音楽を一番活いかせるのはアニソンで、しかもじゃじゃ馬みたいな演奏だもんな。松しよう院いん付属のお嬢じよう様たちが合わせるのはかなり厳しいと思う。ましてや日本のアニメなんて知る由よしもないロシアの音楽学校じゃ、言うに及およばずだ。

「独ひとりの音楽ハ、人も音も孤こ独どくにしてしまいマス。言っている意味、判わかりマスネ？」

「……はい」

　その言葉に今度は律夢が神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

　全すべてを見透すかした鳶とび色いろの瞳ひとみを前にしては、律夢も頷くしかないのだろう。

「デスから律夢も、周りの音に合わせられるヨウニ、そこハもっと良く練習することデス」

「あぅ……」

　それもまた、まさにその通りで。

　過去はともかくとして、今の律夢の音楽は自分で自分を孤独にしている音楽だもんな。そこはしっかりと直しておかないと。プロになるためとか、そういう話じゃなくて。もっと音楽を楽しむためにも、皆みなと一いつ緒しよに演奏が出来ないんじゃ勿もつ体たいなすぎる。

「──と、いうわけデス。頼たのみましたよ、少年」

　ポンッ。

「って、俺っすか!?」

　突とつ然ぜん肩かたを叩たたかれて、俺は目を丸くした。

「当然デス。律夢の『宿題』に付き合うのハ、誰だれよりモ君が一番だと思いマス」

　そりゃ一体どういう基準で？？？

「──ただし！」

　抗こう議ぎの声を上げようとした瞬しゆん間かん、落らく雷らいのような奏さんの声が落ちてきた。

　恐おそる恐る首を動かす。

　するとなんだろう。鬼おにのような形ぎよう相そうを浮かべた奏さんが俺を睨にらんでいるような……。

「他ほかでもないシェルチノコフ先生がそう仰おつしやるのであれば、姉といえども私が口を挟はさめるものではありません。妹を貴方あなた方に預けろと言うのであれば従いましょう。──ですが、それはあくまで音楽に限った話です。それ以外を認めるつもりは毛頭ありません。いいですね」

「へ？　いや、何を言っているのか俺には───」

「い・い・で・す・ね」

「りょ、了りよう解かいしました！」

　だからなんで俺は奏さんに目の敵かたきにされているんだよ!?

　そもそも「音楽に限った話」って、音楽以外に何があるって言うんだよ。

『……その顔だと、本当に全然判わかってないみたいね』

〝だから何を？　ワケが判らないんですけど？？？〟

『だったらハッキリ言うけど──いい加減、二人ともその手を離はなしたら？』

「え？」「あ？」

　見れば、今も俺は律夢りずむの手のひらをぎゅっと摑つかんだままだった。

　小さくてスベスベで、このままいつまでも握にぎっていたいくらいの暖かい手を───。

「……すけこまし」

「うわっ!?」

「きゃっ!?」

　その声に俺と律夢は慌あわててお互たがいの手を離した。

「人の顔を見て驚おどろくとは、なんたる無礼な一年生」

　とか言いながら、全く心外そうにも怒おこっているようにも──むしろ二、三ミリほど微び妙みように口元だけ笑えみを浮かべた工く藤どうさんが背後に立っていた。

「──って、く、工藤さん!?　って、いつからそこに居ましたか!?」

「ずっと」

　それが何かと言いたげに。

「はいは～い。話がまとまったところで片付けの続きをお願いしますなのですよぉ～」

「そういうことだ。一年が一番サボってどうする。そもそもひなこちゃんのサイズじゃ、ドラムセットを一人で片付けるなんて物理的に不可能なんだぞ」

「関せき島しま君!?　物理的にとか酷ひどすぎると思うのですよ!?」

「事実だ」

「即そく答とう!?　やっぱり酷いのですよぉ！」

「──オホン。と、言いますかセンパイ。センパイは先まず、ご自分のチューバを片付けるところから始めてはどうなのでしょう？」

「……京きよう香か。サックスが手伝って貰もらうほどの重さじゃないからといって、妬やかない」

「だ、誰だれが妬いているかな!?」

「なんでもいいですから早く片付けを済ませて下さいなのですよぉ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　先せん輩ぱいたちの声に混じって、ひなこちゃん先生の悲鳴が響ひびく。

　そうだったそうだった。俺たちってばまだ片付けの真っ最中だったんだ。

　演奏会は家に帰るまでが演奏会。こんな場所でノロノロやってたら乙おと歌が南みなみ高校の吹すい奏そう楽がく部はなってないとか妙みような風評が立ってしまうかもしれない。

　何処どこにでも居るよね。頭が固くてうるさい大人って。

「そういうわけで、俺たちは楽器を片付けてきますんで！」

　一礼して、楽器ケースを置いている場所へと駆かけ足あしでダッシュ。

　片付けなんかさっさと終わらせて、これからの練習方法とか演奏曲とかを考えないと。

　次の演奏も、絶対に面おも白しろいものにするために。

　慌あわただしく撤てつ収しゆうの準備を始めながら、俺は明日からの練習に想おもいを馳はせた。













　　　　　エピローグ







　そして日が変わって、翌日の月曜日。

　放課後、クラスの皆みなが帰った教室で俺たちはいつも通りに練習を始めていた。

　──いや、いつも通りじゃないのかも。

「ですから、そこは流すように吹ふいちゃ駄だ目めなんです！」

「そ、そうなのか」

　律夢りずむの指し摘てきに思わず気け圧おされ、椅い子すに座ったまま上半身だけ後ろに引かす。

「いいですか正まさ輝きさん。ここの『タタン、タァーン』はただの出だしじゃないんです。ショックなんです。衝しよう撃げきなんです。わたしの演奏をよく聴きいて下さいよ」

　と、律夢は自らの楽器を構えて。

「───」

　思いっきりトランペットを奏かなでた。

　その音はさながら世紀末の荒野を吹き抜ぬける一いち陣じんの熱風。

　天を衝つくほど熱く、雄お々おしく、砂さ塵じんを彷徨さまよい拳こぶしを交える哀かなしい漢おとこたちの物語。

　理り屈くつではなく、鎖くさりで縛しばり付けたところで止まらない雄々しき鼓こ動どうは、ただ愛ゆえに。

　そんな物語の為ために創つくられたこの曲を表すのなら、この一言が全すべてだろう。

「つまり『あなたｙｏｕ・は・ショック！』なんです！」

「愛で空でも落ちて来そうな勢いで語るね、律夢りずむ……」

　フレーズを吹ふき終えた律夢は、どうですかと言わんばかりのドヤ顔だった。

「この熱い曲調に硬こう派はな歌詞。必ひつ殺さつ技わざも主人公の名前も叫さけばず、ここまで物語とシンクロしているアニソンが他ほかにあるでしょうか!?　いいえ、ありません！　そんな神曲の中でも、特に衝しよう撃げき的な出だしのフレーズの音を流して吹くだなんてあり得ません。冒ぼう瀆とくです！」

「まぁ、言わんとしていることは判わかるんだけど……」

『ゴメン。あたしには全然意味が判んない』

「？　もしかして『２』のイカレタ時代にようこそおいで下さいました的な方が桜乃音かのんちゃんには良かったのでしょうか？」

「いや、桜乃音にとってはそういう問題じゃないと思うから」

　つーか、アレのエレキまでトランペットで演奏するつもりなのかな。するつもりなんだろうし、やってしまうから怖こわいんだよなぁ、律夢って……。

　──と、いうかお判りでしょうか？　この構図、いつもと逆だってことに。

　つい先日までは俺が律夢に教える立場だったのに、今日は俺が律夢に教わっているのだ。

　アニソンについて、延々と。

『……ねぇ、正まさ輝き。本当にコレで良かったの？』

　う～ん。桜乃音は呆あきれ顔がおだけど、コレにはコレでわけがあるんだ。

　アイランド音楽祭という一つの区切りを乗り切った今、乙おと歌が南みなみ高校吹すい奏そう楽がく部は次の演奏会に向けての新たな一歩を──未いまだ踏ふみ出せてはいなかった。

　その原因はやっぱり律夢だ。

　律夢の音楽を最大に活いかすには、当然ながらアニソン以外に考えられないわけで。

　とはいえ、コンクールにアニソンでエントリーするわけにもいかず。

　部の方針が決まっても、次の演奏をどうするかが決まっていないのだ。

　まぁ、そんなワケで取とり敢あえず練習する曲も決まっていない今の内に、アニソン演奏のなんたるかを律夢から教えて貰もらおうと思ったんだけど……。

「グズグズしている暇ひまなんてないですよ正輝さん！　この日本にはアニソンが何百何千曲ってあるんですから。まずは基本の七十年代から八十年代を一通り押さえておいて、新しい時代を築いた九十年代、そして多様性に富んだ〇〇年代に入りましょう！」

「いやいやいやいや。今日だけで何曲やるつもりでいるんだよ律夢は!?」

　ひょっとしたら、俺はとんでもない魔ま物ものをこの世に放はなってしまったのか……！

『ちゃんと責任取りなさいよ、正まさ輝き』

「……はい」

　俺はトホホと肩かたを落とした。

　言われなくても判わかっていますよ。その為ために昨日の演奏を頑がん張ばったんだから。

　ぶっちゃけて言えば俺自身、アニソンを演奏することにこだわりも思い入れもない。

　でも、律夢りずむの奏かなでる音楽にはすっごく興味がある。

　一いつ緒しよに演奏をしていて、これほど面おも白しろい奏者はそうは居ない。

　それでも課題は山積みだ。昨日の演奏で、律夢が周りの演奏に合わせられないという悪あく癖へきが解消されたわけじゃない。むしろ好きにさせればさせるほど暴走する傾けい向こうがあるわけで、今後の演奏を考えるととても頭の痛い問題だ。

『それにシェルチノコフの言っていた『宿題』もあるわよ』

　それも判ってる。

　律夢本人はよく判ってなかったみたいだけど、アレは律夢が抱かかえている自分の中の寂さびしさや哀かなしみと正面から向き合えと、そう言いたかったんだと思う。

　自分自身の音楽がどこから来たものなのか。

　自分のことを「迷子」と評した律夢は、少しは自分のことが判っているとは思うけど。

　でも、自分の音楽を理解しているとはとても言い難がたいわけで。

　そこをクリアーすることが出来た時、律夢のトランペットはどれだけ化けるだろう。

　ちょっと想像がつかない。

　もっとも、これまで「好き」と感性だけで音楽をやってきたみたいな律夢だもんなぁ～。それを理解して自分の音楽に活いかすとか直すとかってことは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきじゃとても無理。きっと途と方ほうもなく険しい道のりになると思う。

　律夢の好きな表現を使うなら、俺たちはようやく登り始めたばかりだからな、この果てしなく遠い音楽坂を──ってなところだ。打ち切りみたいな不吉な言葉でアレだけど。

　ある意味、最も厄やつ介かいな問題をシェルチノコフさんに押し付けられたような気がする。

　それに奏かなでさんとのことだって、まだ残ってる。

「そういえば昨日はあれから奏さんは何か言ってなかった？」

「お姉ちゃんが、ですか？」

「うん。演奏の後はバタバタして余り時間もなかっただろ？　家で何か話したかな、って」

「……いいえ。何も、です」

　律夢は小さな苦笑を揺ゆらした。

　そっか……。やっぱりそう簡単には雪ゆき解どけの演奏ってわけにもいかないか。

「でも、何も言ってこなかったですけど、アニソンを止やめなさいとも言われませんでした。これってアニソンに対する消極的な肯こう定ていだと思います」

『随ずい分ぶん前向きな思考ね』

「はい。全部を否定されていた時のことを思えば、凄すごい進歩です」

　だけど、全面的に認めて貰もらうにはまだまだ足りてない。

　演奏する音楽も、律夢りずむ自身の音楽も。

『何を考えているかは大体判わかるけど、レベルアップしないといけないのは正まさ輝きだって同じことなんだからね。じゃないとまた律夢の演奏に振ふり回されるわよ』

　はい。仰おつしやる通りですね。

　２ｎｄセカンドトランペットがもっとしっかりしていたら、昨日の演奏はもっと安定したものになっていたはずなんだ。桜乃音かのんが助けてくれなかったらどうなっていたか。だから昨日の失敗は律夢の暴走以外にも、俺自身の力量不足があったことをちゃんと覚えておかないと。

「そういうことでしたら、一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうね正輝さん」

「だよな。うん。……よし。今日は一日、アニソンを頑張ろう。頑張って、今度こそ奏かなでさんにも認めて貰えるような演奏しような」

「はい！」

　そうすることが、練習を重ねることが、結局のところ一番の近道なわけだし。

「で、明日からはメトロノーム先生と特訓──なんだよその露ろ骨こつに嫌いやそうな顔は」

「メ、メトロノーム先生は、わたしにはまだ早いんじゃないかな、って……」

　フイッ。

　顔から汗あせをダラダラと流しながら、律夢は何かを誤ご魔ま化かすように目線を逸そらす。

　なんというか、判りやすい反応だよな。人間、根本的な部分はそう簡単には変わらないもんなんだろうけど……全く。

『早くない。むしろ遅おそいくらいだわ』

「そういうこと。本気で奏さんに認めてもらう演奏をしたいなら、メトロノーム先生とちゃんと向き合えるようにならないと」

「うぅ………。いっそメトロノーム先生を、わたしの演奏に合わせて欲しいです」

『なんの意味があるのよ、それに』

　桜乃音が少し声こわ高だかに言うと、律夢はグッタリと机に突つっ伏ぷした。やれやれ。

『突っ伏してないでキリキリ練習をする。寝ねていたって上手うまくはならないわよ』

　そうやって桜乃音はいつものように。俺に対してもそうするように、律夢に対しても甘やかすようなことはしない。それはきっと松しよう院いん付属中時代の奏さんの役目で、きっと必要な厳しさだったと思うけど。それだけしかなかった中学時代に律夢は耐たえ切ることが出来なかった。

　だけど、今は、俺が居る。

　それを甘えや弱さと言って、押し潰つぶしてしまうその前に。

「ほら、顔を上げて練習しようよ。メトロノーム先生を使うと言ったって、練習する曲はアニソンなんだからさ。それにテンポをしっかり刻めるようになったら、アニソンの演奏だってもっと面おも白しろくなると思うんだけど……どう？」

「……ずるいです。そういう言い方をされたら、練習するしかないじゃないですか」

　律夢りずむがゆっくりと上半身を起こす。その唇くちびるはまだちょっと尖とがっているけど。

「でも、そうですよね。次の演奏は、もっともっと上手うまくならないと、ですもんね！」

　大だい丈じよう夫ぶ。ヤル気はそこに、ちゃんとある。

　それを潰つぶさないように、支え、見守り、伸のばすこと。口で言うのは簡単だけど、実際にやってみるとなると律夢の演奏に付き合う以上に大変な役目だ。それだけに、やり遂とげることが出来た時は、きっと凄すごいことになっている。

「と、いうわけで、これからもいっぱいご迷めい惑わくをお掛かけするとは思うのですが、今後ともよろしくお願いしますね正まさ輝きさん」

「いや、あのですね？　迷惑を掛けるのが決定事じ項こうってのは、正直どうなのかな？」

「でも事実ですから」

　いや、そうかもしれないけどさぁ！

　思わず教室の天てん井じようを仰あおいだ俺に、ふわふわと浮かぶ桜乃音かのんが舌を出す。

　自じ業ごう自じ得とくだとでも言いたげに。

　………。

　でも、それもまた良いんじゃないかって思えてくる。

　苦労するのも迷惑を掛けられるのも、律夢と一いつ緒しよの音楽なら悪くないかな。

　だって、きっと苦労よりも楽しさの方が勝まさっているって、俺は今でも確信しているから。

　まだまだ未知数な俺たちの音楽だけど。

　──でも。

　いつかきっと。昨日よりも、もっと。

　俺たちは俺たちにしか出来ないような、凄い演奏を響ひびかせたい。愉ゆ快かいで、痛快で、心と身体からだが突つき動かされるような、そんな魅み力りよく的な俺たちのブラスを。

「さて、それじゃ今度は合わせで吹ふいてみるか」

「はい！」

　俺の誘さそいに、律夢は満面の笑えみでトランペットを構え直した。





（終わり）









　　　　　あとがき




　Ｑ・吹すい奏そう楽がく部って真面目まじめな文化系部活動ですか？

　Ａ・いいえ。大たい抵ていは変人の集まりです。




　と、いう回答が真実か否いなかはさておいて。

　どうも～。お久しぶりです～。一作仕上げる度たびに休きゆう眠みん時間が長くなる一いつ色しき銀ぎん河がです。あ、初めましての方は初めましてということで。

　さて、今回の題材は『吹奏楽部』です！

　実は自分も中高の六年間、吹奏楽部に在ざい籍せきしていたんですよね。楽器はもちろん（？）トランペット。なので、書いていて懐なつかしいものがありました。

　本当に飽あきもせず、毎日毎日練習したものです。

　雨の日も風の日も──廊ろう下か野球と投球練習を欠かした事がありませんでした。

　高校の時は危あやうく肘ひじを酷こく使しし過ぎて、吹奏楽部部員としては珍めずらしい野球肘一歩手前までいったこともあったりで。そういう経験が『若草』や本作に活いかされているわけですから、世の中ってどこか間ま違ちがっていると思いますね。ええ、本当に。

　こういう作者が書いた作品ですから、本作に堅かた苦くるしい空気は一いつ切さいありません。誰だれにでも気軽に読めちゃうエンターテインメント作品として仕上げましたんで、「吹奏楽部か～」とか敬遠しないで、ニヤニヤしながら読んで貰もらえたらなぁーと思います。

　しかし『若草』の時もそうでしたけど、こういう題材を許容してくれる電でん撃げき文庫はチャレンジャーですよね。まさか本当にＧＯサインを貰えるとは思ってもいませんでしたので。




　それではいつものように謝辞を。

　担当のＴさん。長い目でこの作品の面めん倒どうを見ていただき、ありがとうございました。企画段階から無茶だらけの作品でしたけど、なんとか本になったのはＴさんのおかげです。イラストを描かいて下さいましたwingheartさん。ラフで見せて貰もらった律夢りずむと桜乃音かのんの可か愛わいさに、職場でもニヤニヤが止まらず大変でした。桜乃音ツインテール案、本気で悩なやみましたよ（笑）。そして大変な作業量をこなしてくれた校こう閲えつさんにも謝辞を。この原げん稿こうをチェックするのは、本当に大変だったと思います（汗あせ）。

　最後に、この本を手に取って下さいました読者の皆みなさま。

　皆さまのおかげで一色は本を書く仕事を続けることが出来ます。この恩は、面おも白しろい次回を少しでも早く世に出すことでお返ししたいと思いますので、今後ともよろしくお願い致いたします。





二〇一二年秋　近年の阪神から何やら懐なつかしい匂においを感じつつ　一色銀河
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一いっ色しき銀ぎん河が

大阪府在住。

最近、ライトタックルを使った釣りにハマってます。

メバルロッドを片手に、主にルアーで色々と。

次回作は釣りものとかダメですかね？　ね？

写真は著者を奪い合う二匹のイカ。

「やめて私の為に争わないで！」
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イラスト／wingheart

ゲームもラノベも妹キャラに目がないシスコン系イラストレーター（笑）。また、締め切り前にしか真価を発揮しない帳尻合わせ系絵描きでもある。
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五ご線せん譜ふなんて飾かざりですっ!








一いっ色しき銀ぎん河が
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